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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















口絵・本文イラスト　駒都え～じ







　目次





序章

第一章

第二章

第三章

第四章

第五章

第六章

終章





　あとがき











　序章










　風が強い。

　この地ち域いきは、ワシントン州の中でもとりわけ西からの風にさらされる。多くはそよ風だが、ときおり今日のように突とつ風ぷうとなって、洗せん濯たく物ものから人間までを左から右へと運はこんでしまう。古くからの住人は「太たい平へい洋ようからの嵐あらし」などと呼んでいるが、専せん門もん家かによると海かい岸がん山さん脈みやくによる影えい響きようなのだそうだ。

　今も風はかなり強くて、街がい路ろ樹じゆが同一方向に傾かたむいていた。外を歩くのがおっくうになっているのか、さっきから外出している姿がない。モータリゼーションが発はつ達たつしきった国にもかかわらず、車が行き来している様子もなかった。

　風のおかげで、窓は時々きしみを上げていた。もっとも、この家は建て付けがしっかりしているので、室内にいれば風もきしみも不ふ快かいには感じられなかった。

　一人の人間が窓まど辺べに立っていた。

　男性だ。さきほどから身じろぎもせず、窓の外を眺ながめている。風はあっても雨ではないため、目はずっと動いていなかった。

　視し線せんの先には、屋や根ねの鋭するどく尖とがった建たて物ものがある。

　薄うすく茶色に塗と装そうされており、安定感のある、どっしりとした構こう造ぞうになっている。一いつ見けんするとレンガ造りのようにも見えるが、コンクリートだろう。それでも機き能のう美びというよりは歴れき史しを感じさせるものがあった。屋根のてっぺんには十じゆう字じ架かが掲かかげられており、それだけはきちんと磨みがかれた金きん属ぞく製せいで、きらきら輝かがやいていた。

　その建物は教きよう会かいであった。この国では地域と住民の精せい神しん安あん定ていに欠かせないものだ。宗しゆう派ははプロテスタント、第七安息日再臨派セブンスデーアドベンチスト。聞きき慣なれないが、異い端たんではなく正せい統とう。この街まちでも古くからあり、礼れい拝はいするものは多い。もっとも土曜日礼拝であり、例によって若者の通ってこないのが悩なやみではあるのだが。

　それにあそこは、現在閉へい鎖さされている。寄き付ふ金きん不足と説明されているが、この人物は本当の理由を知っていた。

　男性は教会をじっと眺めていた。あそこには様々な想おもい出がある。洗礼を受けた記き憶おくはさすがにないが、初めて教会に礼拝に行ったのがあそこだ。他ほかにも、遊ぶ相手がいなくて、一人でぼんやりしていたとき。学校は息が詰つまって、一人で逃にげ出していたとき。一人で泣いていたとき。

　あまりいい記憶ではないが、想い出は想い出だ。それに彼には、嫌いやな出来事を全すべて帳ちよう消けしにするだけの想い出もあった。

　あの娘と一いつ緒しよに行ったとき。

　女の子と教会に行くのも、二人で遊ぶのも初めてだった。あの娘こは眼めが大きくて、とても可愛かわいらしかった。そして彼と同じく一人であり、学校に友達がいなかった。

　どちらが誘さそったのだろうか。自分だろうと彼は思っている。明るかったが一人ぼっちだった彼女を見かけ、思い切って誘ったのだ。

　あの娘は一緒に来てくれた。外国人である彼女には教会は馴な染じみのないものではあったが、興きよう味みはあったようで目を輝かせていた。

　あの教会の礼拝堂はいつも開け放してある。平日の夜、二人は中に入り、十字架を見上げながら語りあった。

　たいした内容ではない。自分のことや家族のこと。どちらも友人がいなかったから、あまり話すことはない。それでも同じことを繰くり返し、飽あきもせずに喋しやべっていた。

　家に帰ったときはもう遅おそかった。あとで彼女に聞いたら、ベビーシッターに怒おこられたという。「お父様やお母様に怒られたかった」とも言っていた。両親はそれぞれ特別な職しよく業ぎようで、家を空あけることが多かった。

　それからしばしば、二人は会うようになっていた。彼からしてみれば彼女はガールフレンドで、唯ゆい一いつの友人だった。彼女からどう見えていたかはわからない。聞きたくなかったのだ。どう答えられてもがっかりするような気がして。

　それからの彼の生活は、張りのあるものとなっていた。

　今までの生活は、とても充じゆう実じつとは言い難がたかった。学校は彼にとって退たい屈くつきわまりない。授業は一度聞いたら覚えてしまったし、スポーツも、同年代の中では抜ぬきんでて優すぐれていた運うん動どう神しん経けいのおかげで、常つねにトップだった。

　この国では強いものは尊そん敬けいされる。ましてや彼は勉強も出来たのだから、学校のみならず地ち域いきの星となるにふさわしかった。そうならなかったのは、ひとえに他者へ心を許ゆるさないところにあった。

　当時の彼は、およそリーダーシップに欠かけていた。他人を引きつける行こう為いに興味はなく、そのことを説明しようともしなかった。そのため、一いち目もく置かれていたが変わった存在に過ぎなかった。

　だが彼女に出会ってから、その態たい度どに変へん化かが生じていた。

（──様）

　彼はわずかに身じろぎをし、意識を過去から呼び戻もどした。

　背はい後ごに光の塊かたまりがある。濁にごりのある、しきりと揺ゆらめいた輝きで、そこから女性の声が流れていた。

（パーターから連れん絡らくです。宮みや間ま夕ゆう菜なの確かく保ほが完かん了りようしました）

　彼は返答をしない。もとより最小限のことすら指し示じしないのだ。だが雰ふん囲い気きから聞いていることは察さつせられるので、送信者である女性も繰り返したりはしなかった。

（移い送そう準備は整ととのっています。順調です）

　彼は窓外の教会から視線を外そうとしない。そのままぽつりと漏もらす。

「ステファニー」

（……はい）

「彼女はなにか言っていたか」

（……詳くわしくは聞いておりません。ですが、ミシオーンが、アメリカ時代のことを話したそうです。思い出させるように仕向けたと）

「……お喋りだ」

　そうは言ったが、彼の表情に変化はない。

　送信者の女性、ステファニーはしばらく言葉を発しなかった。やがて、ためらい混まじりに言ってくる。

（処しよ罰ばつはされますか）

「いらない」

　即そく答とうであった。彼自身が、「お喋り」と評ひようしたことを後こう悔かいしていた。

　小さいころの彼は無口だった。それが曲まがりなりにも喋ることによってコミュニケートしようと心がけたのは、彼女と出会ってからだった。

　当初はぽつりぽつりと、やがてなめらかに話すようになる。それは彼女相手だけではなく、学校でも実じつ践せんしていった。

　会話を続けるにつれ、彼はあることに気づいた。話す相手が皆みな、自分のことを陶とう然ぜんとしたまなざしで見つめていたのだ。最初は気き味み悪わるかったが、やがて自らの言葉の力であることを知るようになる。

　同時に、自分の言葉に他者を操あやつる力があることを認にん識しきした。相手の目を見てじっくり話せば、少々の無理なお願いも聞いてくれるようになったのだ。彼は会話と身み振ぶりに磨みがきをかけ、少々どころかかなりの難なん題だいも相手に飲ませる術を身につけた。そうなると会話術だけではなく、全身からオーラが滲にじみ出るようになる。彼はそれが「カリスマ」と呼ばれるものであると知っていた。

　やがて彼は学校で生徒代表に選ばれるようになった。立りつ候こう補ほしたわけではない。推すい挙きよによるものだ。自分から動かなくとも、回りがやってくれる。すでにそれだけの存在となっていた。

　彼は己おのれの力を承しよう知ちしており、存分に使っていた。だが彼女を忘れたことはなかった。彼女だけは、自分のカリスマによらず、心から接せつすることができる唯一の存在だったのだ。

（──ド・グラースがお目にかかりたいと申しております）

　ステファニーが声をかけた。彼女は物思いにふける彼の邪じや魔まをしないよう、慎しん重ちようになっていた。

「その必要はない」

　彼は言った。

「内部のことは内部で処理をさせる。挨あい拶さつも世せ辞じもいらない。一本化がすんだ以上、政せい争そうには興味がない」

（……放ほう置ちすると、将来の禍か根こんになりかねないかと）

　ステファニーの行為は珍めずらしいと言っていい。彼は質問も意見も好まないからだ。注ちゆう進しんと称しようして何回も持じ論ろんを浴あびせた賢人会議ワイズメン・グループのメンバーが、姿を消したことがあった。以来、彼に接する機会が多い人間は、極きよく力りよく沈ちん黙もくを守っている。唯一彼女だけが規き律りつより好こう奇き心しんを優ゆう先せんし、彼も黙認していた。

　それも彼と一対一で話ができる機会があってこそだ。大勢のいる前でおこなえば、存在そのものが霧む散さんした幹かん部ぶと同じ運命をたどる。

「放置で構かまわない」

（…………）

　ステファニーの戸と惑まどいは、無言となって現われていた。

「どうせなにもできない。吠ほえるか、噂うわさを流すだけだ。いまさらどうということはない。それに──」

　彼は台詞せりふを切った。珍しいことだが、なにか考えてる風でもあった。

「もうすぐ僕の希望通りになる。そのあとどうなろうと、興味はない」

　直後に降おりた沈黙の帳とばりは、予想をしていなかったためであろうか。

　そうではない。ステファニーには十分分かっていたことであった。彼の思し考こうは彼にしか分からない。それははじめて目通りしてから一いつ貫かんしていた。

（宮間夕菜に会われますか）

　彼女はあえて話題を戻もどした。

「連れてきてくれ。ここに」

　彼は言い、それから付け加えた。

「ここでなければ駄だ目めなんだ。僕は願っていたんだからね。何年も」

（はい……）

　光の向こうでステファニーは頭を下げた。そのことが彼にははっきり分かった。

　電でん灯とうよりも明るく、太陽よりは暗い光の塊かたまりは、形を歪ゆがめた。ゆらゆらと、しばらくの間不定形になると、急速に光こう量りようを落とし、空気中に吸すい込まれていく。

　彼は光が消えるのを見ていなかった。眼めは常つねに、窓の外にある教会に向いていた。

　彼女は教会に行ったことを、恐おそらく覚えていないだろう。だがそれでもいい。いずれ思い出すことになるのだから。彼はそのことだけを、ずっと考えていた。
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　東とう京きようビッグサイト東ひがし展てん示じ棟とうは煙けむりに包つつまれていた。

　人の背よりも遥はるかに高い天てん井じようにまで煙は充じゆう満まんし、真下では真まっ赤かな炎ほのおがゆらめいている。取り付けられたスプリンクラーはそれぞれ大量の水を吐はき出し、鎮ちん火かしようとやっきになっていた。

　各ホールの扉とびらは開け放たれて、非常ベルをこれでもかと鳴ならしている。火か炎えんはそれでも周辺を燃やし尽つくそうと頑がん張ばっており、まるで消火との根こん比くらべであった。

「玖く里り子こさん、こちらです！」

　神かみ城しろ凜りんが手を引っ張る。風かぜ椿つばき玖里子は、なんどかつまずきながらも走っていた。

「げほっ、ひどい煙ね」

「我が慢まんしてください。じきに外に出ます」

　凜がハンカチを手て渡わたした。

「口と鼻を覆おおってください。焦こげ臭くさくなったら、我慢して身体からだを低くしてください。床ゆかすれすれの空気なら吸すっても大だい丈じよう夫ぶです。立ち止まるときは私の手を強つよく握にぎってください」

「あんた平気なの」

「私はまあ、慣れています」

　凜は玖里子の手を握ったまま、赤く照てらされた通路を進んでいった。

　止まったままのエスカレーターを駆かけ上がる。最近のコンベンションセンターだけあって、緊きん急きゆう時じの避ひ難なんがスムーズにいくよう設せつ計けいされている。やがて二人は脱だつ出しゆつすることができた。

　十分に離はなれてから振ふり返る。巨きよ大だいな建物は、あちこちから煙を吹ふき出していた。

　二人はため息をつくと、その場に座すわり込んだ。

「……良く燃えるわね」

　玖里子が苦にが々にがしげに言う。

「あっという間です。消しよう火か装そう置ちがまるで役に立っていませんでした」

　凜が施し設せつが燃えるのを見ながら答えた。

「ディステルさんの魔ま法ほうでしょ。確か……」

「灼熱グルーヘンですね」

　この火災は、ディステルの仕し業わざであった。

　ビッグサイトで伊い庭ばかおりとの戦いになり、かおり優ゆう勢せいで決着がつこうとした。だが最後のところでディステルの魔法が文字通り火を噴ふき、水ならぬ炎が入ったのである。

　玖里子は驚おどろいたように言う。

「灼熱グルーヘンなんて滅めつ多たにないわよ。本の中だけの魔法だと思っていた」

「並みの女性ではないのは確かだと思います」

「肝かん心じんのディステルさんは？」

　凜が首を振る。

「姿が見えませんでした。生きているとは思いますが……」

　そのあとは口にしない。なにを言いたいのか、玖里子にも分かっていた。

　ディステルが戦っていたのはかおりだ。玖里子たちの知る脳のう天てん気きな女教師ではない。牙きばを剝むき出だしにした狩人イエーガーだ。狙ねらわれるとただではすまないことは、ディステル自身が語かたっていた。

「……捕つかまったのかしら」

「それも不ふ明めいです」

「和かず樹きと夕ゆう菜なちゃん、見た？」

「ヘリコプターに乗せられるところは。東南の方角に飛んでいったはずです」

　夜空を見上げる。当然、機体も見えず、ローター音もしない。

「散さん々ざんね」

　玖里子は吐はき捨すてた。宮みや間ま夕菜を助けに来たはずが、式しき森もり和樹までさらわれてディステルは行方ゆくえ不明になっていた。おまけに火災まで発生して、自身はかなり焦げ臭い。

「どうしますか」

　凜も薄うす汚よごれていたが、声こわ音ねはまだ冷れい静せいだった。

「どうしようかしら」

　玖里子は寝ね転ころがりたいのを、ぐっとこらえる。

「なんとかして和樹と夕菜ちゃんを救うか、帰って忘れて寝ちゃうか。前者はうまい方法が思いつかない。楽なのは後者ね」

「見み捨すてるつもりですか」

「そんなわけないでしょう！」

　大声を出してから、はっとして口を押さえる。

「……ごめん」

「いえ。気持ちは分かります」

「ありがと。でもちょっときついのよ。高校生には荷にが重い事件だわ」

「同感です」

「あんた、実じつ家かでもっと大きなトラブルに巻き込まれたりしないの」

　凜の実家は、魔ま物もの退たい治じを家か業ぎようにしている。中には表おもて沙ざ汰たにできない事件も、当然あったはずだ。

「スケールからいけば、こっちの方が上です。それに、友人が巻き込まれたことはありませんから」

　どことなく、無念の感情をにじませている。

　玖里子も同じ気持ちであった。知り合い、それも友人が酷ひどい目に遭あうことが、これほど堪こたえるとは思っていなかったのである。あの別荘地での事件以来、夕菜との間にどことなくぎくしゃくした空気が流れていた。もしかしたら彼女との間を繫つなぐ糸が切れてしまうのではないかとも思われた。今考えると、そんなことすら友情のなせる業わざだった。いなくなると、痛つう切せつに感じられる。

　そう考えると、ふつふつと悔くやしさが湧わき上がってくる。友人を拐かどわかされ、馬ば鹿かにされた感情だ。

　許せない。高校生にもプライドはある。

「……このまま引き下がってられないわよね」

　なおも続く火か災さいを眺ながめながら、玖里子が呟つぶやく。

「それも同感です」

「手をこまねいてちゃ、風椿の名な折おれよ」

「神城の名折れでもあります」

　玖里子は凜の方を向いた。

「気が合うわね」

「そうですね」

　二人は苦笑いする。緊きん急きゆう事じ態たいだというのに、おかしな会話だった。

　玖里子は携けい帯たい電でん話わを取り出した。これでもう三台目だ。一台目は隅すみ田だ川がわに水すい没ぼつし、二台目は山やま奥おくで投げ捨てた。買かい換かえすぎている。

「あんまやりたくないけど、実家の力を借りるわ。姉さんたちにあとで頭下げとかないと」

「なにをするのです？」

「和樹と夕菜ちゃんがどこにいったか。はっきりとは分からないでしょうけど、ヘリの飛行計画を片かたっ端ぱしからあたらせる。東京へリポートにウチの会社が入ってんのよ。あとは空くう港こうと港みなとね。これもしらみつぶしにやんないと」

　おそらく時間はほとんどない。素す早ばやさが鍵かぎを握にぎっていた。

「凜、あんたにも協力してもらうわよ。荒あら事ごとは逃のがれられないわ」

「承知しています」

　凜は黒くろ塗ぬりの鞘さやに収められた、日本刀を握り直した。

　玖里子は夜よ空ぞらを仰あおいだ。どこかに和樹と夕菜がいるはずであった。

「いったんホテルにでも行きましょう。迎むかえをよこしてもらうから。シャワーでも浴びたい気分」

「歓かん迎げいです」

「問題はディステルさんね」

「強い女ひ性とです。無事ですよ」

「手が回れば助けたいけどね。あの人がいれば、ずっと楽になる」

　荒事や非ひ合ごう法ほう活動ならば、彼女たちよりずっとスキルがあるはずだ。どうにかして脱だつ出しゆつしていると信じたかった。

　凜が不安を振ふり払はらうように、
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「心配しても仕方ありません。私たちは自分たちのできる範はん囲いで、全力を尽つくしましょう。そうすれば道は開けるはずです」

「それ、あんたの実家の家か訓くん？」

「いえ。今思いつきました」

「卒そつ業ぎようするときに、文ぶん集しゆうに載のせると評ひよう判ばんになるわよ」

　玖里子は携帯電話を畳たたみ、時間を確かく認にんした。もう深しん夜やだ。実家がちゃんとやってくれれば、ぞくぞくと報告が入ってくるはず。今こん晩ばんはあまり眠ねむれないだろう。

　どこからかサイレンが聞こえてきた。ようやく消しよう防ぼう車しやが到とう着ちやくしようとしていた。




　　　　○




　燃え上がる東京ビッグサイトを背に、遠ざかるトラックが一台。

　大きさは中型。側そく面めんに宅たく配はい便びんのマークが描えがかれている。制せい限げん速そく度どをきちんと守り、新しん木き場ば方面に走っている。反対車線では緊きん急きゆう車しや両りようが続々とビッグサイトに向かっていたが、このトラックに注ちゆう意いを払ったものはいない。

　たとえ気づいたところで、ほとんど意味はない。ナンバーは登とう録ろくされたものであり、ドライバーも立りつ派ぱな社員だからだ。ついでに違い反はん切きつ符ぷを切られたこともない。

　唯ゆい一いつ、積み荷のみが特とく殊しゆだった。あらためることができれば異い常じようさに気づくだろう。だがそこまでするものはいなかったし、今のところ必要性を感じるものもいなかった。

　伊庭かおりはトラックの荷台から、運転席に通じるカーテンを開けた。本来、荷台は人を乗せるようにはできていないのだが、この車両は改かい造ぞうされていた。呼こ吸きゆう用ようの換かん気きはもちろん、空くう調ちようまでもつけられ、瞬しゆん間かん移い動どう防ぼう止しの鋼こう材ざいまで使用されている。

「適てき当とうに回れ」

　彼女は言った。

「都内をぐるぐる走ってくれればいい。高速でもかまわない」

「最後はどこに」

「どうでもいい」

　ドライバーの戸と惑まどったような声。

「部ぶ長ちように会うんじゃ？」

　かおりは強い口調になった。

「わたしの指示通りにしろ。進しん藤どうはあとだ」

　返事を聞かずに、カーテンを閉めた。

　彼女は背後に向き直った。そこには椅い子すが一いつ脚きやくだけあり、女性が座すわらされていた。その女性は鋼鉄製の手て錠じようとチェーンで縛しばられており、ずっとうつむいていた。

「ディステル」

　かおりは言った。

「起きろ。学校じゃあるまいし、寝ねたふりをするな」

　ディステルはゆっくりと顔を上げた。

「……教きよう師しの前だからな」

「出来の悪い皮ひ肉にくだ」

　かおりは彼女の前に立った。

　ヘリで夕菜と和樹が連れ去られたあとも、かおりは会場に残っていた。逃にげ出す玖里子と凜のことを目もく撃げきしてはいたが、彼女たちのことは無む視しした。そして、ディステルだけを狙ねらっていた。

　火が回り、脱出しようとしたディステルの前にかおりは立ち塞ふさがる。しばらく対たい峙じがあったのち、ディステルは降こう伏ふくする。負ふ傷しようした身で勝ち目はないと悟さとったためだった。

　かおりは戦せん闘とうを放ほう棄きした女性を連れ、駐ちゆう車しや場じように出た。そこに宅配便に偽ぎ装そうした公こう安あん部ぶのトラックが待っていた。あらかじめ手を回していたものであり、彼女は荷台に乗り込むとビッグサイトから脱出した。

　ディステルを捕とらえたのは、夕菜と和樹を逃した場合の別手しゆ段だんとして、あらかじめ計画していたことだった。かおりの中では優ゆう先せん度どの高い事じ項こうでもあった。

「私をどこに連れて行く気だ？」

　ディステルが訊きいてきた。

「別に」

　そっけなくかおりは返答する。

「考えていない」

「警けい視し庁ちよう公安部ではないのか。シンドウはあそこのボスだろう」

「アンタの口から進藤の名前が出るとは思わなかった」

「周辺情報は調べる口だ」

「そんなに会いたければ、いずれ会わせてやる。今はわたしが先だ」

　かおりはディステルを見下ろした。

「訊きたいことがある」

「答えたくないな」

「嫌でも答えてもらう。式森と宮間はどこに連れて行かれた？」

「さあ」

　かおりがパイプ椅子に足をかける。

「元賢人会議ワイズメン・グループのエージェントが、知らないと？」

「しょせん元だ。私が立てた誘ゆう拐かい計画とは、規き模ぼも内容も違ちがうだろう。まったく同じにするほど彼らは間ま抜ぬけではない」

「日本から国外に出る手段は限かぎられてんだ。アンタと似た方法をとったかもしれない」

「なら調べればいいだろう。私の時は船だった。今度も船とは思えんが」

　ディステルは軽く笑っていた。縛られ、尋じん問もんを受けているのに余よ裕ゆうがあった。

　かおりは鼻を鳴らす。

「これだからドイツ人は嫌いやなんだ。ボードゲームだけを作っていればいいのに」

　椅子にかけたままの足に力を込める。

「ここからが本番だ。彼の居い場ば所しよはどこだ」

「…………」

　沈ちん黙もくするディステル。

「わたしの日本語が分からないわけないだろ」

「……知らん」

「噓うそだ」

　かおりは言い切った。

「知らんものは知らん。私がエージェントだったころから、彼は居場所を言わなかった。一番最近姿を見たのはブレーメンだ。あれも本人かどうか分からない」

「噓じゃないが本当でもない。アンタ、賢人会議ワイズメン・グループ抜けてからも調べていただろ。彼の居場所は絶対に調べていたはずだ。アンタはそういう女だからな。どこにいる」

「知ってどうする」

「式森と宮間が連れて行かれるはずだ」

「どうして」

「彼ならそうする。あいつは……絶対に」

　かおりの口調には、なんとも言えない、どす黒い感情が混まざっている。腹の底から湧わいてくる、どうしてもこらえきれないもの。

　ディステルはとくに感かん慨がいもなく、かおりを眺ながめている。

「そこまで言うのなら、自分で調べればいいだろう」

「手て間まと時間がかかるのはごめんなんだ。最近は大作ＲＰＧもプレイする気が起こらない」

「では諦あきらめろ」

「それもごめんだ」

　かおりの声音が低くなる。

「彼の居場所はどこだ」

「…………」

　やはりディステルは喋しやべらない。

　いきなり、かおりは椅子を蹴け飛とばした。鈍にぶい音がコンテナ型の荷台に響ひびき渡わたる。

「どこだ！」

「……尋問にしては初しよ歩ほ的てきだ」

　ディステルはつまらなさそうに言う。

「こういうときは尋問官が二人いた方がいい。一人が強つよ気きに出て、もう一人は優やさしくなる。やがて被ひ尋問者は優しい方になびくようになる。心を許ゆるす存在となるわけだな」

「尋問術の講こう義ぎに興きよう味みはない。わたしの好きなようにやる。彼はどこにいる」

「さあな」

　木で鼻はなをくくったような返答。

　かおりが顔をしかめた。眼前の女性に、情報を漏もらすつもりがないのは明らかだった。彼女は訓くん練れんされたエージェントだ。どのような手段をとっても、滅めつ多たなことでは口を割わらないだろう。

「……質問を変える。ディステル、お前は誰だれのために動いている」

「なに？」

「誰がお前の背はい後ごにいるんだ」

　ディステルは表情を変えない。

「誰でもよかろう」

「よくはない。お前個人の力だけじゃ、彼の居場所の調査も、武ぶ器きの調ちよう達たつも無む理りだ。金だってかかる。ホテル暮ぐらしは安くないんだ」

「金に詳くわしいな」

「貧びん乏ぼうには詳しいんだ。金づるは誰だ」

「それはお前個人の質問か、公安部の質問か？」

　ディステルは続けていった。

「……まあ、シンドウなら知ってるだろうな」

「あのタヌキは滅多に漏らさないんだよ。わたし個人だ」

「彼のことを追っているのは、日本政府に限らないということだ」

「ＮＡＴＯか？　違うな、アメリカか」

「想そう像ぞうに任まかせる。あの大国は、自分たちが賢人会議ワイズメン・グループに首くび根ねっこを摑つかまれているのを好まないだろうな。私の雇やとい主ぬしも、お前やシンドウと同じように、彼のことを探さぐっていた。あの帆はん船せんのことも監かん視ししていたんだそうだ」

　かつてディステルがリーダーとなり、帆船フリードリヒ・デア・グローセに夕菜を拉ら致ちした事件のことである。間かん一いつ髪ぱつのところで夕菜は救きゆう出しゆつされ、ディステルは負ふ傷しようした。

「帆船が沈しずみかけたところで、黒ずくめの連中がやってきた。私を救うつもりはなかったらしいんだがね。もののついでで運ばれた。そして治ち療りようを受け、仕事を依い頼らいされ、私はオーケーした。それだけだ」

「単たん純じゆんだな」

「ホテル暮らしは安くないんでね」

　皮肉っぽく言うディステル。かおりは笑わずに、

「ならお前もわたしと一いつ緒しよで雇われの身だな」

「そういうことになる」

「じゃあもう一度訊きこう。彼はどこにいる」

　一いつ転てんしてディステルは口をつぐんだ。かおりの眼めがすっと細くなる。

「手て荒あらな手段をとらせんな」

「拷問フオルテルンクか？　吸きゆう血けつ鬼きにはぴったりかもしれんな」

「いちいちうるさい女だ。痛いたいめにあいたくなけりゃ協力しろ」

　はっ、とディステルは笑った。

「協力だと？」

「お前は彼を追っているし、わたしもそうだ。利り害がいは一いつ致ちするはずだ」

「追っているのはミヤマとシキモリだろう」

　かおりの口調に、わずかながらのためらいが生じた。

「……そっちは公安部の仕事だ」

「公安部に雇われているんだろう。同じだ」

「わたしが知りたいのは彼のいるところだ」

「教えたくない」

　きっぱりと言うディステル。

「お前は彼を追うだけではなく、シキモリとミヤマも追っている。あの子たちが捕つかまって公安に渡されるのは面おも白しろくない結けつ末まつだ」

「面白さなんてどうでもいい。政府機き関かんの手に委ゆだねるだけだ。命を取られるわけじゃない」

「本当にそうか？」

　金きん髪ぱつのドイツ女性は、まったく信用していない口ぶりだった。

「人じん権けん問もん題だいだからミヤマを取り戻もどしたいわけではあるまい。あの娘むすめの内側の、巨きよ大だいな力を狙ねらっているのだろう。手元に置いておけば安心できる。だから国内にいる分にはなにをやろうと問題はない。だが自らの意い思しで国外に出ると、力が他国へ流出するのと同じことになる。しかも彼のところだ。取り戻したくなるはずだ」

「そこまで知っているなら教えろ」

「取り戻すからか」

「なんでもいい」

「ミヤマの生せい死しを問わず、ではないのか」

　かおりの肩かたが、ぴくりと動く。

「図ず星ぼしか」

「……どうして分かった」

「お前が狩人イエーガーになったからだ。イバカオリの目つき、態たい度ど、戦せん闘とう能力。久しぶりに見た。ヨーロッパで、全すべてを捨すてていたときに出していた力だ。今もそうなっている」

「減へらず口め」

「今度はなにを捨てた。教師としての生き方か」

「…………」

　かおりはなにも言わない。ディステルは続けていた。

「あの子たちの教師になることを捨てたか。だろうな。それでこそ吸血鬼。お前に教師は似に合あわない」

「……お喋しやべりがすぎるぞ」

　かおりはグロック・モデル25拳けん銃じゆうを取り出した。薬やく室しつをスライドさせる。

「教職は天てん職しよくだったか？　案あん外がいそうだったのかもな。お前の周辺を調べても、悪わるい噂うわさは聞かなかった。評ひよう価かしている人間もいたぞ」

「くだらない」

「髪かみの長い保ほ健けんの男だった。お前はクラスの人間に慕したわれているのだそうだ。驚おどろきだな。これで食っていけるかも知れない」

「……わたしは猟りよう犬けんだ。教師じゃない」

　拳銃の銃じゆう口こうを、ディステルの額ひたいにポイントした。

「くだらない話はやめだ」

「そうでもない。お前が動どう揺ようするところなど、滅多に見られないからな」

「動揺だと？」

「心に動きがあると、お前の右のまぶたは細こまかく痙けい攣れんする。ドレスデンのころから変わっていない。さっきから動きっぱなしだ」

　かおりは空あいている手で右目をこする。すかさずディステルが言う。

「噓うそさ」

　かおりの顔面が血ちで満みちた。グロックの引き金に指をかける。

「なめんな！」

「やはり動揺している」

　ディステルは縛しばられているにもかかわらず、態たい度どに余よ裕ゆうがあった。一方のかおりは当初よりも呼こ吸きゆうが乱みだれ、筋きん肉にくも硬こう直ちよく気ぎ味みだった。

「狩人イエーガーとしては一流だが、尋じん問もん官かんとしてはまだまだだ」

「黙だまれ」

「いっそ戻ったらどうだ」

「なにに」

「教師に」

　かおりは一瞬呼吸を止めた。眼前の女性の言葉が、頭の中で反はん響きようしていた。

「あの子たちも望のぞんでいるかもしれない。教師がころころ替かわるのは嫌いやだろう」

「…………」

　かおりは新しん宿じゆく御ぎよ苑えんでの、和樹との会話を思い出していた。

　あのとき自分は「教師なんだ」と告つげていた。「本職を忘れそうになる」とも。確かにあの時点では、あきらかにクラスの担たん任にんだった。書しよ類るい上じようの地位だけではなく、心の中でもそう思っていた。微び力りよくながらも教え子の悩なやみを聞き、アドバイスまでした。年上としての人じん生せい経けい験けんを彼らに与あたえるつもりだった。

　寝ね転ころがって携けい帯たいゲームをしていたが、先生だった。あのときまでは。

　それがこの数時間で劇げき的てきに変化していた。今は人にものを教えたりはしない。奪うばう立場だ。

　目の前の女は、時計の針はりを戻もどせというのだろうか。一度は捨すてたところまで。

「わたしになにをさせたい」

「なにも。ただ、シンドウがこの画が像ぞうを観みたら笑わらうだろうな。録ろく画がしているのだろう」

　ディステルが荷台の隅すみに目をやる。そこに小型のカメラが設せつ置ちされていることを、彼女は気づいていた。

　かおりは歯の間から台詞せりふを漏もらした。

「……狩人イエーガーは仕事が終わったら、次の獲え物ものを探すんだ」

　銃口をディステルに、ぐっと近づける。

「彼はどこだ」

　ディステルは無む言ごんだ。

「答えろ！」

　声を荒あららげる。授業中には、けして見せたことのない表情。

「早く言え」

　引き金にかかった指が、なんどもひきつる。

　ディステルはいまだ口を開かない。覚かく悟ごを決めているのか、そうでないのか、うかがい知ることはできない。

「だんまりか」

「……教師に当てられても喋らない生徒はいるものだ」

　からかうようなディステル。

　かおりは運転席とのカーテンを開け、叫さけんだ。

「アクセルを踏ふめ。わたしの合あい図ずでハンドルを切るんだ」

　運転手が怪け訝げんそうに、

「はあ？」

「いいからやれ！」

　カーテンを半分だけ閉しめる。銃口はディステルの額から動かさない。

　トラックのスピードがあがった。高速道路に乗ったのか、ほとんど止まらない。この時間帯なら箱はこ崎ざきのインターチェンジを通つう過かしない限り、渋じゆう滞たいで停てい止しはないだろう。

　エンジン音が大きくなる。

「彼の場所を言え」

　ディステルは返事をしない。じっと見つめ返している。かおりの指に力がこもる。

　運転席に怒ど鳴なった。

「やれ！」

　急ハンドル。トラックが車線を二つ、一気に変へん更こう。後方からはクラクション。タイヤのきしみが荷台にまで響ひびく。

　それらの音に紛まぎれて、かおりは発はつ砲ぽう。

　トラックのスピードが低下する。一瞬の喧けん噪そうがなくなり、元へと戻る。

　ディステルが座すわっている椅い子すに、穴が空あいていた。

　彼女の足と足の間を弾たまは通過し、床ゆかにまで届いていた。丸い穴からアスファルトが見える。トラックのシャフトを傷つけてはいないようで、異い音おんはしなかった。

「今のはわざと外はずした」

　かおりは告げた。

「アンタが喋らなければ、次は当たる」

「……これも初歩的な拷問フオルテルンクだ」

　ディステルは恐おそれを見せていない。

「効こう果かはないがな。二人を捕とらえて、一人を撃うち殺ころし、もう一人に喋らせた方が手っ取り早くなる」

「人ごとみたいにしていられるのも今のうちだ」

　かおりは再び狙ねらいをつける。

「選せん択たく肢しを与える。二つだ」

「寛かん容ようだな」

「彼の居場所を話さないのなら、頭に鉛なまり弾だまを撃ちこむ」

「話したら？」

「鉛弾を胴どう体たいに撃ちこんでやる」

　かおりは断だん言げんした。

　沈ちん黙もくがトラックの荷台を包つつむ。ディステルが顔をしかめる。

「……とんだ選択肢だ」

「腹はらなら万が一の確かく率りつで助かる」

「そんなことで喋るとでも？」

「喋らなくてもかまわない。なんだか無む性しようにアンタを撃ちたくなってきたんだ」

　かおりの声に冷つめたさがこもる。呼こ吸きゆうが浅くなり、目つきが鋭するどくなる。

「アンタと知り合ってから、ここまでになったのは初めてだよ」

「……おまえは吸きゆう血けつ鬼きじゃない、殺さつ人じん鬼きだ」

「どっちでもいい。どうせアタシがつけたあだ名じゃないんだ」

　彼女はグロックを持つ腕うでを、いっぱいに伸のばした。

「これで最後だ。彼はどこだ」

　引き金にかかった指先が曲まがっていく。緊きん張ちようがいきなり高まっていく。

　それでもディステルは黙もくしたままだ。

「……よし」

　かおりは引き金を絞しぼった。




　　　　○




　フランス製せいのヘリコプターは、東京上空を千ち葉ば県けんに向かって飛んでいた。

　速度はあまり出していない。固こ定てい翼よく機きほど速くない上に、夜や間かんのフライトは様さま々ざまな面で制せい約やくがある。この機体は、日本の航こう空くう法ほうを犯おかすつもりがなかった。

　パイロットを除のぞけば乗っているのは三人。栗くり色いろの髪かみをした白人女性と学生が二人。狭せまい機内で、膝ひざを寄せ合うようにしている。女性は、賢人会議ワイズメン・グループのエージェントであるパーター、学生は和樹と夕菜であった。

　和樹はパイプとスチールで組み合わされた、感かん触しよくの良くない椅子に座らされていた。拘こう束そくされてはいない。空中であり逃にげることはできないので、いましめは意味がなかった。

　夕菜も座っていたが、表情はうつろだ。さきほどまでミシオーンに憑ひよう依いされていたため、催さい眠みん状態のようになっていた。

　胸むな元もとから下がっているラテン十字のペンダントが、かすかに揺ゆれている。食事会のためにわざわざつけてきたのだろう。髪が頰ほおにかかっていたので、和樹はゆっくりとどけた。

　反応はない。夕菜の身体からだには、自分の意い識しきも、他人の意識も存在しているようで存在していない。中ちゆう途と半はん端ぱで宙ちゆうぶらりんだった。

　ふつふつと、このようにしたものたちへの怒いかりが湧わく。

「……怖こわいわね」

　正面に座っているパーターが言う。

「あなたの顔よ」

　和樹は睨にらんだ。

「誘ゆう拐かいしておいて、なにを言うんだ」

　食事会のタイミングを狙ねらわれ、東京ビッグサイトまでおびき寄せられた上に、ヘリにまで乗せられた。おまけに行き先まで分からないのだ。吞のん気きなことを言われるいわれはない。

「そうね」

　パーターは反はん論ろんをしなかった。

「彼にも伝つたえてあげて」

　そして口をつぐむ。ただし視し線せんは和樹からそらさない。

　ヘリのエンジン音が高くなる。高度を上げたようだった。

　窓から下をのぞくと、うっすらと建物の明かりが見えた。一直線に、等とう間かん隔かくで並んでいるのは街がい灯とうだろうか。

「千葉県よ」

　パーターが言う。

「あなたが見ているのは東ひがし関かん東とう自じ動どう車しや道どう」

　東関東？　交こう通つう網もうにうとい和樹には、なにを意味するのか分かっていない。それは成なり田たまで続く道どう路ろだった。

「どこへ行くんだ」

「彼のところへ」

　彼か。一体何度、その言葉を聞いただろう。帆はん船せんの中でその名を知った。雨う中ちゆうの山の中、そして今日。姿も、本名も知らないのに、ずいぶん以前からの知人に思えてくる。

「彼って……誰だれなんだ」

　眼前の女性は、少しだけ口の端はしを曲まげた。

「会ってみたい？」

「そうは思わない。けど、僕や夕菜をさらった人間が、どんな奴やつかは知ってみたい」

「興きよう味みが出てきたのはいいことね」

「どんな奴だ」

「会えば分かるわ」
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「……彼は男？」

「そうよ。それはそう」

　そう、と言ってるわりには引っかかる。

「若い？」

「会ってみれば」

「だからどんな人間？」

「会ってみて」

　暖簾のれんに腕うで押おしだった。

　ふと、和樹の脳のう裏りに疑ぎ問もんが湧わく。もしかしたら、この神父パーターという女性も、彼を見たことがないのではなかろうか。さっきから曖あい昧まいなことばかり言うのは、自分も知らないからではないのか。

　和樹の疑問に気づいたかのように、

「声は聞いたわ」

　ぎくりとした。パーターは淡たん々たんと、

「姿も見たことはある。一応」

「……なんで一応なんだ」

「本当の姿かどうか、分からないから」

　彼女は単に事実を述のべているような口調だった。

「あまり興味もない」

　怪け訝げんな顔をする和樹。直接かどうかは知らないが、「彼」はパーターのボスのはずだ。金のみで繫つながっているドライな関係とも思えない。その人物の本当の姿に興味がないとは、どういうことなんだろう。

「いいのよ、分からなくて。声を聞いて、仮かりかもしれないけど姿も見た。それで十分満足だった。私はそう。それでいい」

　和樹はじっと、パーターを見つめていた。

　噓うそを言っているようには感じられない。

「私だけじゃないわ。ここにいないものたち、死んでいったものたちも、彼のことは深く知らない。それでも満足している。彼との出会いは衝しよう撃げき。カリスマを体たい現げんしていた。私たちは生きる希望を与あたえてもらい、心からの忠ちゆう誠せいを尽つくす。彼の望み通りに生き、戦うのよ。代だい償しようはいらないわ」

　パーターの顔は、わずかだが上気していた。和樹の前では能のう面めんのようにすごしていたが、今だけは人間らしさを出していた。

　だがそれは、彼女が本当に心から思っていることなのだろうか。そう思いこんでいるだけではないのだろうか。そんな人間がいること自体、信じられない。

　和樹はためらった末、口に出した。

「それじゃ……洗せん脳のうじゃないか」

「違ちがうわ」

　パーターは即そく座ざに、怒いかりもせずに言った。

「彼はなにも与えなかった。強きよう制せいもしなかった。もちろん、報ほう酬しゆうはくれた。でも私たちはどこかに閉とじこめられて、甘あまい言葉で囁ささやかれたり、テーゼを強制されたりしなかった。彼と出会ったときに悟さとったのよ。『この人の言うことを聞かなければならない』って。それが衝撃そのものだった」

　言ってから、彼女は少しだけ自じ嘲ちよう的になった。

「そうね。洗脳と称しようする人間もいるかもね。でもあれは洗脳じゃないわ」

「…………？」

「そういうもの」

　口の端がきゅっと曲がる。不意に、彼女は咳せきをした。

　げほげほと苦しそうだ。和樹は、敵なのに不安になってしまったくらいだ。

　口元を押さえながらパーターは言う。

「あなたも彼に会えば……分かる」

　ヘリコプターの速度が落ちる。高度も徐じよ々じよに下がっていた。

　計けい器き飛ひ行こうに自信を持っているのか、闇やみ夜よの中の低てい空くう操そう縦じゆうにためらいがない。目的地への降下もスムーズだった。

　下から突つき上げる衝撃があった。ローター音が鈍にぶくなる。和樹は窓から外を眺ながめた。

　着陸したのはヘリポートではなく、道路沿ぞいの空き地だった。正確な位置は分からない。恐おそらく千葉のどこかだろう。

　操縦席を見ると、パイロットがうなだれていた。

「いい腕だったわよ」

　パーターが独ひとり言ごとのように、

「ミシオーンの憑より代しろに選ばれただけのことはあるわ」

　彼女は和樹に降りるよううながした。

　地面はざらざらしたコンクリートだった。工事車両の駐ちゆう機き場所にでも使われていたのだろうか。パーターは夕菜に手助けをしなかったので、和樹がヘリから降ろした。

　夕菜は相変わらずぼやっとしたままだが、瞳ひとみは動いていた。

「夕菜……？」

　和樹は、小さく声をかける。

「……さん」

　なにか言っている。名前のようだが分からない。

「……会……」

「え？」

「……教会に……わたし……られて……狂きよう気き……」

　和樹は耳を澄すます。うわごとのように呟つぶやいているため、うまく聞き取れない。

「夕菜、どうしたんだい夕菜」

　刺し激げきしないように、口を近づけて呼びかける。

「……あ……和樹さん……」

　ほんのりとだが、頰ほおに血の気が戻もどってきた。

「わたし……」

「無理しなくていいよ。座すわっていて」

　地面に座らせる。体たい育いく座りの格かつ好こうにして、膝ひざに額をつけさせた。

　パーターは夕菜の具ぐ合あいをまったく考こう慮りよしていなかった。隅すみに止まっている車を指さす。

「乗のり換かえましょう」

「おい、夕菜は……！」

「幻げん覚かくを見せられたから、記き憶おくが混乱しているのよ。すぐに元に戻るから大だい丈じよう夫ぶ」

「ずっとぶつぶつ言ってるんだぞ」

「色々思い出したのよ。あれはそういう魔ま法ほう」

　幻覚ジンネストイシユンクを使用したのはこの女だ。使った当人が保ほ証しようするのだから大丈夫なのだろうが、従したがいづらい。

　和樹はあえて、夕菜を座らせたままにした。

「ヘリコプターで行けばいいじゃないか」

「ヘリで成田まで行くと、面めん倒どうなことになるのよ。日本の空港って、世界一規き則そくに厳きびしいの」

　止まっているのは、どこにでもあるセダンタイプの自動車だった。トヨタのマークがついている。

　パーターは歩こうとして止まった。ポケットから携けい帯たい電でん話わを取り出している。

「はい……ええ、予定通り。順調よ。……分かった……平気よ。ミシオーン、あなたも終わったらすぐに」

　それから和樹にちらりと目をやり、

「以後は念ねん話わで」

　そう話すと、携帯電話をしまった。

「さあ乗って。私の運転は優やさしくないから、覚かく悟ごして」

「……乗らないってわけにはいかないんだよな」

「もちろん」

　素そっ気けなくパーターは答えた。
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　第二章










　銃じゆう声せいはブレーキと同時だった。

　予よ期きしていなかったのでかおりの身体からだは揺ゆれ、弾だん丸がんはディステルの頭ではなく鉄てつ製せいの荷台に穴を開けた。

「ちっ」

　かおりは舌した打うちすると、カーテンの向こうに怒ど鳴なった。

「なにしてんだ！」

「ここで休きゆう憩けいです」

　運転手が返事をした。

「なんだって？」

「部長が呼んでいます」

　そう告げると、運転手はエンジンを切った。

　かおりは荷台の内側から大おお仰ぎような形のロックを外すと、地面に飛び降りた。ディステルは椅い子すに縛しばりつけたまま。

　いつの間にか、トラックは一いつ般ぱん道どうに降りていた。今はどこかのパチンコ店の駐ちゆう車しや場じように停てい車しやしている。

　トラックの隣となりには、白いバンが止まっていた。

　バンの窓がゆっくりと降りる。

「進しん藤どう……じゃないのか」

　バンの内側に座っているのは、見み慣なれない中年の男であった。

「部長は忙いそがしい。代わりに来た」

　進藤よりも無ぶ愛あい想そうで、表情に起き伏ふくがなかった。ただ面おも白しろくない軽かる口くちは叩たたきそうにないので、そこは助かった。

「用よう件けんはなんだ」

「ヘリの行方ゆくえだが……」

　男は手元の書類に目を落とした。

「千ち葉ばへ消えた。東京湾わん上じようでは捕とらえていたが、すぐにロストしている。誰だれかの工作か、物ぶつ理り的てきな妨ぼう害がいだろう」

「はっ、使えねえなあんたらは」

「どこかに着陸したのかもしれない」

「行き先はどうせ成田だ。もう船は使わないだろ」

　島国日本からの逃とう走そう手段は限げん定ていされたものになる。ましてや千葉県にヘリコプターが向かったのなら、方法は一つだ。

「木き更さら津づからフェリーで苫とま小こ牧まいに行って、千ち歳とせからさようならなんて考えられない。手近なところから空くう路ろだ」

「そう考えて、公安部員を派は遣けんしている」

「間に合うか微び妙みようだねえ」

「二十四時間空港ではないから、足止めだけでも意味がある」

「例外ってのはどこにでもある。臨りん時じ便びんじゃなくても、ビジネスジェットのチャーター機だけで十分だ」

　かおりの台詞せりふに、中年男は口を閉じた。言いくるめられたというより、その懸け念ねんも持っていたのだろう。

「……部長からの伝でん言ごんだ」

「聞きたくないね。新作ゲームの発売延えん期き並みに嫌いやなアナウンスだ」

「宮みや間ま夕ゆう菜なを追おえ」

「言われるまでもない」

「ディステルは置いていけ」

　かおりは目を細めた。

「おい。あの女の処しよ置ちはわたしに任まかせるはずじゃなかったのか」

「状じよう況きようが変化した。我々もできる限り情報ソースを手元に置きたい」

「ディステルがあんたらの元で働くとは思えない。ゲーム会社の買ばい収しゆうとはわけが違ちがうぞ」

「寝ね返がえらせるだけが手段ではない」

　つまり尋じん問もんである。拷ごう問もんといってもいい。

　進藤のやり方は容よう赦しやがない。肉体的苦く痛つうだろうと薬やく物ぶつだろうと、ためらわず使うだろう。どちらにせよ日本の法ほう律りつでは禁止されているが、そんなことを考こう慮りよする人間ではないのだ。もっとも、この仕事にかかわっているのなら誰でもそうだが。

「やな話だ」

　かおりは車の窓まど枠わくに手をかけた。

「ディステルをどうしようっていう気だ。どうもアンタらのやることは陰いん湿しつで気味悪い」

「エージェントがどうなろうと、お前の知ったことではあるまい」

「まあね。だけどわたしは駒こまみたいに働かされるのが好きじゃないんだ。捕つかまえたあと、あっさり手放すのは流りゆう儀ぎじゃない」

　彼女はちらりとトラックを確かく認にんした。荷台は静かだ。ここでの会話も聞こえていないだろう。

「進藤はなに焦あせっているんだ。『北ほつ極きよく』もどうかと思った」

「…………」

　中年男は返事をしない。

「公安の会議が開かれたと聞いた。出しゆつ世せ欲よくでも出てきたか。公こう僕ぼくっていう面つらでもないもんな」

「……指示通りにしろと、部長は言っていた」

「政せい争そうに巻き込まれるのはごめんだ。ファナルファンタジータクテクスみたいなドロドロは、ゲームの中だから面白いんだ」

「置いていけ」

　男の右手が微かすかに動く。かおりは目をやる。スーツの内側が不自然なふくらみを見せていた。

　拳けん銃じゆうを持っている。意地を通せば道どう理りが引っ込むらしいが、ここで撃うち合うのは賢かしこい選せん択たくだろうか。そうではあるまい。

　かおりは形だけでも肩かたをすくめた。

「勝手にしてくれ。できればディステルから、ドイツの新作ゲーム情報を仕入れてくれるとありがたい」

　男は返事をしなかった。かおりの希望をかなえる気はないらしい。

　かおりはトラックに戻った。荷台へと乗り込む。

　ディステルはまだ、縛られたままでいた。

「灼熱グルーヘンで焼き切るかと思ってたけどな」

　言われたドイツ女性は顔を上げた。

「鋼こう鉄てつ相手は時間がかかる。お前から逃にげられるとも思っていないのでね」

　本気か世辞かは不ふ確たしかだ。ただ、褒ほめられた気はしなかった。

　彼女はディステルの前にしゃがみ込んだ。

「……公安部がアンタを欲ほしがっている」

「シンドウか。同性愛者だという噂うわさを聞いていたが」

「その噂はわたしが流したんだ。本人はノーマルだよ。行く気あるか」

「寝返りのすすめか？　違うだろう。尋問官が代わるだけだ」

「まあね」

「薬やく物ぶつ処しよ理りと催さい眠みん暗あん示じは脳のうに良くない。廃はい人じんになった例を知っている」

「わたしもだよ」

　かおりはディステルの顔をじっと見ていた。やがて、

「……アンタ、わたしに教師に戻れと言ったな」

「ああ」

「楽な商売じゃない」

　背後をうかがう。確認できないが、記録用にカメラは作さ動どうしているだろう。

「生徒の面めん倒どうを見るのは面白いよ。だけど、楽しいかというと違うね」

「楽な商売がこの世にあるのか？」

「ゲームのデバッグもつらいだけだと言うね」

　かおりは手を伸のばし、ディステルを拘こう束そくしている鎖くさりを触さわった。ひんやりとしている。

「アンタは公安部行きだ」

　彼女は立ち上がった。

「あとのことは進藤とあいつの部下がやる。もうわたしは知らない」

「冷たい女だ」

「アンタが熱すぎるんだ。燃やすし」

　拳銃の弾だん倉そうを確認する。十分ある。予よ備びも持っていた。金は進藤から巻き上げた分がある。大たい抵ていのことに対応できるだろう。

　ややかがみ気味になった。

「あまり灼熱グルーヘンを使うなよ。熱ねつ量りようがあるからな。鋼鉄を焼き切るのは無理としても、手て錠じよう内部の金かな具ぐなら、時間がかからないかもな」

「…………」

　ディステルは無む言ごんのままだ。

「わたしは行く。またどこかで会おう」

「……そうだな」

　かおりは振ふり返らずに、トラックの荷台から出た。

　夜空を見上げる。星がまたたいていた。排はい気きガスの力はそれほど及およんでいないようだ。

　彼女は知らず知らずのうちに、地面を蹴け飛とばしていた。自分の取った行動が正しいかどうか、摑つかみかねていた。




　ディステルの耳には、かすかだがアスファルトを蹴る音が届いていた。

　一人きりになったコンテナ状の荷台の中で、天てん井じよう付近を見上げる。監かん視しカメラの位置を確認。カーテンの向こうに人の気配はない。トイレにでもいっているのか。なんにせよ不用心だ。

　手は後ろに回されていた。何回か揺ゆすって、手錠を確認する。具体的な構こう造ぞうはかおりが教えてくれた。

　やるなら今だ。監視カメラは記録式で、リアルタイムではなさそうだ。トラックは止まっている。逃のがしたら次はない。

　呼こ吸きゆうを整ととのえて、集中する。少しだけ奥おく歯ばに力を込こめた。

　手錠が熱を持つ。熱気が漂ただよった。手首にまで伝わる寸前に止める。

　軽く振ると、かちゃりと音がして、手錠は床ゆかに落ちた。

　ディステルは拘束している鎖も解いて立ち上がった。軽く全身をほぐす。

　荷台はかすかに開いていた。隙すき間まから覗のぞいて周囲を確認する。すぐ隣となりにバンが止まっていた。

　バックミラーに映うつらないよう注意しながら降りる。なんだか久しぶりの地面のような気がしていた。

（さて、カオリはどういうつもりなのか……）

　一いつ瞬しゆんだけ思し考こうを巡めぐらせたが、悩なやんでいる時間はない。ディステルは素す早ばやくこの場を離はなれていった。




　　　　○




　東とう京きよう湾わん岸がんにあるホテルの一室。

　玖く里り子こは先ほどから電話と格かく闘とうしていた。実じつ家かにかけ関係各所にかけ、ついでに葵あおい学がく園えんにもかけて、数日休むかもしれないと伝えた。

「時間かかりそうですか」

　訊きいたのは凜りん。

「あたしの作業ならもう少しで終わる。この事件のことなら、かかるかも知れないわね。国外に逃げられたらなおのことよ」

　和かず樹きと夕菜が国外に連れ去られるのは、もはや前ぜん提ていであった。ここでの騒さわぎが国内だけで終わるなどと、誰だれも思っていない。

「凜、シャワー浴あびちゃって。なんならルームサービスで食事とってもいいわよ」

「そうします。玖里子さんは」

「あたしはあとで」

　凜と玖里子は順じゆん番ばんにシャワーを浴びた。トイレと一いつ緒しよのユニットバスだったが、贅ぜい沢たくは言ってられなかった。

　すっきりしたあと、玖里子がルームサービスでパスタと飲み物を頼たのんだ。さすがに空くう腹ふくであった。

　二人は小さいテーブルに並べられた皿さらの前に座すわり、もくもくとフォークを動かした。

　凜はさっさと食べ終わった。元々食事のスピードは速い。のろのろしているのは好きではないのだ。今は気がせっていることもある。

「もう少しゆっくりしなさいよ」

　と玖里子。

「癖くせですから」

　凜は言った。実家でもこんな感じではあった。

「……しかし、夕菜さんはどうして連れて行かれたのでしょう。敵のエージェントがなにをしたのか」

「あたしも分かんないけど、誰だかが葵学園の中に潜せん入にゆうしていたんだって。車でディステルさんに聞いた」

「嫌いやな話です。以前も、生徒の中にいたのに」

「姉さんに言って、身元調査をしっかりしてもらわないとね」

　玖里子の姉は葵学園の理り事じである。寄き付ふ金きんの額がトップなので、影えい響きよう力りよくは強かった。

　彼女は少なくなったパスタに粉こなチーズを振った。

「うちの人間から連れん絡らくがなければ動けないわ。体力つけよう」

「いつごろでしょう」

「そう長くはかからないと思うけど……」

　チリリリリン。携けい帯たい電でん話わが鳴る。玖里子は急いでパスタの残りを腹に収めた。

「はい」

　送話口に向かって返事をする。それからは、ただうなずくだけだった。

　彼女は携帯電話を耳から離すと、二つに畳たたんだ。

「うちのものから報告」

「どうでした？」

「おかしなフライトプランは出てないみたい。港も同様」

「では行方ゆくえは分からないのですか」

「でも、行方不明扱あつかいになっているヘリがあるのよ。レンタル会社が所有していたフランス製が、飛び立ったまま帰ってこないんだって」

「疑う理由はないでしょう。それです」

　玖里子もうなずいた。

「そうね。目もく撃げき情報もあった。千葉に飛んでいったんだって。恐おそらく成なり田たね」

「追いましょう」

　凜は言い、立ち上がった。

「ちょっと待って」

　彼女はなにやら浮うかない顔をしていた。

「迷っている暇ひまはありません」

「そうだけど……なんかね、実家の調査部がおかしなこと言ってたのよ。政府がどうとか……」

　考え込む様よう相そうである。

「この期ごに及およんで政府ですか」

「政府っていうか、公安とかあの辺。方ほう針しんに関してあわただしい動きがあるんだって。幹かん部ぶ会かい議ぎが開かれて、アメリカ大使館からも人が来たって……」

　台詞せりふの最後は呟つぶやきのようになっていた。彼女ははっとして、

「ごめん。気にしてもしょうがないと思う。あたしたちがやれることをしましょう」

「はい」

「もう一つだけ、やらせて」

　なにを思い出したか、玖里子はもう一度携帯電話を操そう作さした。数回のコールののちに相手は出たらしく、早口でなにか言っていた。「よし」とうなずいてから切る。

「なにをしたのですか」

「移動手段。航空会社の知り合いに、ちょっと」

　それから表情を引き締しめて、

「本当はこっちもヘリを用意したいんだけど、夜や間かん飛ひ行こうできるパイロットがいなかった。だからバイクを運んでくるように言った」

「バイクですか。誰が運うん転てんを……」

「あたし」

　免めん許きよは、と訊こうとして口をつぐんだ。きっと持っていない。

「合法非合法にとらわれていられないわよ」

　見み透すかしたように、玖里子が言う。

　二人は出発の準備をする。もっとも、大がかりな荷物があるわけではない。身の回りの確かく認にんだけだ。

　また携帯電話が鳴る。部屋を出ようとした玖里子は、急いで取った。

「どうしたの？」

　なんどか聞き返し、眉まゆをひそめる。

　すぐに電話を切った。

「ねえ凜、あんたビッグサイトから逃にげ出した時に、トラック見た？」

「トラックですか？　記き憶おくにありませんが……」

「また目撃情報。ビッグサイトが火事になったでしょ。消防隊員から聞き取ったらしいんだけど、現場から宅配便のトラックが湾岸へ走っていったんだって」

「宅配便のトラックなら珍めずらしいわけでも……」

「そうなのよ。ナンバーに怪あやしいところはなし。でも配はい送そうセンターに確認したら、その時間帯にビッグサイトを走っているわけがないんだって」

　玖里子は考え込む表情になる。凜の脳のう裏りにも、疑ぎ念ねんの色が広がりつつあった。

「敵の車両……？」

　凜は呟く。

「そうね。あるいは、伊い庭ば先生……」

　二人は黙だまった。今まであえて考えないようにしていたが、かおりは敵に回っている。正確には今までの敵と同一ではないが、夕菜を狙ねらっているのは確かだ。

「やめましょう。ゲームマニアのことまで考えたくないわ」

　玖里子の口く調ちようはふざけたものだったが、言いたいことは分かる。狩人イエーガーになった国こく語ご教きよう師しとは、遭そう遇ぐうしたくなかった。

　二人は部屋から出る。エレベーターで下へ降りた。

　ロビーには青年が待っていた。玖里子に二ふた言こと三み言こと、話しかける。

　彼女は「ご苦労様」と言った。青年は頭を下げて去っていく。

「今の人は……」

「運び屋さん。バイクを持ってきてもらった」

　玖里子は早足で外に出た。凜も慌あわててあとを追う。

　ホテルの正面玄げん関かんには、大型のトラックが横付けされていた。荷台にランプが取り付けられ、オートバイが下ろされようとしている。カワサキＺＲＸ─Ⅱ。オーシャンブルーのカラーリング。

　カウルなしのカワサキくさいバイク。高校生女子が乗ってさまになるかはわからない。玖里子は文句も言わず、ヘルメットを二つ受け取った。片方を凜に渡わたす。

「かぶって」

「運転に自信は？」

「二年ぶりかしら」

　凜は一いつ瞬しゆんだけ天を仰あおぐと、あきらめてヘルメットをかぶった。

　玖里子はすでにヘルメットを装着していた。ＺＲＸ─Ⅱにまたがりキック一発。低い排はい気き音おんが轟とどろいた。

「……凜」

　玖里子の声はくぐもっている。

「なんでしょう」

「その格好、ちょっと危ないかもね」

「は？」

　凜はいつもの胴どう着ぎ姿である。余よ人じんはいざ知らず、彼女はこれが戦いやすい。

「バイクがこけたらやばいわよ。アスファルトなんかヤスリより酷ひどいからね。擦すり傷きずじゃすまないわ」

「それはスピードを出す、ということですか？」

「振ふり回すつもり」

「……タクシーを使ってもいいでしょうか」

「ま、コケなきゃ大だい丈じよう夫ぶでしょ」

　玖里子がアクセルを回して空ぶかし。凜は覚かく悟ごを決めて後ろにまたがった。

「しっかり摑つかまっててね！」

　クラッチを繫つなぐ。バイクは弾だん丸がんのように飛び出した。車線も速そく度ど制せい限げんも無む視しして、排気音と共に突つっ走る。

　車と車の間を、サーカス芸げい人にんのようにすり抜ぬけていった。

「腰こしから手を離はなさないで！　高速使うから！」

「玖里子さん、高速道路の二人乗りは禁止では!?」

「固いこと言いっこなし！」

　玖里子は髪かみをなびかせ、ＺＲＸ─Ⅱのスピードを上げた。




　　　　○




　ディステルはさっきから、車のアクセルを踏ふみっぱなしだった。

　かおりの手から逃のがれたあと、道路脇わきに止められていた日につ産さんシーマを拝はい借しやくして突っ走っているのだ。一ひと晩ばんで二台の車を盗ぬすむのはいただけないが、持ち主には路ろ上じよう駐ちゆう車しやの不ふ運うんだと思ってもらうしかない。

　赤信号でも構かまわず突っ込んでいく。遠えん慮りよ無くスピード違い反はん、信しん号ごう無む視しをすると、事故を恐おそれて回りが近寄ってこなくなる。反対車線さえ走らなければかなりの速度を維い持じできた。

（……しかし、右ハンドル、左車線は運転しづらい）

　彼女にしては珍しく愚ぐ痴ちっぽい。それだけ現在の状じよう況きように焦あせっているともいえた。

　夕菜と和樹を日本から出すつもりはない。彼と会わせたくはなかった。あのカリスマに出会えば、間ま違ちがいなくやられる。

　クラクションを何度も鳴らす。遠くに走っていた軽自動車が焦ったように道を開ける。

　スピードを緩ゆるめずに高速道路の入り口に突っ込む。料金所はそのまま突とつ破ぱ。通報は確実だった。

　それすらも気にはしていない。今は成田に早く着くことが先せん決けつだった。

　しばらく飛ばしていると、遠くからサイレンが聞こえてきた。ルームミラーに目をやると、後ろで回かい転てん灯とうが小さく点てん滅めつしている。

「日本の警察ポリツアイは優ゆう秀しゆうだ」

　もちろん停てい車しやするつもりはない。さらに踏み込んで、スピードメーターを振り切らせる。

　回転灯は徐じよ々じよにだが大きくなっていた。車の性せい能のうの差か、距きよ離りを詰つめられている。

　懐ふところに手をやろうとして、顔をしかめた。武器を持っていないのだ。戦うとしたら魔ま法ほうしかない。

（警官ポリツイストを殺さつ害がいしたら、誰がテロリストか分からんな……）

　正義の味方だと思ってはいないが、これ以上関係のない人間を巻き込むつもりもない。ここは逃にげの一手だった。

　だんだんパトカーの形が分かってくる。前方の表示板を確かく認にんし、左車線に入る。

　成田インターチェンジを抜け、高速道路を降りる。一いつ般ぱん道どうに入っても速度は落とさない。そのまま新しん東とう京きよう国こく際さい空くう港こうまで走るつもりだった。

　不意に、バックミラーに車が大おお写うつしになった。

　パトカーではない。イギリス製の四よん輪りん駆く動どう車しや、黒くろ塗ぬりのローバーだ。エンジンがチェーンナップでもしてあるのか、あっという間にディステルの横に並ぶ。

　横を向いて確認する。運転席にいるのは男の日本人だ。だが目つきはぼんやりとしており、眠ねむたそうにすら見える。

「……ミシオーン！」

　ハンドルを切った。運転手は操あやつられている。とりあえず離れるつもりだった。

　ローバーはいきなりスピードを上げた。後ろから衝しよう撃げき。

　体当たりをしていた。自分もろともディステルを葬ほうむり去るつもりか。後先を考えていない。操られているため恐きよう怖ふ心しんがないのだ。

　また衝撃。後ろのタイヤがスリップした。とっさに立て直すが、今度は斜ななめ後方から突っ込んでくる。

　車の片側が浮ういた。

　ディステルは走るのを諦あきらめ、アクセルから足を離す。道路脇わきの田圃たんぼに飛びこませた。

　かろうじてひっくり返らずに止まった。蹴け飛とばすようにしてドアを開けると、転がるようにして外に出る。

　ローバーも停車していた。様子をうかがうと、運転手は突っ伏ぷしたままぴくりともしていない。

（死んではいない……）

　ミシオーンが操るのをやめたのだろう。

　近くにいるのだろうか。ただ操るだけならともかく、ディステルを殺す気なら絶対付近にいるはずだった。

　妙みように静かだった。さっきまでのパトカーもなく、空港の近くだというのに、車通りがほとんどない。

　しばらく黙もつ考こうしたあと、あえて身をさらすように道みち端ばたに出た。幸さいわい狙そ撃げきをするような高いビルはない。

　気配を感じ、ディステルは振り向いた。道路脇の歩道を誰だれかが歩いてくる。

　女性二人連れだった。ぶらぶらとこっちに向かってくる。

　ディステルに気づいたか、驚おどろいたようになった。しばらくためらい、一人がゆっくりと話しかける。

「excuse me ……」

「日本語でどうぞ」

「あ、すみません。あの……事故ですか？」

　彼女の視線は田圃の中に落ちた車に向いていた。

「そうです」

「あ、じゃあ……警察と救急車を」

「平気です」

　素そっ気けなくディステルは返した。

「でも、あっちの車に運転手さんが……」

　ローバーの中では、男が倒たおれたままだ。

「時間がたてば目を覚まします。気にせずに」

「でも……」

「平気ですので」

　ディステルはいつまでもここにいるつもりはないのだ。どうせ警察が来たところで意味はない。

「じゃあ救急車を呼びましょうか」

「いりません。怪け我がはないので」

「後こう遺い症しようが出たら危ないですから……」

　ディステルは彼女をじっと見た。そしてにこりとした。

「ありがとう。でもあなたの方が危ないですよ」

「え……」

「この国では民間人の武ぶ装そうが許ゆるされるようになったのですか？」

　女性のハンドバッグから銃じゆう把はが覗のぞいていた。

　彼女が自じ動どう拳けん銃じゆうを抜くより早く、ディステルは地面を蹴っていた。

　アスファルトの上を何度も転がる。少し間をおいてから、銃声が響ひびく。いままで立っていたところを弾だん丸がんが通つう過かしていた。

　ガードレールに寄りかかる。女性が拳銃の狙ねらいを定める。ディステルは一いつ瞬しゆん早く瞳ひとみに力を込めた。

　空気の弾はじける音。

　小さい悲鳴を上げて、女性が拳銃を落とした。銃は鉄板の上のソーセージみたいに跳はねて、何度も暴発する。

　また跳ちよう躍やくし、今度は女性に接近。なにか言う前に口を塞ふさぐ。

　みぞおちに拳こぶしを叩たたきつけた。

　女性は身体からだを二つに折って、倒れた。

「殺さなかっただけ、感かん謝しやして欲ほしいな」

　ディステルは冷ひややかに言い放つ。

「不意を突つこうとしても無む駄だだ。ミシオーンは日本人の女だと聞いていた」

　彼女は油ゆ断だんなく女性を見下ろした。とっさのことに対たい処しよできるよう、後ろに回る。

「時間がない。要点だけ訊くぞ。パーターはどうやって国外に出るつもりだ」

「…………」

　苦しいのか返事はない。それとも演えん技ぎだろうか。

「あ、あの……」

　震ふるえるような声こわ音ねは、背後からだ。

　見ると、連れの女性がまだそこにいた。

「なにが、あったんでしょうか……」

「なんでもない」

「私……この人知らないんです。さっき会ったばかりで、暗くて怖こわいから一いつ緒しよに行ってくれって頼たのまれて、その……」

　疑うたがわれないための自じ己こ弁べん護ごだろうか。ディステルを警けい察さつ関係とでも思い込んでいるのか、しきりと喋しやべっていた。

「まさか拳銃持ってるなんて知らなかったんです。本当に……」

「分かっています」

　安心させるようにディステルは言う。それにしては無愛想だが、口調だから仕方がない。

「あなたに罪はありませんよ。なにもなかったんです。忘れてください」

　聞いたその女性は、露ろ骨こつにほっとしていた。

「あ、ありがとうございます。びっくりして……」

　ディステルはもうなにも言わない。むしろ早くいなくなって欲しかった。

「私これで……その、行きます。すみませんでした」

「待った」

　この声はディステルではない。

　女性の背後から伸のびた腕うでが、喉のど元もとに刀かたなを突つきつけていた。

「本ほん田だ先生。こんなところでなんの用ですか」

　声の主は凜。低く、ささやくように喋しやべっている。

「葵学園の先生が夜中に成田で用事ですか。よほどのことなのでしょうね」

「…………」

「どうも学校内に、式しき森もりと夕菜さんをさらった人間がいるらしいと聞いていましたが。教師だとは思いませんでした」

「…………」

「式森を移い送そうするつもりですか」

　本田が身をひるがえす。ディステルが身み構がまえるが、凜の動きが速い。

「たっ！」

　日本刀の峰みねが、本田の腹ふく部ぶを打った。

　古こ典てん教師はよろめきながら離はなれようとする。ディステルは足を引っかけた。

　アスファルトに転てん倒とうして、仰あお向むけになった。

「……ディステルっ！」

　本田の目は、先ほどまでの取とり乱みだしたものではなく、憎にくしみに満みちていた。

「驚いた。お前がミシオーンだったか」

「あなた……」

「時間がないのでね。案内してもらおうか」

　彼女を囮おとりにして、空港まで行く。まだパーターがいるのだ。

　ミシオーンの口がくいっと曲がる。

「……言うと思う？」

「いや」

　突とつ然ぜん、ミシオーンの喉のどが弾はじけた。破は裂れつした花火のように血ちが飛び散り、身体は動かなくなる。

「……自じ殺さつが賢かしこい選せん択たくとは思えんがな」

　どちらにしろ、ミシオーンに聞こえることはない。すでに心しん臓ぞうは動きを止めていた。

　ディステルは背後に言う。

「見ない方がいい……遅おそいか」

　凜は一部始終を見つめていた。もっとも修しゆ羅ら場ばに慣なれているためか、気分が悪くなったりはしていないようだ。

　剣けん豪ごう少しよう女じよは刀を鞘さやに収めていた。

「一人か」

「いえ。玖里子さんと一緒に」

　見ると、いつの間にかオートバイにまたがった玖里子がいた。ディステルは少しだけ呆あきれた。

「二人乗りで来たのか。七〇年代のアメリカだな」

「警察に追いかけられましたよ」

　玖里子はヘルメットを脱ぬいだ。

「あまりしつこくなかったですけどね。あたしたちより前に、東関東自動車道を暴走していた車がいたみたいで」

「そういえば、警察がいないが」

「あたしが実家に頼み込みました。抑おさえてくれてます。姉さんに借りばかり増えて最悪です」

「カゼツバキの姉に会う機会があったら、私からも謝あやまろう」

　ディステルは落ちている拳銃、Ｈ＆Ｋ・Ｐ７を拾ひろった。熱を加えてしまったが、ないよりはマシだ。それから路ろ肩かたに止まっているローバーへ向かった。

　運転手はまだぼんやりしていた。引きずり下ろすと歩道に寝ねかせる。乗り込んでざっとチェック。ガソリンはあり、キーは差し込んだままになっている。

「カゼツバキ、カミシロ。乗れ」

「ついていってもいいんですか？」

　玖里子の質問に、素そっ気けなく返答する。

「ついてくるなと言っても、来るつもりだろう」

「当たりです」

「早く乗れ」

　二人は後部座席に座すわった。ディステルはギアをＤに入れる。

　凜が暗い顔をしていた。

「……運転は荒あらいのですか」

「何な故ぜ聞く」

「玖里子さんのオートバイで死ぬ思いをしました。寿じゆ命みようが縮ちぢまったはずです」

「転ばなかったわよ」

「側そく壁へきで削けずられる寸前でした」

　ディステルは苦笑いした。すぐに引き締しめて、アクセルを踏ふむ。

「ビッグサイトの時よりは、優やさしくしよう」

　噓うそだった。凜はなにもかも無む視しして突つっ走る彼女の運転を、小さい声でずっと咎とがめていた。




　　　　○




　新東京国際空港周辺はかなり暗い。最さい終しゆう便びんが出たあとのようで、大半の明かりを落としていた。

　併へい設せつされている駐ちゆう車しや場じようには、かなりの数の車両が止められていた。ディステルはそこにはつけず、正面の乗り入れ場に停車する。

「降りるぞ」

　うながしてドアを開ける。大きな自動ドアに近づくと、遠えん慮りよなく弾たまを撃うちこむ。
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　鍵かぎを壊こわして無理矢理開けた。玖里子が呆れる。

「警けい備び員いんが来ますよ」

「あとでカゼツバキの姉に頼たよろう」

　中に入る。正面ホールは団体客を考こう慮りよしているので広く、天てん井じようも高い。玖里子は見慣れているが、凜は初めてらしくしきりと見回していた。

　ディステルはためらわず走った。

「こっちだ」

　左側の奥おくへ行く。エスカレーターは止まっていたが、駆かけ上がった。壁かべ際ぎわに近づく。

　航空会社のカウンターが並んでいる。そのうちの一つを乗り越こえた。蹴け飛とばして、従じゆう業ぎよう員いん用ようの扉とびらを開ける。

「分単位で罪つみが重かさなりますね」

　凜が呟つぶやいていた。

「全すべてが終われば、帳ちよう消けしになる」

　確かにそうだ。どのような結末になるかは、不明だったが。

　机つくえの書類の群むれを抜ぬけ、別の扉から出る。少し行くと鉄製の階段があった。下へと走る。

「ここはハンガーへの近道だ」

　ディステルは説明した。

「チャーター機で逃にげるなら、そこに止めているはずだ。飛びたつ前に押おさえる」

「詳くわしいですね」

　玖里子が感心した。

「前にミヤマをさらおうとしたときに、私もチェックしたんだ」

　白い扉の前まで来た。非常口のランプが灯ともっている。ノブをひねるとあっさり開いた。

　ターミナルビルの外に出る。吹ふきっ晒さらしなので、風が強い。玖里子と凜は髪かみを手で押さえた。

　ディステルは「こっちだ」と言った。

　オレンジ色の明かりがついている中、作業車用道路を横切る。

　背はい後ごから、騒さわぐ物音が聞こえてきた。

「さすがに警備員が気づいたな」

　凜が振ふり返っていた。

「放ほう置ちしていいのですか」

「時間優ゆう先せんだ」

　巨きよ大だいな建物は目前に迫せまっていた。チャーター機専門の駐ちゆう機きハンガーである。整せい備びだけは大手航空会社に委い託たくしているが、あとは専門のチャーター会社が運うん用ようしている。

　大きな扉は開け放たれている。中に飛び込んだ。

　中型ジェット機が一機、駐機していた。真っ白な機体に窓がいくつか並んでいる。ボンバルディア・リアジェット40。二機のエンジンが胴どう体たい後部側面に配はい置ちされた、カナダの産うんだ傑けつ作さくビジネス機だ。

　甲かん高だかい音がハンガー内部に響ひびいている。エンジンが動いているのだ。

「飛ぶ気か……！」

　ディステルは唸うなるように呟く。

「コクピットをおさえる。荒事になるぞ。できるな」

「いいわよ」

「はい」

　二人の少女からは頼たのもしい返事。ディステルはＨ＆Ｋ・Ｐ７を構かまえる。

　だが、駆けようとした瞬しゆん間かん。

　目の前が真っ白になった。

「なっ……」

「なにこれ!?」

　背後から戸と惑まどったような声。ディステルはあえて大声を出す。

「幻覚ジンネストイシユンクだ。狼ろう狽ばいするな」

　パーターの魔ま法ほうだった。幻まぼろしを見せるものだが霧きりのようにも使える。

　念のため滑かつ走そう路ろ方面を見る。真っ白だ。半径数百メートルに影えい響きようを及およぼすはずだが、ただの霧だとするとキロ単位で広がっているかもしれない。

「来い！」

　玖里子と凜に叫さけぶ。一瞬しか確かく認にんできなかったが、ハンガー内の位置関係は把は握あくした。あとは方向感覚さえしっかりすれば勘かんでなんとかなる。

　ためらってる暇ひまはない。コンクリートの床ゆかを蹴った。玖里子と凜がついてきているのは気け配はいで分かる。薄うすぼんやりとだが、リアジェット40の機体が浮うかび上がってくる。

　横から近づく。昇しよう降こう用ようのタラップが見えた。そこを登のぼろうとする人ひと影かげ。女性が二人、男性が一人。

「パーター！」

　ディステルは拳けん銃じゆうを構える。ためらうことなく引き金を引いた。

　ハンガーに響く銃声。先頭の女性がのけぞり、タラップから転げ落ちる。

「当たった!?」

　後ろからは玖里子の声。彼女からも見えたのだろう。だがディステルの勘は、別なことを告つげていた。

「いや……違ちがう。幻だ！」

　ふっとタラップが消える。乗り込もうとしていた人間も。リアジェット40も。白い霧までなくなった。

　ディステルたちの眼がん前ぜんには、なにもない空間が広がっている。駐機ハンガーは空っぽだった。

「隣となり！」

　凜が怒ど鳴なっている。甲高いエンジン音は隣りん接せつのハンガーから響いていた。

　急いで戻もどる。ハンガーから出てきたリアジェット40が、タキシングウェイに向かおうとしていた。何発か発はつ砲ぽう。命中したかどうかすら確認できない。

　ターミナルビルと管かん制せい塔とうが騒がしい。夜や間かんの無む断だん離り陸りくに気づいたのだ。作業員らしい人間が大きく腕うでを振っているが、ジェット機は無視して滑走路に入った。

　玖里子が叫ぶ。

「テレポートは!?」

「動きが速すぎる。危険だ！」

　リアジェット40が加速。全速で滑走路を走る。誘ゆう導どう灯とうが落とされたが、そのまま機き首しゆを上げた。機体が浮き上がる。

　ドップラー効こう果かを残しつつ、ジェット機は夜空に消えていった。

「……くそっ！」

　ディステルは力一いつ杯ぱい床を蹴け飛とばした。そうしてから、自分が滅めつ多たに使わない言葉を口にしたことに気がついた。

　ギリギリで逃のがしてしまった。手の中に入れたのに、指の間からすり抜ぬけていったようなものだ。空中で捕ほ捉そくすることはほぼ不可能。そんなことができるのは戦せん闘とう機きくらいだ。

「どこを飛んで……」

　いるか、と言おうとして止やめた。レーダーサイト勤きん務むの知り合いはいない。

「どこかで給きゆう油ゆするでしょう」

　そう言ったのは玖里子だった。

「どこまで行くのかによりますが、地球を半はん周しゆうするには航こう続ぞく距きよ離りが足たりません。目的地はどこだと思います？」

　すなわち、彼の居い場ば所しよである。

　ディステルは一度息いきを吸すった。

「アメリカだ」

　はっきりと告げる。

「ミヤマに用があるのなら、アメリカにいる。そこに彼がいる」

「……それは確実なんですか」

「そうだ。私のときも最後はアメリカに連つれていかれるはずだった。変わってはいないだろう」

　かつてディステルが夕菜を誘ゆう拐かいする計画を立てた際さい、アメリカまで連れてこいと指し令れいを受けていた。賢人会議ワイズメン・グループを抜けて独どく自じの調査をした際も、様々な情報は、彼の居場所はアメリカであると告げていた。

「アメリカのどこかは分からない。何州かも不明だ。東海岸ではないと思うが……」

　頻ひん繁ぱんに居場所を変へん更こうしているらしく、行方ゆくえはようとしてつかめない。これは各国の公安組織、諜ちよう報ほう機き関かんも同じのようで、連れん絡らく手しゆ段だんすらつかめていなかった。

「日本国内で捕つかまえたかった」

「ではあの機体がどこに行くのか、まったく分からないのですか？」

　訊きいたのは凜。

「まったくとは言わん。カゼツバキの言うとおり、航続距離の関係で給油をするはずだ。丹たん念ねんに記録を当たっていけば、たどれるだろう」

「ならば、ここでぐすぐずしている暇はないのでは」

　しかし、ディステルは動かなかった。

　考えごとを繰くり返し、立ち止まっている。ためらいすらあった。

「どうしたのです？　あまりここにいると、警備員が来ます」

　苛いら立だたしげに凜が言う。

「いや……そうだな。追わなければならないな」

　彼女は玖里子に、

「カゼツバキ、力を貸してくれ。アメリカに渡わたる」

「いいですよ。国外に出そうになるって思ってました」

　玖里子はすぐに承しよう諾だくした。

「ここに来る前、うちのものに連絡して手て配はいさせました。向こうがチャーターならこっちもです。一番早い手段で飛びます。ただ、到とう着ちやく場所がサンフランシスコになりますけど」

「構わない。向こうでの拠きよ点てんになるところも欲ほしい」

「やってあります。ホテルですけど」

「十分だ。カゼツバキに惚ほれるかもしれんな」

「あたしもそっちの趣しゆ味みはありません」

　かつて山の中で言った台詞せりふを、言い返された。

「玖里子さん、パスポートとかいいのですか？」

　凜がもっともな疑問を口にする。

「用意しといたわよ」

「私、写真や書しよ類るいを揃そろえた記き憶おくがありません」

「なんとかなるものよ。方法は……聞かないで」

　用意がいい。さすが実家で、有ゆう能のうな四人の姉にしごかれていると噂うわさされるだけのことがある。

　ディステルは滑走路の端はしを眺ながめていた。別方向からは、大勢の人間の声もする。玖里子が怪け訝げんに感じ、

「どうしたんです？」

「……誰かに監かん視しされている気がした」

「そうですか？」

　玖里子の目には、暗くら闇やみと街まち灯あかりしか映っていない。

「どこかの狩人イエーガー様かもしれない」

「え？」

「独り言だ。行こう。過か激げき派はと間ま違ちがえられて、警察のやっかいになるのはごめんだ」

　ディステルは先に立った。成田空港の内部は頭の中に入っている。警けい備びをすり抜ぬけて脱だつ出しゆつすることには自信があった。

　本日何度目かの駆かけ足となる。

「彼か……」

　いつの間にか彼女は、我知らず呟つぶやいていた。

　会いたくはなかった。




　　　　○




　かおりは双そう眼がん鏡きようを下ろした。

　ターミナルビルから管かん制せい塔とうのあたりは大おお騒さわぎになっている。チャーター機が夜間、無断で離り陸りくをしたのだから当然だろう。

　カールツァイス製の双眼鏡はかなり倍ばい率りつが良くて、右う往おう左さ往おうしている警備員の姿がはっきり見えた。数が少ないようにも感じたが、もしかしたら圧あつ力りよくなり工作なりがあったのかもしれない。

　双眼鏡には、小さくはあったが、金きん髪ぱつのドイツ女性の姿も捕とらえていた。

　かおりは一いつ瞬しゆんだけ確かく認にんし、すぐに目を離はなした。ディステルもこっちを見ていたからだ。距離があるのでバレたとは思わないが、彼女は勘かんがいい。なにかを感じ取ったかもしれない。

「さて例の機は……」

　夜空に双眼鏡を向けてみたが、なにも映らない。当然ではある。

「どこだろうねえ……」

　フライトシミュレーターなら航こう跡せきがでるが、わけが違う。海外ではあるだろうが。

　再びハンガーの付近を覗のぞいてみると、もうディステルの姿はなかった。

　彼女が逃とう走そうしたと分かったとき、公安部の連中はちょっとしたパニックに陥おちいっていた。慌あわてる連中を観かん察さつしているのは楽しかったが、遊んではいられない。なにか言われる前に、かおりは追跡を開始し、成田にたどりついた。

（逃にがしたのは正しかったか……）

　分からないが、さらにあとはつける。そうすればいずれ、目的地につくだろう。あの人物の所へ。
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「彼か……」

　それはディステルが発した言葉と同じだったが、あいにく彼女は知らなかった。







　第三章










　風が止やむ気け配はいはない。

　この家は年ねん季きが入ってはいるが、ありがちな隙すき間ま風かぜはない。そのため一日中部屋にいても、寒さむさに凍こごえることはなかった。

　彼はずっとこの部屋にいた。ここ数日、こもりきりのようになり、ほとんど外部との接せつ触しよくがない。もっとも孤こ独どくには慣なれているので、いささかの不自由も感じなかった。

　彼は自分の生まれたときのことを知らなかった。

　普ふ通つうの人間なら、自分が赤あかん坊ぼうのころを覚えているはずもないが、彼にはその時の知識すらない。なぜなら両親と会ったことがなかったからだ。

　どうやって育ったのか、自分にすら判はん然ぜんとしない。わずかに記憶の奥おくに残っているのは、ボランティアでやってきたベビーシッターの顔だけだ。

　両親は自分を置き去りにして欧おう州しゆうに行っていた。学者で、仕事なのだという。今思うと、実の父母なのか不明だ。もしかしたら、引き取られた養よう子しなのかもしれない。もっとも彼には、そんなことはどうでもよかった。

　彼は常つねに家では一人だった。そこは隣となりに住んでいた女の子と同じ。違うのは、両親と称しようする人物が、彼の元にはまったく帰らなかったことだ。

　いつ縁えんが切れたのか。両親とは連れん絡らくはなかったのだが、気がついたら周囲の大人達が「行方ゆくえ不明」「亡なくなった」と言い出した。彼には思うところがあったが、なにも分からないふりをしていた。それに、まったく肉にく親しん愛あいがないので、初めからいなかったのだと思うようにした。

　このことは教会で、隣の家の女の子に話した。彼女は気きの毒どくそうになりながら、「お父様やお母様がいなくなったなんてかわいそう」と言ってくれた。彼女は自分の両親が大好きであり、できればいつも一いつ緒しよにいたいと言っていた。彼にはそのことが理解できなかったが、嫌きらわれたくないので黙だまっていた。

　両親の存在が希き薄はくな身だったが、どういうわけか金きん銭せん面めんでの不自由は感じたことがない。一人ぼっちの幼おさな子ごでも生きてこられたのはそのためであり、学校へ通うための資し金きんもあった。もっとも彼ほどの頭の良さなら、奨しよう学がく金きんも選えらび放ほう題だいではあった。

　この町に居を構えたのがいつかも知らない。生まれたときからここにいる。故郷と言える場所。

　彼にとっては故郷であり、想おもい出の場所だ。あの女の子と過ごした日々は、忘れたくても忘れられない。どんよりと濁にごった人生の中で、そこだけは鮮せん明めいに輝かがやいている。

　仲良く遊んでいた二人だったが、別れは唐とう突とつだった。彼が自らの「カリスマ」を認にん識しきしはじめたころだ。

　彼は早そう熟じゆくであり、世の中の仕組みに興きよう味みを持っていた。政治や経済と呼ばれるものだ。彼は女の子と遊ぶかたわら、学校では図書室にこもって関かん連れんの文ぶん献けんを読みあさった。学校には年ねん齢れい相そう応おうの本ばかりだったので、市内に出かけて大きな図書館でも借りてきた。

　学校の代表に選ばれたころには、彼は自分の力を確かく信しんしていた。世間的には「早熟の天才」ではあっても子供であり、大人たちは温かい目で見守るだけだったが、心中には別の気持ちが渦うず巻まいていた。

　やがて彼はその気持ちにも自覚的になっていく。それは「野や心しん」と呼ばれるものであった。

「ステファニー」

　彼は誰だれもいない部屋で呟つぶやいた。

（はい……）

　虚こ空くうに光が浮うかぶ。だが、いつもとは違ちがって、頼たよりないくらい小さい。

「迎むかえに行ってくれるか」

（承しよう知ちしております）

　礼は言わなかった。彼女は自分のこういう性格を良く知っている。

「前に伝えたとおりのことを」

（はい……）

　ステファニーは、光の向こう側で頭を下げたようであった。

（それと……）

「ん？」

（ド・グラースがまたお目にかかりたいと）

「しつこいな。会う必要はない」

（フォルマン博士はかせの教え子だった方です。話をしたいのでしょう）

　彼は言葉を発しなかった。それで返事にしたつもりだった。

　フォルマン博士は彼も良く知っている。小さいころの彼を、引き取った人物だからだ。

　そのころの彼の名は校内のみならず、地ち域いき一いつ帯たいでも知らないものがなかった。それほど知性は常人離ばなれしていた。

　ただ両親がなく、一人で生きている彼は、どうしても浮きがちであった。引きこもりがちで、隣りん家かの少女とだけ遊んでいるので、「どこかおかしい」と見られていたこともある。そんな中、引き取ろうと申し出たのがフォルマン博士であった。

　博士は世に聞こえた経済学者であり、篤とく志し家かでもあった。何人もの孤こ児じの世話をしている。こんな町でも、大人の幾いく人にんかは名前を知っていた。

　博士の善ぜん意いに、彼は考えた末承しよう諾だくした。すでに自分の実力を知っていたため、ここにいては能力を発はつ揮きできないと思っていたのだ。住んでいたのは、ひとえにあの少女がいたからである。

　引っ越こしは慌あわただしかった。フォルマン博士はすぐにでも移うつれと言っていた。「わしの元に来るのだ」が口くち癖ぐせであり、少女に別れの挨あい拶さつしたいと彼が言うと、恐おそろしい顔になって叱しかった。

「そんな暇ひまはない。一日も早くわしのところで学まなべ」

　実はフォルマン博士こそが、賢人会議ワイズメン・グループの主要メンバーであった。将来にわたり、役に立つ少年少女を育いく成せいする。組そ織しきへの忠ちゆう誠せい心しんを育て、いずれ手足とする。それが博士の役割であった。

　元がん来らい、賢人会議ワイズメン・グループというのは、非ひ合ごう法ほうな組織体ではない。欧米の仲の良い学者が集まり、遊び半分でつけたのが始まりである。当初はグローバルな視点から意い見けん交こう換かんをし、毒どくにも薬にもならない提てい言げんをおこなっていたのだが、いつごろからか変へん貌ぼうしていった。世界に対する絶ぜつ望ぼうからか、あるいは欲よくからか、メンバーの一人が過激な思し想そうを持ち始めたのである。

　それはエリートによる世の中の支配であった。世界は乱みだれ、素そ朴ぼくさを失うしない、争っている。ならば導みちびくものが必要ではないかと。

　モーゼ気き取どりの発言に、反はん発ぱつを覚えたものは少なからずいる。だが共感するものも現われ、次し第だいに賢人会議ワイズメン・グループ内で勢力を伸のばしていった。

　フォルマン博士はそのころ加わった人間である。知名度と同じくらい欲に忠ちゆう実じつであったため、莫ばく大だいな報ほう酬しゆうと引き替かえに少年少女の教育係を引き受けた。彼は博士によって、連れて行かれたのであった。

　彼は博士のもとで学び、どん欲なまでに知識を吸きゆう収しゆうした。魔ま法ほう学がくから始まり、政治経済歴史、教きよう養ようから風ふう俗ぞくまであらゆるものに手を出した。博士の見込んだとおり、その才能は他の少年少女たちよりも優すぐれており、ずば抜ぬけていた。

　博士も賢人会議ワイズメン・グループのメンバーも、超ちよう人じんの出現に喜んだ。これで組織は、さらに目的へ近づくことができると。

　だが彼は、ニーチェの言う超人よりもずっと優れており、それでいて自らの想い出にこだわっていた。少年の身でありながら賢人会議ワイズメン・グループの目的を理解していたが、賛さん同どうまではしていなかった。

　彼は「導く」こと自体が愚おろかであり、傲ごう慢まんであると思っていた。導くと称している人間が優れていると、誰が決めたのか。学者どもは驕おごり高ぶるが故ゆえに、目の前も足あし下もとも見えなくなっている。馬ば鹿か馬鹿しい児じ戯ぎだ。

　もっともこのことを口に出したりはしない。世間や市民に対する批ひ判はんは奨しよう励れいされていたが、メンバーへの批判は許されない。それが了りよう解かい事じ項こうであり、彼を皮肉屋にさせていた。

　そのため彼は、教育期間の間中、自分を押おし殺ころしていた。博士の前では従じゆう順じゆんで優ゆう秀しゆうな生徒であったが、心の奥おくでは別な思し想そうをゆっくりと育てていた。

（ド・グラースは……）

　ステファニーの声が、現実に引き戻もどす。

（いかがいたしましょう）

「……放ほうっておいていい」

　彼は、なんらかのアクションを起こす気になれなかった。

「もうすぐ全すべてが終わる。いや、はじまるのかな。そうすれば組織がどうなってもかまわない」

（は……）

「欲ほしければド・グラースにあげたっていい。その程度の価か値ちしかないんだ」

　彼が組織のことを無意味のように言うのは、これが初めてではない。ごく少数のものに対してではあったが、しばしば口にしていた。

　ステファニーは、その「少数」の中に入る。彼女も彼と同じくフォルマン博士にスカウトされた人間である。組織への忠誠心は持ち合わせていたが、彼のカリスマはそれを上回っていた。

　彼にとってステファニーは、自分が初めて手中に収めた人間でもある。肉体的ではなく、精神的に我わがものとしている。彼女を手に入れて、己おのれの力に確信を持った。そのためコードネームではなく、本名で呼んでいる。

　ステファニーを皮かわ切きりに、彼は次々に周囲の人間を籠ろう絡らくしていった。子供だけではなく大人、それも幹部クラスのメンバーにまで。賢人会議ワイズメン・グループの上層部が気づいたときにはすでに遅おそく、内部は彼の思うがままに作り替かえられていた。

　自分のために動く組織になると、彼は意味のない提言と、世界を導くなどというくだらない発想を放ほう棄きした。無む論ろんメンバーで活動を続けているものはいたが、彼の目の届くところでは大だい胆たんな真ま似ねはできない。中には暗あん殺さつ計けい画かくも存在したが、どれも実じつ行こう寸すん前ぜんに消しよう滅めつし、企くわだてたものは行方ゆくえ不明となっていた。

　こうして賢人会議ワイズメン・グループは、学者の集まりとも過か激げき思し想そうの集団とも違う、特別なものとなった。むしろ彼の私し物ぶつと言ってもいいものであった。

「飛行機は着いた？」

　唐とう突とつに、彼は言った。

（そろそろ到とう着ちやくするとの知らせが）

「二人ともいるだろうね」

（はい。パーターによると、ミシオーンとの連れん絡らくがつかないそうです）

「気の毒をした」

　生きているとは思っていなかった。

　ステファニーも無む言ごんだ。ある意味、ミシオーンの落らく命めいは織おり込こみ済ずみだった。

　エージェントの死し亡ぼう率りつは、アメリカでの交こう通つう事じ故こにおける死亡率を大きく上回る。それは危き険けんな任にん務むに投入されるというより、死を顧かえりみないところが大きい。宗教団体の過激派ほどではないが、自分の命よりも優ゆう先せんしているものがある。彼への忠誠心だ。

　すべては彼のカリスマがもたらしたものであった。

「ミシオーンは、パーターの妹だったっけ」

（義ぎ理りの妹、と聞いております）

　墓はかはどこかにできるだろう。だが、見み舞まうものがいるかは分からない。「義理」をつなぐ肉親はもういないはず。フォルマン博士の拾ひろった子たちは、ほとんど親兄弟がいないのだ。どことも知れない土地で朽くち果はてるのは、エージェントの宿しゆく命めいであった。

「パーターにはまだ働いてもらわないと」

（当人も、重じゆう々じゆう承しよう知ちしております）

　光の塊かたまりが歪ゆがむ。ステファニーが、別方面から連絡を受けた知らせである。

「どうした」

（例のものたちが、宮みや間ま夕ゆう菜なと式しき森もり和かず樹きを追ってきたと……）

「ディステル？」

（はい……）

　彼は愉ゆ快かいだと言わんばかりに、顔を少しほころばせた。

「彼女か。うん、ディステルは有能だった。フォルマン博士なら絶対に選ばないタイプだ。彼女を見ているのは、とても面おも白しろかった」

（…………）

　ステファニーは、伝えなければ良かったと思っているようだ。

（……始末なされるのでしたら……）

「それは野や暮ぼだよ」

　返事をしてから彼は、

「ディステルも必要なんだよ。そのままでいい。あの娘たちもいるんだろう」

（風かぜ椿つばき玖く里り子こ、神かみ城しろ凜りんも入国しております）

「結けつ構こう。そうでないと」

　窓まど際ぎわから離はなれた。部屋の中央にある、小さな椅い子すへ座すわる。

　彼が子供のころに使っていたものだ。

　そこから室内を眺ながめ、外の教会を眺めた。この風ふう景けいだけは、何年たっても変わらない。懐なつかしさと嬉うれしさがあった。

（あと……）

「なんだい」

（未み確かく認にんではありますが、不ふ審しんな人物が目もく撃げきされております）

「誰だれのこと」

（ヴァンピーアです）

「……吸血鬼ヴアンピーア！　伊い庭ばかおりか！」

　大変珍めずらしいことに、彼はくすくす笑い出した。

「ディステルと伊庭かおり。こりゃあ凄すごい。ここまでは期待していなかった」

（あの女は、憎にくんでいます）

「だろうね。そうに違ちがいない」

　椅子の上で、彼は小こ刻きざみに笑っていた。

「傑けつ作さくだよステファニー。これから起こることに、ふさわしい人たちが揃そろっている」

　彼は実に楽しそうだった。ただそれは、マルクス兄弟のコメディに笑っているというよりは、自分の願い以上のことが起こったときの歓かん喜きに近い。

「計画して良かった。遠回りじゃなかったんだ。素す晴ばらしい」

（……放ほう置ちしても？）

「うん」

（それは……）

　以前のステファニーは、意見を述のべたり、そもそも余よ計けいな感情を表わしたりしない。彼が好んでいなかったからだ。

　だが最近は、彼自身が彼女から言葉を引き出そうともしている。彼の方が感情を示すようにもなったからだ。ステファニーは迷いながらも、そんな状じよう況じように慣れつつある。

　彼は咎とがめはしなかった。

「ステファニー、個人的な感情かい？」

（……はい）

　素す直なおな返事であった。そんなところを、彼は好ましく思っている。

「なら、かおりと戦ってもいい」

　光の向こうで、すっと緊きん張ちよう感かんが増した。

（ありがとうございます）

「ただし、予定の邪じや魔まは許さない。それは厳げん命めいする。もし予定に支し障しようが出たら……ステファニー、分かっているね」

「……承知しております」

　さきほどとは別の緊張感による返事だった。彼は噓うそをつかない。特にこのような場合では。

　彼は椅子に座り直した。以前の記き憶おくが、じんわりと蘇よみがえってくるようであった。

「……もうすぐ会える」

（わたしが直じかに迎むかえに行きます）

「パーターには、予定通りだと伝えておいて欲ほしい」

（かしこまりました）

　彼は息を吸すった。この部屋で、当時の空気を味わいたかった。

「もうすぐだよ夕菜、もうすぐだ……」

　その言葉を聞いたのはステファニーだけだった。彼女はなんの感想も述べなかった。




　　　　○




　和樹は目を覚さました。乗っている機体が、ゆっくりと降こう下かしていた。エンジン音は響ひびかないが、雲くもの中に入ったようで揺ゆれている。そのため睡すい眠みんの縁ふちから彼を引き戻もどした。

　何度着陸しただろうか。沖おき縄なわで給油をしたのは覚えているが、あとは外を見るのも嫌いやになって寝ねてしまった。おかげでここがどこだか見当もつかない。ただ、パーターが「合がつ衆しゆう国こくまで飛ぶ」と言っていたのは覚えていた。

「和樹さん……」

　横から夕菜の声がした。

　彼女も起きていた。意識ははっきりしているようで、日本でのあのぼんやりとした表情とは違い、しっかりしている。声からもそれはうかがえた。

「夕菜、平気なの？」

「はい。もう大だい丈じよう夫ぶです」

　彼女はかすかに笑って見せた。

「どこか怪け我がは」

「ありません。和樹さんは？」

「僕もないよ。危なかったけど」

　東京ビッグサイトでの、かおりとのやりとりは思い出すだけでも鳥とり肌はだが立った。よく怪我のないままでいられたものだ。

　もっとも、パーターにさらわれたのだから、今の方がましかどうかは不明だ。

　低空になり、エンジン音がひときわ大きくなる。しばらく震しん動どうが続くと、床ゆか下したから突つき上げるような感覚があり、着地した。

　しばらく待っていると、コクピットからパーターがやってきた。操そう縦じゆうしたのはこの女であった。

「着きました」

　口く調ちようは素そっ気けない。

「どうぞお先に」

「どこだ」

「降りれば分かるわ」

　和樹はむっとした。

「せめてどこかくらい……」

「アメリカです」

　唐とう突とつに夕菜が言う。

「どうして……」

「分かります。きっと、そうです」

　パーターは否ひ定ていしない。ただ、降りるよう繰くり返していた。

　機体から出ると、確かに日本ではなかった。海外旅行をしたことのない和樹には察さつすることもできなかったが、アメリカであった。

　成田まで連れてこられた彼らは、有う無むを言わさずパーターによってビジネスジェットに乗せられた。そのまま飛べるはずがないとたかをくくっていたが、強ごう引いんに飛び上がってしまう。離り陸りく前になにか騒さわぎがあったようだったが、なんだったのかは知らせてもらえなかった。

　機体から出る。だだっ広い空間に、微かすかな湿しつ気けを帯おびた風。

　頭上は青空。遠くに山が見える。それらは全すべて、日本とは違う空気と匂においからできていた。和樹は国外に出たことがなかったが、皮ひ膚ふ感かん覚かくで異い国こくが理解できた。

　タラップの下には、車がつけられていた。

「ようこそ」

　女性の声がした。

　和樹は少し面めん喰くらった。「女性」というよりは「女の子」であり、背が低く、日本で言う高校生くらいの娘むすめだったからだ。

　当然賢人会議ワイズメン・グループのエージェントなのだろうが、女性はディステルを初めとして、成せい熟じゆくした大人ばかりだったので、違い和わ感かんすらある。

　彼女はそういう反応を予想していたのか、和樹を見てもなにも言わない。

　後ろには車が停とまっており、後部座席のドアが開いている。トヨタ車だ。さすが日本メーカー、アメリカにしっかり浸しん透とうしていた。

「ステファニーといいます。こちらへ」

　彼女は物もの腰ごしが柔やわらかかったが、拒きよ絶ぜつを許ゆるさない雰ふん囲い気きがあった。

　和樹が先に、後部座席に乗った。夕菜が続く。

　その手を、ステファニーが押おさえた。

「……なんですか」

　ステファニーは夕菜を凝ぎよう視ししていた。

　深緑と表現すればいいのだろうか、ステファニーの瞳ひとみは吸い込まれるような深みがあった。じっとしていると、浮ふ遊ゆう感かんすらある。

　手を離はなさない。夕菜も茫ぼう然ぜんとしている。

　和樹は車から降りようとした。危険な予感がする。

「……宮間さん」

　ステファニーがささやいた。

「わたしの言うことが聞こえますね」

「……はい」

「これからも聞こえます」

「……はい」

　それだけだった。ステファニーは離れ、運転席に回る。

「夕菜、大だい丈じよう夫ぶだった？」

「ええ。……わたし、なにかされたんですか？」

　直前の出来事はなかったかのように、きょとんとしている。

「いや……ならいいのか」

　二人はあらためて後ろに乗った。ステファニーが運転。パーターは同乗せず、無む言ごんでどこかへ姿を消した。

　車は滑すべるように動き出した。空港内の敷しき地ちを堂どう々どうと横切り、車両用の出入り口へと向かう。

　和樹は窓から、あらためて周囲を眺ながめた。それほど大きくはない。国際線の空港には感じられなかった。

「プライベート専門の空港ですから」

　見み透すかしたように、ステファニーが言う。

「航空会社の大型機は到とう着ちやくしません。個人所有の航空機が出入りします。国こつ境きようを越こえても飛ひ来らいします」

　鉄製の門を抜ぬける。道路が一直線に走っていた。

　ステファニーは、速度を上げた。

　どこまでもまっすぐに続いている。周囲にはぽつりぽつりと民家が並び、時々ガソリンスタンドがある。遠くに見える横に大きい建物は、郊こう外がい型がたのショッピングセンターだろうか。

　時とき折おり、看かん板ばんや標ひよう識しきが通りすぎていく。当然だが全すべて英語。和樹には十分の一も理解できない。せめて単たん語ごくらいは勉強しておくんだったと臍ほぞをかんだ。

　埃ほこりっぽい。窓は開けていなかったが、外の空気が分かる。

「懐なつかしいですね」

　夕菜が呟つぶやく。

「え？」

「わたし、小さいころアメリカにいたんです。一度日本に帰ってきて、もう一度行って。全部で二回。海外に住んだのは、あれがはじめてでした」

「うん……聞いたことあるけど」

「はじめてアメリカに住んだときが、こんな感じでした。広くて、静かで、おおらかで……。田舎いなかです」

「ここなの？」

「それは……よく分かりません。でも……」

　彼女は和樹から目をそらすように、窓外を眺めていた。

「思い出してきました。とても……懐かしい」

「故郷なの」

「……はい」

　言葉とは裏うら腹はらに、上京した人間が故郷へ帰ったときのような、弾はずむものではない。むしろ絞しぼり出すような感想だった。

「たくさん経験しました。でも、忘れていたかった……」

　夕菜の目線は外へと向いている。和樹からは表情をうかがえない。

「このころは……色んなことがありました。わたし……小さくて、泣き虫で、感情を抑おさえられなくて……嫌いやなことが、色々……」

「……ねえ、夕菜」

　和樹は言った。

「アメリカでなにがあったのか、詳くわしくは知らない。だからなにも言えないけど……君が苦しいのなら、無理に思い出さなくていいと思う」

　静かに、確実に聞こえるよう言葉を続ける。

「小さい頃ころの時は、僕だって楽しいことばかりじゃないよ。嫌なことだってある。だから忘れていたいんなら、そうしていればいい。もっと大人に、年をとってから想おもい出にすればいいんだ」

　和樹は人生経験に劣おとる。高校生なのだから当然だ。だから彼女を慰なぐさめるような、具体的なアドバイスができない。それでも自分の感じたことを、正直に話したつもりだった。

　夕菜がこっちを向いた。

「ありがとうございます」

　微かに笑う。

「和樹さんに言ってもらえると嬉うれしいです。アメリカにはいい想い出がないんですけど、元気が出てきます」

「良かった」

　和樹もほっとする。まだ顔色はそれほど良くないが、声に張りが戻もどりつつあった。

　夕菜がパーターの幻覚ジンネストイシユンクに惑まどわされた際、どんなものを見せられたのか詳しく聞いてはいない。ただそれが、彼女にとって愉ゆ快かいな出来事ではないことは、想像がついた。

　なので彼女を刺し激げきしたくはなかった。リラックスさせて、少しずつ元気にさせていくしかないと思っている。

　しかし状じよう況きようが許すかどうか。

　彼らは囚とらわれの身だ。肉体的に厳きびしい環かん境きようにはいないが、自由とはほど遠い。なにがどこまで許されるのか、せめて教えて欲ほしかった。

「……それほど不自由ではないはずです」

　無む言ごんだったはずのステファニーの声。和樹の心を読んだかのようだった。

「売り飛ばしたり、身みの代しろ金きんを要よう求きゆうするわけでもありません。気になさらずに」

　余よ計けいたちが悪いとも言える。

　ステファニーは完かん璧ぺきな日本語を操あやつっていた。今思うと、賢人会議ワイズメン・グループのエージェントは語ご学がくに秀ひいでているものが多かった。そのあたりも、エージェントになる条件に含ふくまれているのだろう。あるいは教育に時間をかけているか。

　運転席の少女は、一定の速度で運転し続けている。

　彼女に殺さつ気きはない。血ちに飢うえた殺し屋ヴィペール。幼おさなき殺人者クリウーチ。彼らは明確な意い思しがあった。だがステファニーは、一見したところただの学生に思える。

「彼って……」

　和樹はなんとなく口にした。

「どんな人間？」

　パーター相手にも同じ質問を発していた。だがヘリコプター内の時と違ちがい、もっと素す直なおな疑問である。運転している少女なら、教えてくれそうな気がした。

　果はたして、ステファニーは答えた。

「全すべて」

　簡かん潔けつすぎる回答だった。

「わたしたちにはそうです。あの方は全てです」

　はっきりとしていた。ただ、曖あい昧まいではないが分かりづらい。

　ステファニーにもそのあたりは承知しているらしく、

「理解できないでしょうね。こんな言葉では」

「まあね」

「しかし、他に表現のしようがない。あの方はカリスマなのです。わたしたちの中に存在する唯ゆい一いつのもの」

　宗教みたいだと和樹は感じた。パーターもそうだったが、どうも彼に会うとやられてしまうらしい。やはり洗脳っぽいとも思う。

「パーターはそうかもしれません」

　またステファニーが言う。この娘、読どく心しんができるんじゃないだろうか。

「彼女はそれほど古くからの部下ではありませんから。でも彼は宗教的資質とは別のところにいる。珍めずらしいんですけどね」

　そういえばディステルも、似にたようなことを語っていた。

「わたし……わたしたちには別です。指し針しんを与あたえてくれましたから」

「……指針？」

「生きることです。フォルマン博士に選ばれた子供たちは、一つのこと、賢人会議ワイズメン・グループに全てを捧ささげるようにしつけられました。他に目的はなかった。でも彼は、他の生き方もあると示しめしてくれました。それも、魅み力りよく的に。それでわたしは彼についていこうと決意した。わたしやクリウーチ、ヴニマーニイはそう」

「…………」

　和樹はもやもやしたものを抱かかえながら聞いていた。ステファニーの声に、笑いのようなものが混まじる。

「あなたはこう思っているんじゃないんですか。それでは賢人会議ワイズメン・グループに全てを捧げているのと変わらないと。忠ちゆう誠せいの対たい象しようが組織から個人に移っただけだと」

「……うん」

　そうとしか聞こえなかった。やっていることに違いがあるなんて思えない。常になにかにすがるような生き方だ。

「否ひ定ていはしません。ただ彼は、自由になる選せん択たく肢しも用意してくれました。組織を離れて自由に生きてよいと。何人かはそうやって離れ、もう連れん絡らくも取っていない。でもわたしたちは彼の元に残る方を選んだのです」

「なんで？」

「言ったでしょう。全てだからです」

　その台詞せりふは真しん剣けんだった。

　呉ご越えつ同どう舟しゆうの車内を静せい粛しゆくが包つつんでいく。雰ふん囲い気きに押おされて、和樹も黙だまった。

　車がトンネルに入った。一いつ瞬しゆんだけ、視し界かいが真っ暗になる。

　走行音がトンネル内部で反はん響きようする。オレンジ色の明かりで照らされ、右車線なのを除けば日本での景色と変わらない。

「……宮間夕菜さん」

　話しかけてきたのは、ステファニーの方であった。

「え……」

「あの少年のこと、覚えていますか」

　夕菜の顔色が一瞬で変化する。

「どうして……そのことを」

「少年はあなたの隣りん家かにいました。そうですよね」

「ええ……」

　彼女の表情は冴さえない。ステファニーは正面を向いて運転をしている。

「もうほとんど記き憶おくに残っていない。当然だと思います。記憶は風ふう化かするものですから。わたしも小さい頃ころの想おもい出はあまりありません。それほどいいものでもありませんから」

　小さい頃、というのをステファニーが口にすると、かなりの昔話に聞こえる。年ねん齢れいはそれほど違わないと思うのだが。

「でもそれはあくまであなた自身のことです。少年は違います。全て覚えているはずです。あなたが嫌いやで、心の奥おく底そこに封ふう印いんしてしまったことも含ふくめて」

「…………」

　夕菜は返事をしない。昔のことを無む理り矢や理り掘ほり起こされるからだろうか。

「少年は思い出して欲しいと願っています」

「…………」

「彼が願うのなら、そうすべきです。思い出してください」

　直後に夕菜の身体からだが、ぴくりと反応した。

　両手が小こ刻きざみに震しん動どうしている。目の焦しよう点てんが合っていない。

「アメリカで暮らした町は、どうでした？　そろそろ思い出してきましたか」

「や……」

「いい町でしたか」

「やめて！」

　直後に訪おとずれた沈ちん黙もく。

　三人ともなにも言わない。

　しばらくして発せられた夕菜の言葉は、トンネルの騒そう音おんに危あやうくかき消されるところだった。

「思い出したくない……」

「彼は違うと言うでしょうね」

「少年が……彼、なんですか」

「自分で確かめるといいでしょう」

　ここだけは、パーターと似にたような答えだった。

　対たい向こう車しや線せんを何台もの大型トラックが走っている。鉄てつ骨こつを運うん搬ぱんしているので、どこかでビル建けん設せつをしているのだろう。日本のとは違い、横よこ幅はばも長さも大きかった。

「……長いトンネルですね」

　呟つぶやいたのは夕菜。

「山脈の真ま下したをくり抜ぬいています。着ちやつ工こうしたのは四〇年代だと聞きました」

　ステファニーが観かん光こうガイドみたいな口調で教えてくれた。

「暗いトンネル……なんだか、そんな記憶もある……」

　夕菜が和樹の方を向いた。

「わたしが住んでいたところ、山やま間あいだったんです。お父様の学者友達が住んでらして、その関係で引っ越こしました。森や湖みずうみもありました」

　ステファニーが言う。

「思い出してきたのはいいことです」

「いいこと？　そんなことないだろ」

　和樹は口を出した。

「思い出したくないんだから、ずっと忘れておくべきなんだ。夕菜の問題なんだから、墓の中まで持っていったって、誰だれも文もん句くは言わない」

「そう考えていない人間もいます」

「誰が」

「これから会う人」

　予想された返答であった。

「会う必要、ないんじゃないのか」

「そうは思いません」

「どうして」

「必要だからですよ。宮間さんには。それに……あなたにもです。式森さん」

「……僕？」

「はい」

「そんな……」

　そんなわけない、と言おうとした次の瞬間だった。

　工こう事じ資し材ざいを積つんだ大型トラックが、急に中央分ぶん離り帯たいを乗り越えた。

「！」

　車内に、悲鳴にならない悲鳴がこだまする。車の側そく面めんに、トラックが突つっ込こむ。

「伏ふせて！」

　和樹はとっさに夕菜をかばった。

　車はトラックにはじき飛ばされて、宙に浮ういた。




　　　　○




　ホテルの部屋はスイートルームで、女三人で泊とまると言ったときは、さすがにフロントマンは変な顔をしていた。もっとも本当に一ひと晩ばん過ごす気はなかったので、彼女たちは無む視しして部屋へと向かった。

　室内ではテレビをつけっぱなしにしておいた。液えき晶しようテレビの中では、黒こく人じんのキャスターが、今日は一日中晴はれだと断だん言げんしていた。

　一番早い時間に成田を発たったとはいえ、アメリカ西海岸までは時間がかかる。玖里子は離り陸りく前に実家に電話を入れ、空港での騒動の後あと始し末まつと情じよう報ほう収しゆう集しゆうを頼たのんだ。葵あおい学がく園えんの理事である姉は、「卒そつ業ぎようしたら情報機関に就しゆう職しよくするつもり？」と聞いてきた。「それはトム・クルーズの仕事です」と答えたものの、なんだかそんな気すらする。ただ、姉は皮肉を言いつつも承しよう知ちしてくれたので、そこは感謝してもしきれない。

　空港近くのホテルに着いてからというもの、ディステルはどこか得体の知れないところと連絡を取り合っていた。玖里子が訊きくと「物ぶつ騒そうな連中につてがある」との返事があった。どうやら、警察でも新聞社でもないどこかから情報を仕し入いれているらしい。

　唯一暇ひまなのは凜。この手の作業に彼女の出番はない。強ごう引いんに持ち込んだ日本刀の手入れをしつつ、精神を集中していた。いつかこの刀が役に立つ時が来る。

「ええ……はい……ええ……ありがとうございます」

　玖里子は受話器を握にぎり、海かい底ていケーブルの向こう側へ何度も礼れいを言って切った。

「ふー」

　大きく息を吐はいて、ホテル備そなえつけの椅い子すに座すわり込む。

「しんど。借りがいくつできたのか分からないくらい増えた」

「お疲つかれ様です。お茶、飲みますか」

「飲むけど……なんでお茶？」

「出国前にティーバッグを買い込みました。行ぎよう商しようできるくらいあります」

「用意がいいわね」

　凜は三人分のカップを用意し、ほうじ茶のバッグを入れた。部屋にあったポットからお湯ゆを注そそぐ。

　香こおばしい香かおりが漂ただよってきた。

「ディステルさんもよかったら」

　ドイツ女性は片手で受け取った。軽く口をつける。

「紅こう茶ちやとも違ちがう、変わった味だな」

「初めてなのですか？」

「日本ではどこでもコーヒーが飲める」

　彼女はカップを持ったまま、もう片方の手でメモを取っていた。

「カゼツバキ、そっちはどうだ」

「西海岸の空港に、今までに着陸したチャーター機をカウントしてます。全部で十二機。うち四機は給油のみ。二機は悪あく天てん候こうによる引き返しで、一機は故こ障しようによる緊きん急きゆう着陸。残り五機の乗客をできる限り調べたんですが──」

　玖里子は渋しぶい顔をした。

「日本人男女の姿はなし。一組だけ東洋人がいましたが、六十過ぎのお年寄りだそうです」

　凜が「そんな馬ば鹿かな」と言った。

「アメリカ西海岸にいるのでなければ、もしや他の国へ……」

「メキシコか、カナダかしら。だとしたら一からやり直し」

「ここまで来て……」

　ディステルがぽつりと言う。

「日本茶も悪くないな」

「ディステルさん？」

　玖里子の言葉に、彼女は少し笑って、

「すまん。西海岸に到とう着ちやくしたのは確かだ。さっき米軍の知り合いと連れん絡らくを取った。プランが提てい出しゆつされている。基き地ち近きん郊こうを飛んで撃げき墜ついされたくないからな。あのチャーター機は沖縄で給油したそうだが、グアムで大型機に乗のり換かえる予定だった。米軍は意い外がいと書しよ類るいに厳きびしいから確かだろう」

「だとすると、同じ機じゃないわけですね」

「そうだな。大型機も洗あらってみる必要がある」

「チェックはしてますよ」

　玖里子はびっしり書き込まれたメモをめくった。

「えーと、大型のチャーターは意外と少なくて三機。二機はただの貨物で、最さい終しゆう目もく的てき地ちがロシアとノルウェー。一機だけが旅客。シアトルに着陸してます」

「それだな」

　ディステルがうなずいた。

「シアトルならそれほど遠くない。幸こう運うんだった」

「行きますか」

　と凜は勢い込む。

「んー、でもね」

　玖里子が頭を搔かいた。

「なんか簡単に分かっちゃったのがねえ」

「おかしいのですか」

「そりゃうちの調査部は優ゆう秀しゆうだし、アメリカにもヒューマンインテリジェンスの資し源げんを投とう下かしてるから、情報が集まるんだけど、簡単すぎるのよ」

「……罠わなではないかと？」

「まあね」

　短たん期き間かんで足取りがつかめたのだから、むしろ疑うたがいが大きくなる。それにこの手の予感は、意外と当たるものだ。

「カゼツバキの意見には賛さん成せいだが、ぐずぐずはしていられんな」

　とディステル。

「時間が優ゆう先せんだ。罠であってもミヤマとシキモリを追う」

　二人に異い存ぞんはなかった。

　ディステルは携けい帯たい電でん話わを操そう作さして、二言三言喋しやべっていた。すぐに切る。

「近くに、懇こん意いにしている武ぶ器き屋やがいる。金はかかるが仕し方かたがない」

「さすがにうちの名前でも領りよう収しゆう書しよは切れませんよ」

　玖里子は困こまったように言う。

「私が払はらう。スポンサーは太ふとっ腹ぱらだ」

「景けい気きがいいですね」

「賢人会議ワイズメン・グループが目め障ざわりになってきたからな」

　ディステルは室内をチェックしていた。不用意に手がかりとなるものを残さないようにしている。誰だれかに追おわれているわけではないのだから、職しよく業ぎよう上の癖くせだろう。

「スポンサーとやらが？」

「まあな。賢人会議ワイズメン・グループと各国の情報機関は繫つながっていたんだ。日本語で言うモチツモタレツだな」

「今になって亀き裂れつですか」

「むしろ、組織を彼が動かすようになってからだ。彼は世界のポリティクスにはそれほど興きよう味みはない。利害よりは自分の希望を優先させる。そうなると国家にはやっかいだ。知られては困るネタを握られているからな」

「ディステルさんは、それで雇やとわれたんですか」
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「そうだ」

　それから付け加える。

「私は彼とは因いん縁ねん深い」

「……ですが、あまり会いたいようには見えませんが」

　凜は金きん髪ぱつのエージェントをじっと見つめていた。

「成田のときもそうでしたが、彼とやらが出てくると消しよう極きよく的てきになっています」

　ディステルは口をつぐんだ。無言になったのが凜の台詞せりふのせいなのは、明らかだった。

　玖里子も同じことを感じていた。和樹と夕菜を取り戻すのにあれほど熱心だった女性が、彼のことになると不自然なためらいを見せていた。

　ややあって、ディステルは言う。

「……カミシロは人の心に踏ふみ込こむのだな」

「すみません」

「いい想おもい出ではないということだ。あのカリスマと顔は合わせたくない」

　それだけ言って、彼女は部屋を出た。

　ホテルのフロントでタクシーを呼んでもらった。このあたりの治ち安あんはいいので、歩いても問題ないそうだが、あえて車にした。

　呼ばれたタクシーの運転手は出で稼かせぎのパキスタン人で、あまり英語は通じなかった。そのわりには地ち理りに詳くわしく、一発で目的地に到着した。

　うまいパキスタン料理の店に連れて行ってやるとの誘さそいを丁てい重ちように辞じして、タクシーから降りる。ついた場所は、閑かん静せいな住宅地だった。

　三人の目の前にあるのはドラッグストアだった。

「薬を買うのはちょっと……」

　と凜。

「私も今は必要ない。ここが武器屋だ」

　昼間なのに、赤いネオンサインが煌きらめいている。Drugの文字がなんだか禍まが々まがしい。

　ディステルはガラス扉とびらを開けて中に入った。ブルネットの中年女性が店みせ番ばんをしている。

「いらっしゃいませ」

「ハンスはいるか。ディステルが来たと伝えて欲ほしい」

　中年女性は無む言ごんで奥おくへ引っ込む。しばらくすると、禿はげ上がった太たい鼓こ腹ばらの男が出てきた。

「ようディステル、久しぶりだな。電話を受けたときは驚おどろいたぞ」

　ドイツ語で、大おお仰ぎようにまくし立てる。

「ドレスデン以い来らいだな」

　男は玖里子と凜を眺ながめていた。

「ほう。キッズポルノはやってないぞ」

「私もだ。連れだ」

「日本人か。そういえば、イバカオリはどうした」

「その名前は出すな」

「その様よう子すだと、あいつと戦ったな」

　ひひひと男が笑った。

「どっちが勝った。俺はイバが二年以内に死ぬ方に賭かけているんだ」

「引き分けということにして欲しい」

「じゃああっちの勝ちか」

　男は楽しそうだった。笑いを止めていない。

「さすが吸血鬼ヴアンピーア。滅めつ多たなことじゃ死なねえな。賭かけ率りつの変へん更こうを胴どう元もとに頼たのんでみよう」

「私の分を引き上げろ」

「お話し中悪いんだけど」

　玖里子が横から口を出した。彼女はＲを発音しない、流りゆう暢ちようなドイツ語を使った。

「無む駄だ話の暇ひまはないんで、さっさと進めてくれるかしら」

　男はきょとんとしていた。心底驚いたように、

「うへっ。北部ドイツ訛なまりかよ。キールで生まれたのか？」

「純日本人よ。伊庭かおりさんはうちの学校の先生」

「そりゃすげえ。俺はハンスだ」

「あたしは風椿玖里子。こっちは神城凜。で、ハンスさんは武器屋じゃないの」

「そう急せくなよ。久しぶりに会った友人と、軽口を言い合いたいじゃねえか」

「友人だったか？」

　とディステル。

「冷つめたいねえ。ケーニヒスベアクの女は固くていけねえ。まあいい、こっちだ」

　店の裏うら手てに案内された。敷しき地ちは意外と広く、巨きよ大だいなガレージが併へい設せつされていた。

　ハンスはシャッター脇わきにある、電でん子しキーを解かい錠じようした。

「最近は物ぶつ騒そうでね。攻こう撃げき魔ま法ほうでものを盗ぬすむ奴やつがいる。命いのち削けずる行こう為いなのに、なに考えてんだろうな」

「破は滅めつ主しゆ義ぎはどこにでもいる」

　ディステルの台詞と同時に、シャッターが開いた。

「は……」

　玖里子が感心したような、呆あきれたような口調になった。

　広いガレージ内には、武器がぎっしり詰つまっていた。拳けん銃じゆうから地ち対たい空くうミサイルまで、文字通りなんでもある。弾だん薬やく類るいは数限りない。払はらい下げ車両まで並んでいた。

「煙草たばこはやめてくれよ。火がついたら半径数百メートルが消えちまう」

「吸すわないから安心しろ」

　ディステルが中を歩いた。

　拳銃の棚たなを見て回っている。適てき当とうに何丁か握にぎる。それとサブマシンガン。

「血まみれデイ・ブルーテイヒがサブマシンガンとは宗しゆう旨し替がえか？」

「どうも弾たま数かずが必要になりそうだ。いちいち燃もやしていては面めん倒どうくさい」

　Ｈ＆Ｋ・ＭＰ５を手に取った。あとはオーストリア製のグロック自動拳銃。

「弾ももらうぞ」

「自由にどうぞ」

「カミシロはどうする」

　凜は愛刀をちらりと見せた。

「これで十分です」

「カゼツバキは」

「撃うち慣なれてないけど」

「反はん動どうの少ないものを選べ」

　玖里子は迷まよった末、拳銃ではなくショットガンを選せん択たくした。クレー射しや撃げきの経験があるので、使い方が分かる。

「あとは車だな」

　ディステルは親指で奥をさし、

「あの払い下げは動くだろうな」

「冗じよう談だん言っちゃいけねえ。うちに不ふ良りよう品ひんはねえぞ」

「なら、もらおう」

　彼女が選んだのは、米軍払い下げの四輪駆く動どう車しや、ハンヴィーだった。どこの戦場から帰ってきたのか、軍ぐん用よう塗と装そうのままで、所々傷きずがついている。

「乗ってくか？」

「ああ」

「ガソリンはサービスだ。満タンにする」

「払いはいつもの方法で」

「あんたのところは気前がいいから助かるよ」

　ハンスがガソリンを入れるのを待ち、ディステルはハンヴィーに乗り込んだ。玖里子と凜にも、乗車するよう合あい図ずする。

「ホテルには戻もどらない。このまま行くぞ」

　二人は後部座席に乗った。その後ろには、買い込んだ武器が積つんである。

　ディステルはハンスに、車両用シャッターを開けるよう告げた。電でん動どうモーターの騒そう音おんと共に、鋼こう鉄てつ製せいの蛇じや腹ばらが巻き上げられていく。

　クラクションを一回鳴らし、ディステルはスタートさせた。

　中年男はのんびりと手を振ふっている。住宅街に不ふ似に合あいなハンヴィーは、意外なほどの静せい粛しゆくさで進んでいった。

「……なんだか軽い男です」

　車内で凜が漏もらす。

「武器屋なんてのは皆みなそうだ。自分で引き金を引いたりはしない」

「信用できる人物だったのですか」

「無理だな」

　ディステルはあっさり言う。

「金のためなら女房子供も平気で売る。実際、二度目の妻つまを警けい察さつに売り渡わたしていた。マフィアの連れん絡らく員いんだったそうだが」

「私たちの素す性じようも売られてしまうではありませんか」

「可能性はある。さっきも言ったが時間優先だ。相手の対応を上回ればいい。そうでなければ、彼には勝てん」

　その台詞せりふを実現するかのように、ディステルはアクセルをいっぱいに踏ふみ込んだ。




　　　　○




　ハンスはボタンを操そう作さしてシャッターを下ろした。

　左手には携けい帯たい電でん話わを持っている。さっきからちょっとヤバげな連中に連絡を取っていた。

　意外なことに、この住宅街は昼間はほとんど人がいない。勤つとめ人は遠くまで車で出かけている。そのため目もく撃げきされる可能性はまずなかった。それに地ち域いきの特とく性せい上じよう、不ふ審しんな人物もすぐに分かる。もっとも不審となると、ハンスの客以外にはいないのだが。

　今日はかなりの儲もうけである。ディステルと背後のスポンサーは金かね払ばらいがいい。仕し入いれ値ねよりもかなり高く買ってくれる。

　商売人の常として、彼はさらに儲けるつもりであった。ディステルのことを知りたがっている人間は多い。今も、そういったところに情報を売っているところであった。

　話し終わり、携帯を切る。これでさらに、銀行口座がにぎわうはずであった。

「よー、ハンス」

　背後から声がかかった。

「商売繁はん盛じようで結けつ構こうなこと。わたしにも色々教えてくれないかな」

　彼は振り返り、ぎょっとした。

　山岳猟兵カルストイエーガーの略りやく帽ぼうをかぶった女がいた。

「……イバカオリ」

「久しぶりじゃない。ドレスデンのちっこい武器屋が、いまじゃ手広くやってんのね」

　我われ知らず、ハンスは後ろに下がっていた。かおりの瞳は笑っていない。欧おう州しゆうで名をはせたときの殺さつ気きが漂ただよっていた。

「な……なんの用だ」

「さっきのハンヴィー、ディステルでしょ。知ってることを聞かせて欲ほしい」

「なんのことだ」

「とぼけるのは無し無し。他ほかにも売ったはずなんだから、わたしにもちょうだい」

「……金は」

「それが財さい布ふ空からっぽ。先せん週しゆう中古のＰＣ─ＦＸを買ったらなくなった。アンタ、ときメモって知ってる？」

「じゃあ駄だ目めだ」

　ハンスは恐きよう怖ふ心しんを押おし殺ころしながら言った。

「相手が吸血鬼ヴアンピーアでもタダじゃ売れねえ。こっちも商売だ」

「はっは。でもわたしも緊きん急きゆうなのよねえ」

　かおりの身体からだが動いた。

　一いつ瞬しゆんでハンスの視し界かいから消える。どこだ、と思った瞬間には眼前にいた。

　中年太りの身体が、半回転しながら浮ういた。かおりが投げ飛ばしたのだ。芝生しばふに腰こしから落ちる。

　かおりがのしかかる。喉のど元もとがちくりとした。サラダ用のフォークが突つきつけられていた。

「空港のレストランでもらってきたのよ。ちゃちだけど、穴を開けるのには十分」

「こ、殺す気か」

「アンタ次し第だいかな」

　フォークに力が込められる。尖とがった先せん端たんが、肉にくに沈しずんでいく感かん触しよく。

「や、やめ……」

「さっきの電話の相手も教えて欲しいな。彼に鼻薬を効きかされている奴やつだろ」

　喉に圧あつ迫ぱく感かん。

「やめてくれやめてくれ。話す、全部！」

「よしよし。あと車と武器ももらおうか」

「他にもか!?　この強ごう欲よくめ！」

「ゲームソフトって、安くないんだよ」

　かおりはにやりとした。




　数十分後。かおりの運転するジープは、住宅街の道路を猛もうスピードで走っていた。

　東へ。ディステルたちの通った道へと。




　　　　○




　ディステルの運転するハンヴィーは、ほとんどスピードを緩ゆるめなかった。米軍払い下げ車両は頑がん丈じようなのが取とり柄えだ。ぶつかれば壊こわれるのは相手の方。

　目的地はシアトルのプライベート専用の空港。時間はあまりかからないが、そこからが問題だ。

　彼女はさっきから片手でハンドルを握にぎり、もう片手で電話をしていた。実に危き険けんな行こう為いだが、停てい止しして連絡するよりは時間のロスがない。

　ディステルは携帯を切った。

「……どうも釈しやく然ぜんとしないな」

「え？」

　独ひとり言ごとだったかもしれないが、玖里子は反応した。

「情報の流れが鈍にぶい。さっきまではあれほどスムーズに集まったのに、今はほとんどなくなっている」

「普ふ通つうに考えれば、敵が手を打ったことになるんでしょう」

「普通ならな。これが相手の予定通りだとすると、やっかいだ」

　ディステルはハンドルを強く握った。

「……考えてもしょうがないのでしょう」

　と言ったのは凜。

「できる手段を取るだけです」

「その通りだ。カミシロは肝きもが据すわっている」

「修しゆ羅ら場ばは色々と経験を」

「頼たのもしいな。そういえば、変な情報があった」

「は？」

「これから行くところで、トラック事じ故こがあったらしい。通行止めだと聞いたが──」

　凜は乗り出して、前方を眺ながめる。まだなにも見えない。

　ふと、風景がぼんやりとしてくる。クリームみたいに白っぽくなっていった。

「霧きり……？」

「天気予報は、一日中晴れだと言っていたが」

　彼女はスピードを若じやつ干かん落とす。視し界かいがかなり悪くなりつつあった。

　ぱっとオレンジ色の灯あかりがついた。窓の外がコンクリートになっている。トンネルだ。

「……ここにトンネルがあるのか？」

「停とめますか？」

　凜は外を監かん視ししつつ、日本刀を握りしめている。

「まだ、危ない」

　ディステルはなおも車を走らせた。

　トンネルを抜ぬけた。明るく……はならない。

　どんよりと霧がかかっている。外は全すべてがクリーム色で、粘ねばついているのが車内からでも分かる。

「嫌いやな感じだ。前が全く見えない」

「ディステルさん、これは……」

　玖里子が呟つぶやく。

「可能性はある」

　名前は出さなかった。皆、パーターのことを思い浮かべていた。

　前後に他の車はいない。自分たちだけだ。ディステルはハンヴィーを止めた。

「降りよう」

「いいんですか？」

「外を確かく認にんしようじゃないか」

　三人はハンヴィーから降こう車しやした。

　ディステルの言う通り、前方視界がゼロに近い。霧はねっとりとしており、そのくせ湿しつ気けはほとんど無かった。

　玖里子は小さくキー呪じゆ文もんを唱となえ、両目に力を入れた。物体を透とう過かする魔ま法ほう、遠方可視フエルンズイヒトだ。

　すぐに眉まゆをひそめた。

「魔法が利きかない。ただの霧じゃないですね」

　間ま違ちがいない。パーターの仕し業わざだ。

　前の方で、うっすらと明かりが灯っている。玖里子が、今度は普通に眼めを細めた。

「街の明かりみたい」

「あそこしか目印はありませんね」

　凜も背せ伸のびをするようにして見る。

「そうね」

　行くしかない。が、不安は大きい。

「パーターの罠わなかもしれん」

　ディステルが一行の心中を代だい弁べんする。

「不安を感じて引き返しても、笑う人間はいない」

「そうはいきません」

　と凜。玖里子もうなずく。

「なんのために来たのか分からなくなります。笑われませんが、後こう悔かいするだけです」

「そうだな」

　ディステルは背後を向いた。

「もう一度乗るか。あの明かりまで行ってみよう」

　エンジンをスタートさせた。ハンヴィーはひとけのない霧の中で、排はい気き音おんを響ひびかせながら走る。

　明かりはだんだん大きくなってきた。

　崖がけにでも誘ゆう導どうされたらおしまいだったが、そのようなことはなかった。通常の道路である。

　明かりは目印の街灯だった。真下に大きな看かん板ばんがあり、目立つように照てらしている。

　市の境目を示す看板らしい。シンボルマークなのか、コミカルなタッチで教会が描えがかれている。その下には「ようこそ、セブンティーンパークへ！」と書いてあった。

「聞いたことのない街ですね」

　玖里子が口の中でスペルを発音する。

「アメリカは広い。私も知らない」

「市ではなくて町？　あまり大きくなさそう」

「確かめることになるかもな」

　進むにつれ、民家の数が増えてきた。アメリカらしい庭付きの大きな家が、等とう間かん隔かくで並んでいる。裕ゆう福ふくな郊こう外がい型がたの町並み。たまにショップもある。これだけ見ると、なんの変へん哲てつもないところである。

　しかしハンヴィーの車内は、緊きん張ちように満みちていた。

「妙みようですね……」

　凜の独り言に、他の二人も同感だった。

　ひとけがまったくない。通行人どころか、民家に明かりがついていないのだ。いくら霧に包つつまれているとはいえ、まだ昼だ。

　町全体が生きているのか死んでいるのか、判はん別べつがつかない。

「外を見張っていてくれ」

　ディステルの注意が飛ぶ。

「なにが起こるかまったく分からない。注意を怠おこたるな」

　言われるまでもなかった。玖里子が右、凜が左を担当する。

　いつの間にか霧はだいぶ薄うすくなっていた。それでも少し遠くなると、大きな建物でも輪りん郭かくくらいしか見えなくなる。

　信号が赤だ。当然のように無視。どうせ通行人はいない。

　十字路を走り抜けた。

「……誰だれかいるわ！」
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　玖里子が叫さけぶ。ディステルと凜も視線を向ける。

　人ひと影かげだ。はっきりとは分からないが一人、いや二人いる。こっちを見ている。

「停めるか」

「車のままで近づいた方が……」

　突とつ然ぜん、玖里子は悲鳴のような声を上げた。

「伏ふせて！」

　刹せつ那な、火か球きゆうがハンヴィーを直ちよく撃げきした。




　　　　○




　大型トラックが、トヨタ車のボディをがりがり削けずった。

　衝しよう撃げきとガラスの破は片へん。視し界かいが何度も回転して、上下の感覚が無くなっていく。吐はき気けが何度も襲おそってきた。

「夕菜、夕菜！」

　和樹は嘔おう吐と感かんを抑おさえて、何度も怒ど鳴なった。

　彼女はどこだ、車内を探して気づいた。腕うでの中にいる。そういえば、かばったのだ。

　ざっと怪け我ががないか確認する。奇き跡せき的てきに外がい傷しようはなさそうだ。自分はと見ると、ガラスの破片であちこち切っていたが、どれも浅かった。

　ぐるりと見回す。車は斜ななめにかしいで停まっていた。

　少し離はなれた場所に、バンパーをへこませたトラックが停止していた。横っ腹にまともに突つっ込こまれたのだ。ほとんど怪我がないのが信じられない。

　トラックのグリルから水すい蒸じよう気きが立ちのぼっている。運転席のガラスに人影はない。

　こっちの運転席も人がいなかった。ステファニーの姿が消えていた。

　疑問に思ったが、とりあえずここにいるわけにはいかない。蹴け飛とばすようにして後部座席の扉とびらを開ける。

　まず自分が出て、夕菜を引っ張り出した。

「ありがとうございます……」

　彼女はショックを受けてはいたが、言葉はしっかりしていた。

　ショックは和樹も同じだった。ただ、隣となりの少女を守らなければという思いが、意識を暗くら闇やみから引き上げていた。

「なにが……あったんですか」

「トラックが突っ込んできたんだ」

　しゅーしゅー音を立てている巨きよ大だいな車を示しめす。

「よく助かりましたね」

「うん……」

　奇跡であろう。だがこれからも起こるとは限らない。

　あらためて自分たちの回りを観かん察さつする。林の中の一本道にいた。先を見ると建物がいくつかある。霧きりがかかっていて分かりづらいが、どうも町の郊外らしい。

　そしてやはり、ステファニーはいない。

　とすると、解放されたのか。あまりそんな気はしない。むしろ予定通りのことなのかもしれないとすら思う。誰の予定か知らないが。

「行こうか」

「はい」

　町へ向かうことにした。

　ゆっくりと歩く。所しよ持じ品ひんはなにもない。二人とも、着の身着のままでさらわれたのだ。飛行機に乗せられている間、食事に不ふ自じ由ゆうはなかったが、今はそれもない。

　道路を直接進んだ。足下はアスファルト。どちらの車線も車は走っていなかった。

　歩行者もいない。完全に二人きりだった。

「……さみしいですね」

　ぽつりと夕菜が言う。

「誰もいないなんて、わたしこういうの、好きじゃありません」

　彼女は一人きりや物悲しい風景を嫌きらう。とにかく大勢と一いつ緒しよにいるのが好きなのだ。

「昔を思い出します……」

　林が途と切ぎれた。道路の幅はばが広くなり、整せい備びされた歩ほ道どうと民家が並んでいる。町中に入ろうとしていた。

　頭上に看かん板ばんがあった。

「セブンティーンパーク……？」

　和樹は文字を読み取った。英語は苦にが手てだが、さすがにこれくらいは理解できる。

「意味あるのかな、この名前」

　十七歳さいの広場。変な町名だ。なんだかおかしくなり、夕菜にも教えようと思って、振ふり向く。

　和樹は教えられなかった。彼女は硬こう直ちよくしていた。

　唇くちびるを震ふるわせながら看板を眺ながめている。その顔は、誰が見ても分かるくらい青ざめていた。

「夕菜……？」

　和樹の呼びかけも届いていない。

「夕菜！」

「……ここ……」

「どうしたの？」

「そんなはずは……でも、どうして……」

　彼女は早足で歩き出した。

　和樹を無む視ししてどんどん先へ行く。何度か声をかけたが聞いていない。本当は聞いているのかもしれないが、関心が他に移っていた。

　頭を動かし、あちこちを見ている。

「郵ゆう便びん局きよく……警察署だ……あそこにダイナーが……ここ、スペンサーさんの家……」

　よろめいた。膝ひざから下の空気が抜ぬけたように、ふらふらしている。和樹は急いで支ささえる。

「夕菜、夕菜！」

「ああ……じゃあ、あっちに……あっちに……」

「…………？」

「和樹さん……」

　夕菜は彼の腕からずり落ちるようにして、道路にへたり込んだ。

「ここは……わたしの住んでいた町です……」

　彼女の顔は蠟ろうのように、真っ白だった。




　夕菜はしばらくの間、茫ぼう然ぜんとしていた。和樹は何度か立たせようとしたがあきらめて、彼女の隣に座すわっていた。

　霧は薄うすくなっている。何時か知りたかったが、時計は日本時間のままで役に立たない。かろうじて昼間だと分かるくらいだ。おまけに時じ差さのため、眠ねむい。

　相変わらず人も車も通らなかった。そのため人ひと目めを気にせず座っていられた。

「……和樹さん」

　夕菜がかすれる声で言う。

「なに？」

「ここ、どのあたりなんでしょう……」

「ええっと……シアトルの近くだって聞いた」

　飛行機の中で、パーターがそんなことを言っていた。メジャーリーグの球団がある市なので、覚えていた。

「じゃあ間ま違ちがいありません……ここはわたしのいた町……アメリカで最初に住んでいたところです……」

　和樹は町並みを眺めた。夕菜の住んでいた町。どんなところなのだろう。建物と建物の間かん隔かく。道路の幅はば。街がい灯とうの形。敷しき石いしの色。全すべてが日本とは異ことなる。外がい観かんだけでもこんなに違うのに、住むとどう感じるのだろうか。

　海外旅行すらしたことがない和樹には、想そう像ぞうもつかない。ただ夕菜の中では、いい想おもい出ではない。

「思い出しました……」

　彼女はうつむいていた。

「……わたしがここで過ごしたこと……誰がいて、どんなことをして、なにがあったか……忘れていたかったのに……なんで……どうして……！」

　手は握にぎりしめられている。指が真っ白だった。

　和樹はそっと震ふるえる肩かたに手を置いた。

「落ち着いて夕菜」

　もう片方の手で、彼女の腕うでを取った。拳こぶしをゆっくりとほぐした。

「なにがあったか知らないけど、今は僕と君しかいないんだ。だから安心して、落ち着いて」

　ちゃんと聞こえるように、何度も繰くり返した。

「和樹さん……和樹さん……そばにいてくれますか」

「いるよ。夕菜のところにいる」

「いるんですね……」

「うん。ずっといる」

「よかった……」

　白くなっていた顔に、徐じよ々じよにだが血の気が戻もどってくる。

「……すみません」

　ようやく顔が上がった。

「和樹さんに心配かけちゃいました。ありがとうございます」

「いいよ。僕になら、心配くらいかけたって」

　本心だったが、彼女は半分冗じよう談だんと捉とらえたらしく、

「あー、いつもそれくらい優やさしかったら嬉うれしいんですけど」

「そ、そう？　僕、いつもこんな感じじゃないかな」

「もっと素そっ気けないです」

「ごめん……じゃあ、これからこうする」

　頭を下げた。彼女はにこりとして、

「そうやって謝あやまっちゃうのが、和樹さんらしいです」

　さきほどよりは、ずっと明るい声で言った。

　また歩くことにする。いつまでもここに座ってはいられない。

「ねえ夕菜。この町の、なんていうかバス停ていみたいなのはないのかな」

　アメリカに乗り合いバスのシステムがあるかどうかは知らないが、抜け出す方法を考える必要があった。単に脱だつ出しゆつするなら歩きでもいいが、日本に帰らなければならない。

「記き憶おくでは……なかったと……」

　曖あい昧まいな言い方をした。無理もない。住んでいたのは十年以上前なのだ。

「みんな車を使いますから。スクールバスはありましたけど。学校への送り迎むかえが、自家用車の人もいました」

　アメリカの大きな市でもない限り、大たい抵ていはそうだと彼女は説明した。

　二人は歩き続けた。民みん家かではなく店てん舗ぽや公こう共きよう施し設せつの数が多くなり、中心部へ向かっていることが分かる。

「静かだなあ」

　ぽつりと和樹が言う。

「それほど騒さわがしいところじゃありませんから」

「いやそうじゃなくて、なんだか気配がないんだ。人がいないみたいだなって」

　さきほどからずっと感じていることであった。

　どんなに静かなところでも、普ふ通つうはなにかしらの生活音はする。かすかに漏もれるテレビの音や、犬の鳴き声、歩く音など。本当にしんとしているのは、山の上や砂さ漠ばくの真ん中である。

　だがこの町は、それらの物音が一いつ切さいしない。まるでゴーストタウンだった。

「幻げん覚かく……なのかなあ」

「なんです？」

「日本でさ、パーターにかけられたじゃない。あれかなって」

　そう言ってから、少し苦い気分になった。日本での事件が遠い昔の出来事に思える。

「でもこの町はわたしの記憶通りです」

　夕菜は民家の門もん柱ちゆうに触ふれた。

「……ちゃんと感かん触しよくもあります」

「うーん……」

　確かに、なんのためにこれだけ大だい規き模ぼの幻覚を作り出したのか、と問われると答えようがない。だがこの霧きりは、パーターの技わざのような感じがする。それに人がいないのは、やはり変だった。

「車を借りるしかないのかな」

「無む断だん借しやく用ようですよね」

「人聞きが悪いけど、そう」

　このままではいつになったら出られるのか分からない。

「和樹さん、運転はできるんですか？」

「できない。ゲームならやったことあるけど」

「伊庭先生とのレースゲームですよね。負けたんじゃ？」

「さっぱり勝てなかった」

　数週間前、休み時間に強ごう引いんに連れ出されて、国こく語ご科か室しつで「グランツーリスモ」に付き合わされたのだ。どうもストレス発はつ散さんの相手をさせられたらしく、以来かおりとゲームはしまいと決めている。

「伊庭先生や学校のみんな、なにしてるんでしょうね……」

　Ｂ組ならろくでもないことを考えていそうだ。あの連中はなにするのか分からない。

　だが、かおりなら想像がつく。自分たちを追つい跡せきしている。

　狩人イエーガーだ。国語教師の顔を捨すてている。なにがあろうと、追いかけてくるつもりだ。恐おそらく地じ獄ごくの果はてまでも。

　捕つかまったらどうなるのか、まったく分からない。ただあの陽よう気きな、ゲーム教師として接しはしないだろう。

　夕菜はそのことを、知っているのだろうか。

　彼女は時々顔をしかめていた。この町に入ってからずっと、同じ仕し草ぐさをしていた。

「頭ず痛つう？」

　和樹は不安になった。

「いえ……ちょっと、色々思い出して……」

　夕菜は「すいません」と小声で言って、壁かべにもたれた。背中をつけて、体たい重じゆうを預あずけている。

「疲つかれたなら休もうか」

「いえ……少しだけこうしていれば……」

　だが彼女の顔色は良くない。呼こ吸きゆうも荒あらく、胸が大きく上下していた。疲ひ労ろうと倦けん怠たい感かんが見て取れる。

　静まるまで待つしかなかった。

（まいったな……）

　嘆なげきたくなったが、今の夕菜の前で弱よわ気きは見せられない。

　彼女は視線を空中にさまよわせている。和樹の目には、精神的疲労による行こう為いに感じられた。息づかいも聞こえてくる。

　だがそうではなかった。彼女は頭の中で、「会話」をしていた。




　実は、町に入ったときから聞こえていた。

　甲かん高だかいが、落ち着いた感のある女性の声。頭に直ちよく接せつ語りかけてくる。念話とも違ちがう、もっと深しん層そう意い識しきを揺ゆさぶるような感覚だった。

「……宮間夕菜さん」

　夕菜は脳のどこかで、ステファニーの仕し業わざだと気づいた。

「わたしの声が聞こえますね」

「聞こえます……」

　疑問も抱いだかず反発もせず、普通に返事をした。おかしいことだとは思わなかった。

「結構です。ここはあなたがすごした町です。そうですね」

「はい……」

「どうです、ここは」

「嫌いやです……」

　意識内での会話にもかかわらず、彼女は寒さむ気けを感じた。

「ここは嫌きらいです。なんでわたしは戻もどって……！」

「いい想おもい出より悪い想い出が多い。そうですね」

「はい……」

「でもあなたは、この町を見なければなりません」

「どうして……」

「そういうものだからです。彼が望のぞんでいるから」

　したくないことだ。彼女が意識の奥おく深くに封ふう印いんし続けていたことを、浮うかび上がらせる行為。しかし、何な故ぜかステファニーの台詞せりふに逆さからう気力がわかなかった。

「さあ行きましょうか。まずその角を曲まがって」




　夕菜が身体からだを起こした。

「こっちに……行きます」

　勝手に歩き出した。和樹は怪け訝げんに思いながらもついていく。

　霧が変な動きを始めた。

　動きとは妙みようだが、そうとしか表現のしようがない。濃こくなったり薄うすくなったり、流されたかと思うと止まる。時々歪ゆがんだりもする。

　急に視界が開けた。

　道路に住宅。開いているのかいないのか分からない商店。今までと同じ、なんの変へん哲てつもない町中だった。少なくとも和樹にはそう感じられた。

　だが夕菜は、一いつ瞬しゆん肩かたを震ふるわせた。

「エイクマンさんの家……」

　なんだ、と思って彼女の視線を追う。二階のある、真っ白な住宅だった。庭が広く取ってあり、芝生しばふが植うわっている。犬でもいそうだ。

　ここも人間の気け配はいがないが、夕菜は憎にくしみを込めて見つめていた。

「スージー……」

　彼女の瞳ひとみが昏くらくなる。和樹の背せ筋すじが冷つめたくなった。こんな目は見たことがない。それに絶対に「さん」づけで呼よぶはずが、呼び捨すてになっていた。

　夕菜は無む言ごんで足を進めた。

　何件も住宅が続く。どれも注文住宅なのか、それぞれ造つくりが違う。じっくり比くらべれば共通点も浮かぶのだろうが、そんな暇ひまはない。

　夕菜がどんどん歩いていくのだ。霧の中だろうと関係がない。ついていくのも一ひと苦く労ろうだった。

　また別の風景。住宅ではなくレストラン。電でん飾しよくなしのシックな看板のみだったが、夕菜はここを、顔を伏ふせながら通り過ぎた。

「最悪です……この町は……」

　そんなことを言う理由は、想像もつかない。分かるのは、夕菜の記き憶おくをえぐっているらしいということだけ。

「もっと……もっと行かないと……」

　誰だれかと会話しているのか、それとも独ひとり言ごとか。足取りを乱しつつ、歩を進める。

　激しい運動をしているわけではないのに、彼女の息が荒くなっていく。額にも汗あせが浮いていた。

「早く……どこかに……」

　大きな建物が眼前にあった。コンクリート造づくりで背せ丈たけは高くないが、広そうな敷しき地ち内に建てられている。

「学校……？」

　schoolと記しるされている。なるほど、大きいわけだ。

　和樹は物もの珍めずらしそうに眺ながめていた。やはり日本のものとは違う。

　袖そでが引ひっ張ぱられた。

「……行きましょう」

　夕菜だ。どこか苦くるしそうに言っている。

「ここから離はなれたいんです……早く」

　顔色が良くないというよりは、辛つらそうだった。和樹は「気持ち悪いなら休もうか」と言ったが、「早く離れましょう」と繰くり返していた。

　彼女は先を歩いた。しかも、かなり早く。

　和樹は走り、なんとか追いついた。

「どうしたのさ」

「わたし、あそこは嫌なんです」

「ええっ？」

「いい記憶がありません」

「待ってよ、どうして……」

「嫌なものは嫌なんです！」

　振ふり向むいて叫さけんだ。和樹は驚おどろき、声もない。

「だっ、だって、学校だよ？」

「それがなんですか。こんなとこなくなっちゃえばいいんです。和樹さんは幸しあわせだから、葵学園が好きだから分からないんです。わたし思い出したくない。あんなところは嫌い。だって……わたしが外国人だからって……あの子たち……」

　和樹はなだめるように、なるべく柔やわらかい口調を使った。

「ごめん夕菜。無む神しん経けいだった」

「そうです、無神経です。こんな酷ひどい町にいるのに……！」

「ごめん──」

　そう言うことしかできない。

　夕菜は息が上がっていた。感情を抑おさえ切きれていないため、肉体にも負ふ担たんがかかっている。暴あばれていないのが不ふ思し議ぎなくらいだ。

「休もう」

　和樹はかろうじて言った。

「どこかに座すわろう」

　急いで見回す。少し離れたところにベンチが置いてあった。周囲は緑りよく道どうになっている。東京の神じん宮ぐう外がい苑えんのような雰ふん囲い気きだ。

　強ごう引いんに座らせた。和樹は隣となりで、夕菜が走り出さないよう腕うでを絡からめていた。

　これが日本でのことだったら、和樹はこんな真ま似ねはできないし、夕菜は逆に大喜びをするだろう。だがここでは余よ計けいな感情は一いつ切さい入らない。ただ必ひつ死しであった。

　彼女は口を半開きにしている。無意識なのか、ペンダントを握にぎっている。背もたれに頭を乗せて上を向き、唇は紫むらさきだ。顔は汗あせでびっしょり。

　和樹は自分の服の袖で、汗をぬぐい取った。

　反応がない。意識が混こん濁だくしているみたいだ。和樹のことも、分かっていないのだろう。

　夕菜はまた、頭の内部で話しをしていた。




「どうでした」

　ステファニーの声質は、相変わらず落ち着いたものだった。

「あなたが暮くらした町は」

「最低です……」

　夕菜にとって、セブンティーンパークは触ふれて欲ほしくないくらいの町だ。想い出は黒くろく塗ぬりつぶされ、吐はき気すらもよおしてくる。

「そうです。あなたに必要なところではなかった」

「わたし、こんなところにいたくない」

「でも来てしまった。ここは昔のまま。あなたへ悪意を向けている町」

「やだ……」

　聞きたくなかった。耳を塞ふさぎたかった。それでもステファニーの声は容よう赦しやなく届く。

「ここから逃にげたいですか」

「ええ……」

「忘れたいですか」

「ええ」

「記憶から消したいですか。無くしたいですか。もう二度と、来たくないですか」

「ええ……ええ!!」

　絶ぜつ叫きようした。小さい頃ころはいつもそう思っていた。両親の仕事の都つ合ごうでいつも一人でいて、楽しい記憶はほとんどない。無くなって欲しかった。消えて欲しかった。少年と会っていたときはかろうじて繫つなぎ止めていた愛あい着ちやくも、いなくなった途と端たんに霧む散さんした。こんなところは二度と見たくなかった。

「そうです。あなたは幼おさない頃もそう考えていた」

　ステファニーは知っている。自分がアメリカにいたときに、どんなことを考えていたのか。誰に聞いたのだろう。あの少年か。唯ゆい一いつ、心が通じ合えた男の子。

「彼は理解してくれた。彼だけは」

　その言葉に何度もうなずく。

「あなたは嬉うれしかった。でもそれが長続きしないことも知っていた。そうですよね」

「そうです。あの子……離れて……」

「そうはさせたくなかった。あなたは離れたくない。たった一人の友達を失いたくない。だから……」

　不ふ意いに記憶が、フラッシュバックする。

　天てん井じようの高い建物。すすけた内ない装そうと横に長いベンチ。前方には祭さい壇だん。ステンドグラス。

　そこにいるのは夕菜。そして──

「いやあっ……！」

　彼女は震ふるえた。記憶が溢あふれ出し、克こく明めいな映えい像ぞうと共に押おし寄せる。怒いかりと、恐きよう怖ふと、恐おそれ。信じられない出来事。茫ぼう然ぜんと立ち尽つくす自分。

　そして少年の言葉。

　泣なきたくなった。意識の中なのに、大声で泣き叫さけびたくなった。

「この町があなたからなにもかも奪うばった。人生を。友人を」

「そんなの嫌いや……」

「そうです。苦しみになる。だからあなたは逆さからったのでしょう」

「…………」

「あのときあなたは逆らった。力を自覚したのはあれが初めて。思い出したでしょう」

「はい……」

「ためらうことはないのです」

　ステファニーは優やさしく言う。

「今も、ここから脱だつ出しゆつするのに、力を使えばいい」

「でも……そんなことしたら……」

　また悲ひ劇げきが起こる。

　小さいときに、彼女は味わっていた。

「それでいいのです。悲しい出来事ではない。仕方ないのですから。少年もそう言っていたはず」

「だけど、もう使わないって、あんなのは駄だ目めだって決めた……」

「式森和樹と離れることになっても？」

　それは夕菜にとって、衝しよう撃げきの言葉だった。

「ためらっていては、式森さんはこの町にとらわれてしまう。それだけじゃない、どこか遠くに行ってしまうかも」

「そん……な……」

「あの少年もそうだった」

「和樹さんが……いなく……」

「離れたいですか」

　夕菜は大きく首を振ふった。

「絶対に……嫌……」

「だから、ためらってはいけないのです……」

　ステファニーの台詞せりふは、エコーがかかり、大きく反はん響きようしていた。




　夕菜はいまだ上を向いたままだったが、言葉を発していた。

「和樹さん……いますか」

「ここだよ」

「嫌なんです……ここ……」

「そうだね。すぐに行こう」

　彼女はほんの少しだけ、落ち着いたようであった。胸むねのラテン十字のペンダントは、まだ握にぎりしめている。

「離れないでください……」

　ささやきに近い声。

「わたし……たくさんお友達をなくしているんです……小さいときから……。この町に友達は一人しかいなくて、その子も……。もう一人ぼっちは嫌きらい。凜さんや玖里子さんだって、なくしたかも……」

「凜ちゃんも玖里子さんも友達だよ。日本に帰って、ちゃんと食事会をやろう。みんな楽しみにしてるよ」

「あの男の子だって……たった一人のお友達だったのに……わたしのせいで……」

「夕菜のせいじゃない。心配しないで」

　いきなり彼女は振り向いた。

「違ちがうんです。そうじゃないんです。わたしのせいなんです」

「……夕菜？」

「あれはわたしのせい。あんなことしなければよかった。でも抑おさえられなかったんです。勝手に出てきて、あんな……」

　なにを喋しやべっているのか分からない。明らかに和樹を見ていなかった。記き憶おくの中の、恐らく自分自身に話していた。

「どうして……ああ……でも忘れようって言ってくれた……なのに、どうして男の子に会いに行かなかったんだろう……」

　少女の身体からだが跳はねる。痙けい攣れんを起こしていた。拒きよ絶ぜつされていた記憶と肉にく体たいのせめぎ合い。和樹はなんとかして抑えようとした。

「もう話さないで。話さないでいい」

「だから……だから……もうなくしたくない。後こう悔かいしたくない。和樹さん……いなくならないで……」

「いなくならない。絶対に」

　彼は伝つたえた。心から。

「僕は夕菜のそばにいるよ。僕だけじゃない。玖里子さんだって凜ちゃんだって、夕菜の近くにいる。みんないつまでも一いつ緒しよだよ。だから安心して」

　最初は、夕菜をなだめるためだった。とにかく落ち着かせたかったのだ。

　だがもう違う。和樹は心の底から告げていた。今までの事件で、彼女の心には様々な傷きずがあることを知った。それを癒いやしたかった。治なおしたかった。夕菜が再び、笑え顔がおで登とう校こうし、遊び、やきもちを妬やくところが見たかった。彼はそう願っていた。

　贅ぜい沢たくな希望だとは思わない。ただいつもの、普ふ通つうの日常に戻もどればよかった。

　そのためにはなんでもするつもりだった。日本に帰ることも。そばにいることも。

　夕菜が願うのならば。

「……嬉しい……」

　蚊かの鳴くような声こわ音ね。

「でも……それでも、和樹さんがいなくなっちゃうかもしれない……」

「そんなことないって、大だい丈じよう夫ぶ」

「だってわたし……捨すてたから……和樹さんを……」

「…………？」

「捨てちゃったんです。あんなのは一度でいい……もう嫌いや……」

　和樹の脳に疑ぎ問もん符ふが浮うかぶ。僕を捨てたって？

「離したくない……絶対に。邪じや魔まなんてされたくない……」

　夕菜の瞳ひとみの色に、変化が生じていた。

　今までのうつろなものとは違う、はっきりと意思のある輝かがやき。だがそれは、黒いつぶらな瞳ではなく、紅ぐ蓮れんの炎ほのおだった。

　彼はこれを見たことがある。一度は『フリードリヒ・デア・グローセ』船内。もう一度は追いつめられた山の中。

　あのときと似ている。興こう奮ふんと感情の高ぶりが、夕菜の内部に作さ用ようしている。あれを揺ゆり動かそうとしている。

　彼女は不意に立ち上がった。

「夕菜……！」

「わたしたちの邪魔は……させない。この町は……消えろ」

　身体の輪りん郭かくがぶれているように見える。魔ま力りよくが滲にじみ出るように放ほう出しゆつされているせいだ。時とき折おり、光ひかりの粒つぶがあちこちに動いている。これが集合すると大変なことになる。

　和樹の心臓が、恐きよう怖ふで鷲わしづかみにされそうになる。へたをすると時間の問題だ。

　夕菜はふらふらと道路に出る。そして、こんなときに限って車のエンジンの音。

「……車!?」

　大型だが、平べったい車がこっちに来る。ひとけのない町だと思っていたが、一台だけ走っていた。

　止めようか。乗せてくれるように言おうかと、一いつ瞬しゆんだけ和樹の頭をかすめる。

　いや、それでところではない。夕菜は今にも、あれを呼び出す寸前なのだ。しかも、あの車を「自分たちの邪魔をするもの」と認にん識しきしているのだ。

　彼女が右腕うでを振りかざす。炎が球体を形作っている。一つだけではない。いくつも。

「やめ……」

　火球が、細い腕から放はなたれた。




　　　　○




　爆ばく発はつ音おんは、耳には届とどかなかった。だが彼は、ステファニーからの連れん絡らくによって状じよう況きようを聞いていた。

　彼女はこう伝えてきた。

「始まりました」

　彼はゆっくりとうなずいた。

「いいね」

「予定通りです。パーターの霧きりはうまく作さ用ようしています。十分以上かと」

「いいね、とてもいい」

　彼は子供みたいな、満まん面めんの笑みだった。

　椅い子すがぎしっと鳴った。彼はあの部屋にずっといた。窓の外には教会。

　ステファニーの光はずっと漂ただよっている。指し示じを待っているのか、無言のままだ。だが彼は今起こっていることに夢む中ちゆうだった。それほど待まち望のぞんでいたことだった。

「早く来て欲ほしい……彼女には」

　もはや彼は呟つぶやきを、隠かくそうともしなかった。







　第四章










　灼しやく熱ねつの火球は、ハンヴィーの後部に直ちよく撃げきした。テールが大きく振ふられる。

　なんとか体たい勢せいを保たもっていられたのは、ディステルの運うん転てん技ぎ術じゆつのたまものだった。だが二発目は防ふせぎようがない。

　今度はエンジン部に命中し、ごっそりとえぐり取った。

　ディステルはブレーキを力ちから一いつ杯ぱい踏ふんだ。

「降りろ！　狙ねらわれている！」

　言われる前から玖く里り子こが扉とびらを開けていた。速度が落ちるのを待って飛び降りる。続いて凜りん。最後にディステルが転ころがるように降りた。

　三発目はハンヴィーの中央に当たり、派は手でに燃え上がらせた。

「離はなれろ！」

　三人はできる限り遠ざかった。背後で爆ばく発はつ音おん。

　軍用自動車の破は片へんは百メートル以上も飛び散って、道路のあちこちに焦こげ目めを作った。

「全員無事か」

　ディステルが低い声で訊きく。

「ええ」

「はい」

　玖里子も凜も深しん刻こくな怪け我がはない。多少の擦すり傷きずだけだ。

「よし。武器は」

　玖里子はショットガンを手にしていた。握にぎりしめたまま飛び降りたのだ。凜が愛刀を放すことはない。

　ディステルも拳けん銃じゆうとサブマシンガンを持って出ていた。ただ、予よ備び弾だん倉そうがほとんどない。ハンヴィーと一いつ緒しよに吹ふき飛んでいた。

「最さい悪あくよりややましな程てい度どだな」

　自じ嘲ちようっぽくディステルが言う。

「カゼツバキ、見えたか？」

「ええ。魔ま法ほうですね」

「そうだな。ロケット弾だんみたいな火力だ」

　三人は建物の陰かげに伏ふせていた。さっきの魔法攻こう撃げきは進行方向左側から放たれた。彼女たちは右側に伏せている。再び濃こくなった霧きりのせいで、様子はうかがえない。

「……狙っているだろうな」

「近くにいますね。気配がします」

　凜が目を配りながら言った。この手の勘かんなら、彼女がいちばん鋭するどい。

「もっと離れろ」

　ディステルがＭＰ５のコッキングハンドルを引き、構かまえる。

「固まっていると全ぜん滅めつする。見失わない程度に分ぶん散さんするんだ」

　玖里子と凜は、言われたとおり距きよ離りを取った。

　相変わらず攻撃者の姿は見えない。続いての攻撃はないが、こっちからも手出しが出来なかった。

「恐おそらく一人でしょう」

　と凜。あまり大きい声は出せないので、聞こえるか聞こえないかの声せい量りようだった。

「二人いたはずですが、もう一人の気配がありません。仕し掛かけますか？」

　二人だとすると、かなり楽になる。数ではこちらが多く、魔法以外の武器もある。万が一相手に増ぞう援えんが来たらことだ。

「よし……」

　ディステルは素す早ばやく決けつ断だんした。

「私とカミシロで突つっ込こむ。カゼツバキは援えん護ごしろ」

　凜が刀を抜ぬいた。霧む中ちゆうでも薄うすく輝かがやいている。玖里子もショットガンを構える。人ひと影かげはほとんど動いていない。

「やるぞ！」

　ディステルがアスファルトを蹴けった。凜は身体からだを低くして駆かける。

　凜の方が早い。人影に届いた瞬しゆん間かん、日本刀を横に払はらった。刃やいばは返してある。峰みね打うち。

　空を切った。

　人影は瞬時に消しよう滅めつしていた。ブリキのゴミ箱が横よこ倒だおしになっているだけ。

「……幻げん覚かく!?」

　全すべて幻まぼろしだったのか。いや、違ちがう。まだ近くにいるはずだ。剣けん豪ごう少しよう女じよは頭を巡めぐらす。緑道の端はしに気配。

「そこ！」

　ディステルに聞こえるように叫さけぶ。ドイツ女性は間かん髪はつを入れずに発はつ砲ぽう。弾丸が空気を切り裂さく。

　悲鳴は起こらなかった。

「逃にげられた」

　ディステルが舌打ちした。人影はもうどこにもなかった。

　玖里子もやってくる。彼女に射しや撃げきの機会はなかった。

「相手、見えたんですか？」

　ディステルは首を振る。

「いや。勘で撃うった。女だったようだが……」

「私は少しだけ見ました」

　凜がぽつりと。

「あの動きは確かに女性でした。小柄で、髪かみを上げて……」

　剣豪少女の表情はこわばっていた。

「まるで夕ゆう菜なさんのような……」




　　　　○




　夕菜の放はなった火球は三発。全すべて命中して車両を燃え上がらせた。こんな攻撃を、和かず樹きは見たことがない。

　彼は夕菜の腕うでを引っ張った。

「止やめろ。駄だ目めだ、もうやめるんだ夕菜」

　現場から無理に引きはがす。緑道の外れまで連れていく。

「冷静になって。そんなことしちゃいけない」

　なんとか鎮しずめようと必ひつ死しになった。もう何度目になるのか分からない。

　夕菜の身体は震ふるえていた。恐きよう怖ふなのだろうか、おびえのようにも感じる。表情だけは裏うら腹はらに、怒いかりに満みちていた。

「嫌いや……」

　マグマのような吐と息いきが漏ゆれる。

「あいつら、引き離す気です……わたしと和樹さんを……」

「そんなことない。僕はここにいるじゃないか」

「倒さないと……！」

　和樹の言うことを聞いていない。もはやうわごとだ。恐れと怒りが彼女を突き動かしている。

　振ふり払われた。普ふ段だんの彼女からは想像もつかない力だ。あの禍まが々まがしいものはまだ出現していないが、いまにもこぼれ出そう。

　ふわっと、彼女の髪が浮うく。

　和樹は寒さむ気けを感じた。いまになってやってくる恐怖。

　なんとか自分を奮ふるい立たせようとする。夕菜をあのままにしては駄目だ。どうにかして抑おさえないと。

　走って近づこうとした瞬間、彼女は影になった。

「…………!?」

　実体がない。ただ像だけを残したようになっている。

　そこに人間が二人、突っ込んでくる。一人は背が高く、もう一人は小柄。小柄の方が足が速い。

　横よこ殴なぐりになにかを振るった。和樹にはそれが日本刀だと分かった。さらに発砲音。

　一瞬夕菜に当たったと思った。だが、どこにも姿はなかった。

「……消えた？」

　疑問で頭がいっぱいになる。

　すぐに振り払った。そんなこと考えている場合じゃない。夕菜を止めないと。あれが出てくる寸前なのだ。

　走ろうと思った。この際さい闇やみ雲くもでもいい。

　さきほど、夕菜に斬きりかかった人物がこっちを向く。遠くにいたが、ダッシュで接近してくる。

「何者だ!?」

　飛びかかられ、倒される。和樹は大人しくした。誰だれだか分かっている。むしろ安あん堵どしていた。

「大人しく……式しき森もり？」

　凜が驚おどろいていた。刀を突きつけるのも忘れている。

「式森か!?　こんなところに……」

　他にも二人、近寄ってきた。

「和樹なの!?」

　玖里子だ。なんだか懐なつかしい気すらする。もう一人はディステル。サブマシンガンを油ゆ断だんなく構かまえていた。
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「探したわよ……」

　玖里子は大きく安堵していた。凜も言葉には表わさないが、ほっとしている。

　再会を喜びたかったが、まだそうはいかない。

「夕菜ちゃんは？」

「さっき……凜ちゃんが斬りかかったのが」

　剣豪少女がこわばる。やはり知らずに攻撃していたのだ。

「しかし……夕菜さんはいなくなった」

「うん。僕もよく分からない」

「パーターが、力を貸しているのかもしれんな」

　ディステルが空を見上げてた。

「奴やつも倒さないと駄目だ。我々が不利になる」

　それから和樹をちらりと見て、

「ミヤマがどこに行こうとしていたか、分かるか」

「それは分かりませんけど……」

　和樹は今までの出来事を、ざっと説明した。

　所々端折はしよりながら、経けい緯いを伝える。ここが夕菜の住んでいた町であることは強調した。そして、どうやら「彼」もいたらしいということを。嫌な思い出が詰つまっていることは、あえて話さなかった。

「彼の目的はミヤマだ。今も、ここにいるだろう」

　ディステルが言った。それには全員同じ考えだった。

「でもなんで、ここに連れてきたのかしら」

　玖里子が疑問を呈ていする。

「彼とやらが夕菜ちゃんを必要なのは、なんとなく分かる。でもこの町じゃなくていいんじゃない。わざわざ連れてくる理由は？」

　彼女だけではない。凜も、和樹も思っていたことだった。

　昔の町まで引っ張ってきて、記き憶おくを掘ほり返すようなことまでしている。どれもこれも大変な手て間まだ。

　つまりそうする理由があるのだ。夕菜のなにかに関係する。

　多分、あの禍々しい力のためだ。身体に変化があったから、目もく論ろ見みは半分成功している。

　だがそれだけではない気もする。ここでなければいけないなにかがある。

　遠くから、重々しい音が聞こえてきた。なにかが転げ落ちている。

「落らく石せきだな」

　ディステルが呟つぶやいた。

「シキモリ、ここに来る前、トンネルを通ったか？」

「通りました」

「私たちもだ。山やま間あいの町なのだな。今のが本当に落石だとすると……」

　ほんの少しだけ、ドイツ美人の目が歪ゆがむ。

「閉じこめられたぞ。ここから出さないつもりだ」




　　　　○




　夕菜は駆かけ出していた。どこへ？　決まっている。自分の記憶にある全ての所だ。どす黒い想おもい出の舞ぶ台たいになったところ全て。

　頭の中にはステファニーの言葉が反はん響きようしている。ためらうな、ためらうな。どこかに暗示アンドイトウンクという単語が浮かんだが関係ない。ここは存在してはいけない町だ。

「Undine,Undine!」

　水流が出現する。いつもの薄うすい青ではなく、金きん色いろに光った水の妖よう精せい。牙きばと爪つめまである。

　ウンディーネは弾はじかれるようにして突つき進んだ。爪を振るって大きな民家を粉ふん砕さいする。

　あれは誰だれの家かしら。ああそうだ、アーチーだ。学校の理事長の息むす子こ。背が低くてニキビ面づらで、意い地じばかり悪い男の子。

　水の渦うずはアーチーの自宅を粉こな々ごなにすると、別の建物に突っ込んだ。アパート、食料品店、ドラッグストア。最初の数すう軒けんは知っている所。隣となりのクラスの女子。近所で噂うわさをしていた主婦の家。相そう談だんに乗ってくれなかった教師。

　だがそれも、数を重ねるうちにどうでも良くなってきた。破は壊かいの衝しよう動どうが上回りつつある。ウンディーネがガソリンスタンドを破壊したときには、歓かん喜きの声さえあげていた。

　ガソリンに引いん火かし、派は手でに燃えさかる。心の中のなにかが、喜き悦えつしているのが分かる。

　彼女は探し回った。どこだ。次に壊こわすべきものはどこにある。いいえそうじゃない。この町は全すべて破壊しなきゃ。一いつ片ぺんも残しちゃ駄だ目め。

「派手ですね、宮みや間まさん」

　ステファニーだ。今度は念ねん話わ。

「邪じや魔ましないで！」

　今の夕菜には、話をするだけでも妨ぼう害がいになっていた。

「そう怒おこらないで。あなたに教えてあげます」

「なにを……！」

「あなたの敵がいます」

「敵……」

　許せない。この町を守ろうとしている奴らか。外国人の少女一人守れなかったくせに、自分たちの身は可愛かわいいんだ。

　ウンディーネが吠ほえる。変へん質しつしきっていた。もはや精せい霊れい魔法でもなんでもない。

「どこ……敵はどこ……！」

「もうすぐ来ます。あなたのところへ」

「倒たおす……倒します……邪魔は絶対にさせない！」

　彼女の顔は、殺さつ意いに満ちている。

　再びウンディーネが吠えた。




　　　　○




　破壊音が聞こえてくる。一度だけではない、繰り返し建物を襲おそっていた。

「夕菜だ……」

　和樹は直感していた。

「夕菜ちゃんなの？」

　玖里子には信じられないようだ。無理もない。簡かん単たんに説明だけはしたが、それだけでは納なつ得とくできないものがあるのだ。

　和樹も信じたくはない。だがあれは、ただの事故なんかでは絶対にない。

　空の一角が明るくなる。なにかが燃えていた。

「ガソリンの匂におい……」

　凜が手で鼻を覆おおった。

「あっちに夕菜がいる」

　和樹は煙けむりの上がっている方向を睨にらんだ。

「止めないと……」

　駆け出した。いちいち「行こう」などと断ことわわらなかった。そんな暇ひますらないと、心が警告を発していた。

　残された三人も追ってきた。

　走るにつれ、町並みが崩くずれていく。文字通り破壊されているのだ。無事なところより、瓦が礫れきの方が多いくらいだ。

　夕菜の仕し業わざに違ちがいなかった。怒いかりにまかせ、なにもかも粉こな微み塵じんにしている。

　まだ間に合う。これだけの被ひ害がいにもかかわらず、和樹そう考えていた。あの禍まが々まがしいものは、完全には出現していない。あれが暴れたらこんなものではすまない。

　炎ほのおが見えてきた。ガソリンスタンドが燃えている。普ふ通つうは消火設せつ備びが整ととのっているはずだが、関係ないくらい破壊しつくされていた。

　夕菜の姿はない。どこかに行ったのだろうか。

　突とつ然ぜん、和樹の視界が金色になった。

　なんで金色にと考える暇もなかった。身体からだ全体に衝しよう撃げきを感じて、大きく吹ふき飛ばされたのだ。

　アスファルトに叩たたきつけられる。遠くなっていく意識をたぐり寄せ、なんとか目を開ける。

　黄金のウンディーネが暴れていた。

　ぽかんとした。ウンディーネは薄い青のはずだ。もっと流りゆう麗れいでスマート。これじゃまるで、怪かい物ぶつじゃないか。

　あの禍々しいものではない。だが力の一部を分け与あたえられていた。

　そして真下には、あの少女がいる。

「ゆ……」

　声をかけようとしたが、出なかった。

　全身からは金のオーラが立ちのぼり、どろどろとした破は壊かい衝しよう動どうを訴うつたえている。そのくせ顔面は白はく磁じのようで、髪かみはプラチナみたいに真っ白い。

　瞳ひとみは、まるで飢うえた獣けものだった。

「邪魔を……するな！」

「……僕だ！」

　かろうじてそれだけ言えたが、まるで伝わっていない。

　夕菜の号ごう令れいでウンディーネがこっちを向く。彼女以上に狂きよう気きに彩いろどられている。

　和樹を再さい認にん識しきした途と端たん、飛びかかってきた。

　水流が空気を切り裂さく。

「あつっ……！」

　一いつ滴てきだけ腕うでについた。それだけで皮ひ膚ふが焦こげた。熱ねつ湯とうどころではない。

　ウンディーネは真横のアスファルトに大穴を開けた。地面を食くい破やぶり、別の箇か所しよから出現する。えぐり取った水すい道どう管かんをばりばり喰くらい、破壊をまき散らす。

　夕菜は完全に和樹を敵だと思っていた。この町にいるものは敵。敵は倒さなければならない。ウンディーネは忠実に実行しようとしている。

　空中に飛び上がる。くるりと一回転すると、逆さか落おとしに突つっ込こんでくる。

　恐きよう怖ふで身動きが取れない。

「ひ……」

　目をつぶろうとした瞬しゆん間かん、ウンディーネが弾はじかれた。

「怪け我がはないか、式森」

　凜が眼前に立っていた。手には二尺二寸の日本刀。これで水の妖よう精せいを弾いたのだ。

「ウンディーネは私が防ふせぐ。お前は夕菜さんを助けろ」

「分かった」

「早く」

　ウンディーネが分ぶん裂れつする。三つに分ぶん散さんし、多方向から凜を攻せめる。

　剣けん豪ごう少しよう女じよはそれらを全すべて防いだ。目にもとまらぬ早さで刀を振ふるい、逆にダメージすら与えている。

　日本刀には魔力をまとわせてある。それがウンディーネとまともにぶつかり合っていた。

「はーっ！」

　凜が跳とんだ。







[image: ]







　和樹は戦せん闘とうをかいくぐるようにして、夕菜に近づいていった。彼女は微び動どうだにしていない。

　歯はを嚙かみ鳴ならしているように見える。

　顔が動いた。和樹の接近に気がついていた。

「また……妨害する気……」

「目を覚ますんだ夕菜！」

　和樹は怒ど鳴なった。

「これ以上暴れないでくれ。やめ──」

「黙だまれ！」

　憤ふん怒ぬに満みちた表情。

「この町は敵だ。破壊してやる。住んでいる奴やつらは、全員敵だ！」

「僕は敵じゃ──」

　ない、と言おうとしたが、届かない。

　彼女はものが見えているようで見えていない。怒いかりのあまり、「自分とそれ以外」になっているのだ。触ふれるもの聞こえるものが全て敵。

　帆はん船せんの中や山の中では、夕菜は和樹のことだけは分かっていた。和樹の言葉によって鎮しずまりもした。しかしこれはまるで違う。収まらないのだ。

「頼たのむ、聞いてくれ！」

「うるさい、死ね！」

「夕菜、君はこんなことしちゃいけないんだ！」

　ぴくり、と彼女の頰ほおが揺ゆらぐ。

　振り払はらうように、夕菜は音を立てて空気を吸った。

　雄お叫たけびが、山間の町に轟とどろく。

　ウンディーネがこうべを巡めぐらす。凜との戦いを中断し、空高く飛んだ。夕菜の元まで来ると、弾けるように霧む散さんする。

　夕菜が右腕を振った。霧きりとなったウンディーネが瓦が礫れきを巻き上げ、煙えん幕まくのように身体を包む。

　煙が収まったとき、夕菜の姿はどこにもなかった。

　和樹は愕がく然ぜんとしていた。あれは明らかに夕菜だ。だが、あんなのは夕菜ではない。

　何度かあの状態は目もく撃げきしている。だがこれは極きわめつけだ。

　刀を収めた凜がやってくる。遠くから玖里子とディステルも。

「ねえ……なによ、あれ……」

　玖里子の台詞せりふは、全員の気持ちを代だい弁べんしていた。




　　　　○




　夕菜は走っていた。瓦礫を蹴け散ちらし、塵ちり状じようのウンディーネをまとわせながら、頭を押さえていた。

　割れるように痛い。心臓は早はや鐘がねのように鳴り響ひびいているのに、頭ず蓋がい骨こつの中はずきずきしていた。

　何な故ぜだろう。さっきなにか言われてからこうなっている。あいつは魔法を使ったのか。あの少年は。どこかで見たことのある顔だった。そう思った瞬間、頭痛がしたのだ。

　原因が少年にあることは明白だ。あいつの台詞が引き金になったのだから。あんなどっかで会ったことのあるような、平へい凡ぼんな顔立ちの奴に。

　わたしの想おもい出に住み着いていた奴だろうか。この町の人間か。きっとそうにちがいない。でなければ、記き憶おくにあるわけないのだから。

　くそう、この町の人間め。くそう、この町の人間め。わたしが女だからって。わたしが英語ができないからって。わたしが外国人だからって。

　また吠ほえた。喉のどから血が出そうだった。

「あっはっは」

　笑い声が聞こえる。夕菜は振り返った。

「あなたは素す晴ばららしいです宮間さん。望むとおりにはなりましたか」

　ステファニーだった。もはや暗示でも念話でもない。姿を現し、面おも白しろそうに手を叩たたいている。

　夕菜は首を振った。まだです。まだ足りない。まだ破壊が足りない。

「そうですね。足りません。何故あなたは、全ての力を発はつ揮きしないのですか」

　再度首を振る。

「分かり……ません。壊こわしたいのに、全部無くしたいのに、なにかが邪じや魔まをしてるんです……なにかが」

「ははあ。なるほど」

　なにに気づいたのか、ステファニーは納なつ得とくしていた。

「ではもっと壊しましょう。もっと破壊を。そうすれば、宮間さんは導かれますから」

「…………？」

「あるところへ導かれます。そう、ある方が待っています」

　夕菜の全身から、ウンディーネの塵が消えた。それは安あん堵どの印だった。

　だが破は壊かい衝しよう動どうはいささかも衰おとろえていない。

　彼女は高く、どこまでも高く跳ちよう躍やくした。




「凄すごい高さ」

　ステファニーは折おれ曲まがりそうになりながら顎あごを上げ、空を見ていた。

「どんな衝動なんでしょう。あそこまで筋きん肉にくを変へん質しつさせるのは」

「学者にでもなったつもり？」

　振ふり向くと、愛あい想そのない女性が立っていた。栗くり色いろの髪かみに黒のパンツルック。左腕うでにはモーリス・ラクロアの腕時計。

「知らなかったんですかパーターさん。わたしは小さい頃ころ、医い者しやになりたかったんです」

「初耳ね」

　パーターはステファニーの隣となりに座すわった。崩くずれていく町を眺ながめている。

「酷ひどい有様ね」

「そうですね。でも、足りません」

「そうね」

「あのときに比べて。彼が言ってました」

　二人は瓦礫の山を見つめていた。これでもまだ、不足だという。

　また遠くで爆ばく発はつが起こった。今度もガソリンスタンドだろう。前よりも派手に黒こく煙えんを噴ふき上げていた。

「良く燃えています」

「車社会の悲ひ劇げきね」

　パーターはぼんやりとしていた。不意に口元に手をやり、激しく咳せき込んだ。

「大だい丈じよう夫ぶですか」

「……幻覚ジンネストイシユンクは、命を縮めるわね」

　そして破壊されつつある町並みを眺める。

「そうね。こんなものじゃすまなかったんだって。彼から聞いたことがある」

「わたしもです。いつも話してくれました」

「側そつ近きんのあなたは、いつでも聞けるのよね。妬やけるわ」

「長いつきあいだからと思っています」

　ステファニーがわずかに視線を動かす。

「……誰か来ました。この町の出入り口は全すべて？」

「封ふう鎖さしたわ」

「なら、式森さんのお友達でしょうね」

「ああ……」

　パーターが立ち上がった。

「まだ私の霧きりはもつわ。まだなんとかなる。だからってのんびりしている暇ひまは無いのよ」

「……行くのですか？」

「宣教ミシオーンは妹いもうとよ。殺されたままは悔くやしいじゃない」

「血は繫つながってないんでしょう」

「それでも妹」

　パーターの姿がぼやけた。もしかすると、初めから幻げん覚かくだったのかもしれない。

「ミヤマによろしく」

　その一言だけを残し、パーターは消えた。
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「夕菜を止めます」

　和樹は決意を繰くり返した。

「あんなのは夕菜じゃない。玖里子さんの見たとおりです。でも夕菜なんです。元に戻もどさなきゃいけない」

　他の誰にでもない。彼はその台詞せりふを、自分自身に向けていた。

「僕が初めてあった夕菜はあんなのじゃなかった。明るくて、まぶしくて、天使みたいだった。恐きよう怖ふに支配される娘こじゃなかった。破壊を喜ぶ娘じゃなかった。誰かがあんな風にしたんだ」

　誰だろう。答えはもう知っている。

　彼。

　名前のない存在。この男が夕菜をさらい、記憶をえぐり、化け物にした。

「倒たおすか」

　ディステルが言った。

「彼を倒すかシキモリ。お前は学生だ。手を汚よごす必要はない。それでもミヤマを救うか。彼を倒さない限り、物もの事ごとは終わらない」

「ええ」

　間かん髪はつを入れない。自明だ。

「それで夕菜を救えるのなら」

「……ふん」

　元賢人会議ワイズメン・グループのエージェントは、どことなく苦く笑しようしているように見えた。

「私の知る限り、シキモリという少年はもっと臆おく病びようだったが」

「今でも臆病です。怖こわいですよ、凄く。夕菜とまともにぶつかったら殺されるかもしれないし、彼だって……」

　和樹はふと、自分の手を見た。

　震ふるえている。

「でも、多分、やらなきゃいけないことなんです」

　両手を摑つかんだ。動かないよう、ぎゅっと。

「夕菜を救わなきゃ、どっかに行ってしまう。もう帰ってこなくなる。そんなことは……」

　嫌いやだ。

　苦しかった。

　目の奥おくが熱い。喉のどがからからだ。涙なみだが出てくる。

　それでも彼は、頼たよりない神しん経けいの、最後の一本にすがっていた。

　落ちないよう、しっかりと。

　ディステルは黙だまって懐ふところに手を入れた。

「これを持っていけ。役に立つか分からないが」

　拳けん銃じゆうだった。グロック・モデル26。強化プラスチックのフレームは、しっとりとしている。

「荒あら事ごとはカミシロに任まかせろと言いたいが、そうもいかないだろう。撃うちたくなったら引き金を引けばいい。あとは弾たまがやってくれる」

　そして彼女はきびすを返した。

「パーターを倒すのを忘れるな。あいつをこのままにしておくと、この霧は晴れない」

「ディステルさん？」

「悪いがこれでお別れだ」

「ディステルさん！」

　金きん髪ぱつの女性は振り向かない。一歩一歩、彼らから遠ざかっていく。

「邪じや魔まが入ったんだ。お前たちには戦わせたくない相手だ。片がついたらまた会おう」

「片……？」

「達者でいろ。日本語ではこう言うんだろ」

「ディステルさん、どこへ……」

　彼女はもう、返事をしなかった。




　ディステルは町から離はなれるように歩いた。どこでも良かったが、あまり中心部で戦う気が起こらない。閉じこめられているとはいえ、場所くらい自分で決めたかった。

　住宅がまばらになってきたところで、足を止める。

「出てこい」

　虚こ空くうに声をかけた。

「さっき襲おそわなかったところをみると、お前もやはり教師に戻ったか」

「……教え子の前では戦えない、とでも」

「違ちがうのか」

「どうだろうね」

　すっと目の前がかげる。

　目ま深ぶかにかぶった山岳猟兵カルストイエーガーのレプリカ帽ぼう子し。薄うす汚よごれた黒っぽいジャケット。欧おう州しゆう時代と変わらぬ、獲え物ものを狙ねらう目つき。

　伊い庭ばかおりだった。

「この町、塞ふさがれているはずなのに、良く入ってきたものだ」

「黒い森シユヴアルツヴアルトで獲物を追っている狩人イエーガーには、なんてことない」

　かおりはなにも手にしていない。ジャケットにも銃じゆう器きを隠かくしているように感じられなかった。

　ディステルはＨ＆Ｋ・ＭＰ５サブマシンガンを持っている。

「彼を殺す。ディステル、そこを通せ」

「通したら、シキモリたちに恨うらまれる」

　かおりの瞳ひとみが細くなる。ディステルは続ける。

「お前は彼を追う。邪魔者は全すべて打ち倒す。違うか」

「そうだ」

「ならばシキモリも倒すだろう。ミヤマをさらい、彼と戦う。その途と中ちゆうでカゼツバキは死ぬかもしれんし、カミシロも斃たおれるかもしれん。お前はそうなっても気にしない。ドレスデンでもそうだった」

「わたしは吸血鬼ヴアンピーアなんだよ」

　かおりは吐はき捨すてるように言った。

「人を教えるのが商売じゃない」

「ドレスデンで死んだのは、賢人会議ワイズメン・グループのエージェントが六人、一いつ般ぱん市民が十四人だ。全員お前の巻まき添ぞえになった」

「違う。十七人だ」

　冷たい声で返す。

「四人は子供だった」

「お前の首から上は返り血で真っ赤だったな」

「人のこと言えるのか、血まみれデイ・ブルーテイヒディステル。手は真っ白じゃないだろう。ドレスデンで十人は殺やっている」

「……そうだな」

　ディステルはサブマシンガンを構かまえた。

「言い訳しようとは思わない。私の手は赤く染まっている。詫わびるべき相手も冷つめたい土の下だ。だがなカオリ、この瞬しゆん間かんだけは損そん得とく抜ぬきだ。人助けも悪くはない」

　銃口をかおりの頭にポイントする。銃身の短いサブマシンガンとはいえ、外はずしっこない距きよ離り。

「ディステルともあろうものが、ヤキが回ったな」

「知ってる。帆はん船せんのときからな」

　引き金を絞しぼった。

　９ミリ弾だんは一秒間に十三発放たれる。全てがかおりの頭めがけて突つき進む。

　命めい中ちゆう寸すん前ぜん、女教師の身体からだが消えた。

　見失ったと悟さとった瞬間、ディステルは真横に飛び退すさった。今まで立っていた地面が、爪つめ痕あとのようにえぐり取られる。

　かおりが着地していた。上空から両足で穴を空あけたのだ。銃弾を避よける俊しゆん敏びん性せいと、アスファルトをえぐる打だ撃げき力りよく。これは人間のパワーなのか。

　ディステルが銃を向け、また発はつ砲ぽう。さらなる至し近きん距離なのに、これも全てかわされる。

　かおりが迫せまってくる。手の中がキラリと光る。軍用ナイフだ。肉にく弾だん戦せんを狙ねらっていた。

　銀色の刃やいばが、ディステルの鼻先をかすめた。

　ディステルはサブマシンガンを顔面にかざした。ナイフがそこに食い込む。かおりの動きが一瞬止まったところを見計らい、右足で蹴けり。

　バックステップで避けられた。ディステルは銃に固こ執しつせず、そのまま投げつける。

　とっさのことに、かおりはたたらを踏ふんだ。ドイツ美人はその隙すきに後こう退たいした。あえて逃にげるようにして、離れる。

　かおりが嘲ちよう笑しようした。

「落ちぶれたなディステル。以前のアンタじゃなくなった」

「いいや」

　彼女は答えた。

「私は私だ。自分自身の力に巻き込まれるのは御ご免めんでね」

　瞳に力を込める。全身に熱気と高こう揚よう感かん。髪かみの毛が逆立つ。

　あたり一面が発火した。視界が真っ赤に染まる。彼女の魔法『灼熱グルーヘン』は、炎ほのおの真ん中にかおりを捕とらえていた。

　火ひの粉こが竜たつ巻まきのように立ちのぼる。かすかに人間らしきものが、中央でのたうち回っていた。それも燃え尽つきようとしている。

　いや。

　誰か歩いてくる。あの高熱の中から、身体の火の粉を払はらいながら、確実に近づいてくる。

　ディステルは慄りつ然ぜんとしていた。

「カオ……リ」

「もったいないことさせんなよ」

　かおりはちらっと背後を振ふり返った。

「あのジャケット、背中にラクーン市警察って書いてあったんだぜ」

　ディステルはもう一度灼熱グルーヘンを発はつ動どうさせようとする。それよりも早く、かおりは視し界かいから消える。

　腹ふく部ぶに痛つう烈れつな衝しよう撃げき。かおりの手しゆ刀とうが食い込んでいた。

「ぐ……」

　ディステルはかろうじて失しつ神しんを耐たえた。自分で唇くちびるを嚙かみ、意識を引き戻もどす。

　右みぎ膝ひざを突き上げて反はん撃げき。当たりはしなかったがかすった。そのまま身体を低くして、左足を回転させて足払い。かおりがバランスを崩くずしたところを狙い、喉のど元もとに拳こぶしを突き立てようとする。

　はねのけられた。だがもう一方でその手を摑つかむ。

　身体を反転させ、背負い投げ。

　かおりは強引に離れると、受け身を取りつつ転がった。

「やるねえ、ディステル」

　せせら笑うというよりは、本気で感心していた。

「ストⅡの最初のバージョンを思い出したよ」

「一応、元エージェントなのでね」

「はは。そいつは悪かった」

　かおりが目線を動かす。どこかで爆ばく発はつ音おんがした。

「あんまり時間がない」

　教師で狩人イエーガーの女性は、軍用ナイフを構えた。

「決着をつけようか」

「そうだな」

　ディステルは再び瞳ひとみに力を込めた。
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「夕菜ちゃんがどこに行ったのか調べないと」

　と玖里子は言った。

「分かるのですか？」

　凜の疑問に、彼女は遠くを指さした。

「あそこらへんね」

　爆発が起こり、煙けむりが上がっているところだった。

「あっちこっち壊こわしているから、探すのはむしろ楽。音楽鳴らしながら歩いているようなもんよ。夕菜ちゃんのとこに行くまで、一ひと波は乱らんありそうだけど」

　忘れがちになるが、ここは敵の領りよう土どなのである。彼のいる地。

「助け出しても、パーターを倒たおさなきゃ幻げん覚かくは解とけないでしょ。ステファニーとかもいるし、彼とやらはボス。うまく脱だつ出しゆつできるかなんて、ディーラーがインチキしているポーカーで勝てっていうのと同じね」

「確かに」

　剣けん豪ごう少しよう女じよがうなずいた。

「ですが他に道はありません。自分たちを信じましょう」

「そうね。でも一番の問題はね、やっぱり夕菜ちゃんよ、頭に血が上っているのを説得して、元に戻して連れて帰るんだから」

　玖里子は和樹に、

「できる？」

「やりますよ」

　和樹は即そく答とうした。

「こうなったら、できるできないじゃないです。やるかやらないかです。やります」

　他の選せん択たく肢しはありえなかった。

　ここに来るまで、和樹はなにもできなかった。他人のすることを、指をくわえて見ているほかなかった。そして夕菜の破は壊かい衝しよう動どうを止められなかった。

　とならばせめてこの瞬しゆん間かんだけでも、なすべきことをしたかった。できるかできないかではない。やらずに逃にげ出すことは、あり得ないのだ。

　玖里子は軽く拍はく手しゆをした。

「男の子って格かつ好こういいわね。葵あおい学がく園えんでもやるとモテるわよ」

「行きましょう」

　三人は駆かけ出だした。

　霧きりはかなり薄うすくなりつつあった。一時期よりは遠くまで見通せるようになっている。

「チャンスですね」

　と凜。

「夕菜さんに追いつけます」

「運が上向きよ。パーターの魔ま法ほうが弱まっているのかも」

「そんなことないわ」

　頭上から声がした。

　なんと街灯に足を乗せ、女性が立っていた。ポケットに手を突つっ込こみ、まるでサーカスの曲きよく芸げいだ。

「力を小さくしただけ。わたしが弱くなったなんて、聞きき捨ずてならないわね」

　パーターはふわりと浮うかび、静かに着地した。

「学生だからって、わたしは手て加か減げんしないから」

　凜が油断なく腰こしを落とした。慎しん重ちように鯉こい口ぐちを切っている。玖里子はポケットから霊れい符ふを取り出した。

　和樹を見ないで言う。

「先に行きなさい」

「え？」

「あんたが夕菜ちゃんを捕つかまえに行くの。ここは面めん倒どうなことになりそうだから、あたしたちに任せればいい」

「でも……」

　玖里子の台詞せりふが固くなった。

「二度と同じことを言わせないで」

「……分かりました」

　和樹は軽く頭を下げた。

「玖里子さんと凜ちゃんも、早く来てください。必ず」

「ええ。行きなさい」

　和樹は走りだした。パーターはちらっと眺ながめただけで、追わなかった。

「……見み逃のがしたわけじゃないの」

　栗くり色いろの髪かみの女性は、淡たん々たんとした口調だった。

「わたしの中では、あなたたちの方が優先順位が高いのよ」

「喜ばないが──」

　凜が日本刀の柄つかに手を添そえる。

「理由を訊きこうか」

「ミシオーンって知ってる？　わたしの義理の妹。古くさいけど、仇あだ討うちね」

「なら私たちは夕菜さんのために戦う。照れくさいが」

「はっ……」

　パーターが軽く笑う、同時に凜がアスファルトを蹴けった。

　縮しゆく地ちとも思える距きよ離りの詰つめ方かた。彼女の瞬発力は魔力ではなく、実じつ戦せんで鍛きたえ抜ぬかれたものだ。実じつ家かで魔ま物もの退たい治じを繰くり返すことにより、最さい適てきな攻こう撃げき方法を身につけている。

　攻撃範はん囲いに入ったと感かん知ちするや、抜ばつ刀とう。

　銀色の刃やいばが一文字を描えがく。

　パーターが身を翻ひるがえした。栗色の髪の毛が切せつ断だんされる。彼女は腕うでを大きく振ふり、バック転をした。

　凜は攻撃の手を緩ゆるめない。息を吸い、二撃、三撃と連続して仕し掛かける。そのつどパーターは後退していった。

　ついに刃が、エージェントの襟えり元もとを捕とらえた。

　服が切り裂さかれ、小さく血が飛ぶ。かすり傷程度だったが、ダメージを与あたえていた。

「やるわね、サムライガール」

　パーターは指ゆびで血をぬぐい、口元に持っていく。

「その容よう姿しと腕なら、ハリウッドで食っていけるわよ。そういうの流は行やるから」

「映画には興味がない。映画研究会にも誘さそわれたが、入らなかった」

「そうね。ここで死ぬんだから、どこに入ろうが関係ないわね」

　パーターの眼めが、くっと吊つり上がる。

　それが合あい図ずだったかのように、霧が動いた。一部が集まり形となって、生き物のようにじわりじわりと凜へ迫せまっていく。

　凜は飛び退すさり、日本刀を振るった。霧を何度も斬きりつける。

　手て応ごたえがない。

「無む駄だよ」

　パーターが言い放った。

「幻覚ジンネストイシユンクだけがわたしの武器じゃない。応おう用ようも利きくの。コンゴで使ったときは、反政府軍一個中隊を喰くらってやったわ」

　霧は人ではない。不ふ定てい形けいだ。それだけに攻撃してもダメージは与えられず、たとえ散ちらしてもまた集まる。物理的なアタックはまるで利かないのだ。

「くっ……」

「霧デア・ネーベルのパーター。血まみれデイ・ブルーテイヒディステルほどじゃないけど、知られているの」

　霧がざわめく。凜を取り囲み、押おしつぶそうとしている。見ているだけでも息が詰まるような圧あつ迫ぱく感かん。

　だが剣豪少女の瞳ひとみは、まだ死んではいなかった。

　刀を青せい眼がんに構えると、眼をつぶった。

「臨りん、兵ぴよう、闘とう、者しや、皆かい、陣じん、裂れつ、在ざい、前ぜん！」

　急きゆう激げきに魔力が高まる。刃が光り、切っ先から柄までが輝かがやいていく。

　霧が圧力を増した。凜を締しめつけようとする。

「させん！」
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　手て首くびを返し、斬る。

　刃に触ふれた途と端たん、霧は破は裂れつした。霧散ではなく消しよう滅めつ。蒸じよう発はつし、この世から消えて無くなる。凜の周囲に、ぽっかりと空間ができた。

「おや」

　パーターが感かん心しんした。

「たいした技わざね。香港ホンコンの警察に、似にたような技を使うのがいたわ」

「もう霧は利かない。分かったらここを通せ」

　凜が睨にらみつける。パーターは不敵に笑う。

「そんなことないわ。利かないなんて」

　霧が再び動き出した。

　今度はよりいっそう薄うすくなり、しかも地面に沈しずむ。消えた、と思った瞬間、一いつ斉せいに湧わきだした。

「……なっ」

　剣豪少女の足あし下もとから蒸気のように霧が吹ふき出す。いくつかは刀によって消滅したが、残りは凜の身体からだにまとわりつく。

　いきなり、霧が固体化した。手足に縛いましめとなって絡からみつく。

「こういうこともできる。応用技術は大切ね」

「く……」

「まだあるのよ」

　霧のいくつかが、槍やりに変化した。クリーム色の槍騎兵ランサーたちが、凜を取り囲む。

「穂ほ先さきは硬こう質しつ。潜せん水すい艦かんの外がい殻かくにだって穴を開けられるわ」

　凜が歯を嚙かみ鳴らす。抜け出したいが、どうにもならない。

　パーターは咳せき込んだ。その瞬間だけ弛ゆるんだが、すぐに元に戻もどる。

　勝利の笑えみを浮うかべていた。

「死になさい」

　槍が小こ柄がらな身体を貫つらぬいた。




　　　　○




　夕菜は全ぜん力りよく疾しつ走そうを続けていた。光の粒つぶとなった精せい霊れいたちは、時折形となって、周囲を破は壊かいしていく。

　目に見えるものは全部敵だった。人かどうかすら関係がない。ここにある物、歴史、時間、全すべてが憎にくかった。

　彼女の心には穴が開いていた。アメリカの生活で、無理矢理開けられた穴だ。なにか埋うめるものが欲ほしい。今は衝しよう動どうの赴おもむくままに瓦が礫れきを作り上げ、心を埋めようとしていた。

「────！」

　地面にひびが入る。街灯が倒たおれ、水道管が破は裂れつし、家が傾かたむく。

　そして崩くずれ落ちていく。

　彼女の通ったあとには、恐おそるべき爪つめ痕あとしか残っていない。

　はーっ、はーっ、はーっ。

　息は上がる寸前だった。酸素が足りなくなり、肺はいと心しん臓ぞうは悲鳴をあげる。それでもなお、この町を粉々にしたかった。

　眼前には住宅が並んでいる。どの家も古ぼけてはいるが、それぞれに個性があって、住んでいる人間は幸せそうだ。きっと、先せん祖ぞ代だい々だい引き継つぎ、手入れをしてきたのだろう。

　夕菜にとっては、それも憎しみの対象だ。

「Salamander!」

　精霊たちが集結し、炎ほのおの竜りゆうとなって暴れ回る。口としっぽの火か炎えんによって、次々に火がついていく。

　熱気が夕菜の顔を叩たたく。火の粉が飛び回り、髪かみを焦こがす。

　それらが彼女の心の空間を、ほんの少しだけ埋めた。

　まだだ。まだ足りない。どうしてこの町はこんなに空むなしいんだ。こんなに寂さびしいんだ。こんなに意味がないんだ。

　理由は分かっている。

　破壊が足りないからだ。壊こわして壊して、壊す。それこそが自分の、失われた時間を取り戻す唯ゆい一いつの方法。

　ザラマンダーが暴れる。触れるものをことごとく発火させ、一面を火の海にしていく。

「まだです……」

　夕菜の声は嗄かれていた。炎が喉のどから水分を奪うばっていた。

「まだですまだですまだです！　ザラマンダー！　四大精霊の王！　灼しやく熱ねつの竜りゆう神じん！　全てを荒こう野やに変え、地じ獄ごくとせよ！」

　炎の竜が火炎をまき散らす。火は次々に燃え広がり、町を焼き尽つくそうとしていた。

　町の焼ける匂においが鼻につく。いい匂いだった。かぐわしい香かおり。

　ふと、前方を見た。

　破壊されつつある住宅の中で、ぽつんと無傷の家が残っていた。こぢんまりとした、あまり大きくない造り。

　ここもか。夕菜は思った。ここもわたしをあざ笑おうとするつもりか。ならば一片も残らないようにしてやる。

　ザラマンダーを呼び寄せる。上空から炎の塊かたまりとして直ちよく撃げきさせるつもりだった。天を貫つらぬくキノコ雲ぐもにしてやろう。

「Sa...」

　攻こう撃げきを命じようとして、止やめた。

　見覚えのある家だった。どこか、懐なつかしい。

　夕菜はゆっくり歩いた。敷しき地ちの中にはいる。貧ひん弱じやくな敷石。壊れかけた郵ゆう便びん受け。素そっ気けない玄げん関かん。

「ここ……わたしの……家」

　扉とびらに手を触れる。鍵かぎはかかっていなかった。

　足を踏ふみ入れた。

　変わっていない。食事をしたダイニング。走り回った廊ろう下か。昼ひる寝ねをしたリビング。

　一人ぼっちだった自分の部屋。

「yuuna」と書かれた扉があった。

　そっと開ける。

　絨じゆう毯たん。小さなベッドに机つくえ。絵本と画が用よう紙し。ぬいぐるみ。幼い頃ころ、自分の全てだった空間。変わっていない、あのころのままだった。

（変わって……ない？）

　怒いかりに満みちていた心が、少しだけ落ち着く。

　昔と同じ部屋。配はい置ちも、色も、空気すら同じ。自分の記き憶おくとぴったり一いつ致ち。

（どうして……こんなに……）

　一いつ緒しよなんだろう。誰だれかがそうしたのだろうか。あの頃を思い出すように。

　あの頃は一人だった。大好きだった両親は仕事で遠くに行き、いつも孤こ独どくだった。その気持ちを慰なぐさめてくれたのは、似にた境きよう遇ぐうの少年。彼がいた。

　少年の家は、自分の隣となり。

　はっとして、窓から覗のぞく。ずっと続いた破壊にもかかわらず、隣りん家かも無事だった。

　そしてそこに、一人の少年がいた。

　こっちを眺ながめている。じっと夕菜を見ている。あの頃のままの瞳ひとみで。

　部屋から飛び出した。

　出るときに、なにかが引っかかって、なにかが床ゆかに落ちた。でも気にならない。あそこに行かなければならないのだから。

　会いたい。少年に会いたい。わたしに会いたいと聞いた。わたしも会いたい。あのときの彼ならば。

　隣家に入った。扉をいくつも開き、端はしの部屋へ走る。夕菜がいつも窓から見ていた部屋。

　真っ白な扉を開けた。

　ここには入ったことがない。いつも別のところで遊んでいたからだ。「今度僕の部屋においでよ」と彼は言い、彼女は約束した。だがそれは、両親と食事に行ってしまい、果たせなかった。

　だけど今、ここにいる。

　彼は椅い子すに座すわっていた。子供用の、小さな椅子。

「やあ、夕菜」

　その言葉は、昔と全く変わらなかった。
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　和かず樹きの前に立ち塞ふさがったのは火か炎えんだった。燃えさかる町並み。灼しやく熱ねつの木々。

（夕ゆう菜なの……力……）

　どれだけの魔ま力りよくを放ほう出しゆつしているのだろう。葵あおい学がく園えんでも一、二を争う力の持ち主だ。ためらうことなく使用すれば、ここまでになるのか。

　だがまだ本気ではない。あの禍まが々まがしいものが出ていない。

　防がなければ、夕菜が本当の怪かい物ぶつになる前に、助けなければ。

「あつっ」

　火の粉が飛んでくる。避よけて走るだけでも一苦労だ。

　夕菜はどこにいるのか。きっとこの炎ほのおの中心だ。和樹には確信があった。

　咆ほう吼こうがする。上を見ると、炎の化身が飛び回っている。ザラマンダーだ。夕菜が作り上げたのだ。

　なら、確実にこっちにいる。

　走っていると、瓦が礫れきが増えてきた。眉まゆをひそめる。ここの破は壊かいは一番酷ひどい。多分住宅街だが、そう言っていいのか分からない。文字通り、跡あと形かたもないところもある。

　中に、無傷の住宅があった。

　ここだけまっさらだった。新築ではないが、他に比べて傷がない。ザラマンダーにも、ウンディーネにも狙ねらわれていなかった。

　和樹は走るのをやめる。郵便受けの横に、小さな看板がかかっていた。木もく製せいのプレートで、手作りらしいロゴが貼はりつけられている。

　MIYAMA

　宮みや間ま。夕菜の住んでいた家だ。

　息を吐はいた。この時だけは熱さを忘れた。

　彼女はここで暮くらしていた。ここで遊び、笑い、そして泣いた。忘れようと封ふう印いんしていた記き憶おくの場所。

　入りたいと思った。夕菜の場所を知りたい。彼女の生まれたところを。

　正面の扉とびらを、ゆっくり開ける。

　普ふ通つうの造りだった。アメリカのテレビドラマにあるような間ま取どりで、廊ろう下かが薄うす暗ぐらい。天てん井じようが高いのも洋風だ。

　廊下の奥おく、部屋の扉が開けっ放しになっていた。そろそろと足を踏ふみ入れる。

　小さな部屋だ。高こう級きゆうそうな家か具ぐもなにもない。全すべての造つくりがこぢんまりとしている。

（子供部屋……）

　夕菜の部屋だ。

　荒あれてはいないが、椅子が動いている。直前まで人がいたのだろうか。しかし確かく信しんはない。なにしろ、人の気配なんて、熱ねつ気きで分からないのだ。

（どこに……）

　こつん。なにかが足に当たる。

　彼は腰こしをかがめた。アクセサリーが落ちている。拾ひろい上あげた。

　銀ぎん色いろの鎖くさり。先についているのはラテン十字。

「僕が……あげた……」

　間ま違ちがいない。さっきまで夕菜がいたのだ。でもどこへ。

　はっとして顔を上げた。

　窓の外、隣の家に誰かがいる。わずかだが人ひと影かげが動いていた。

　窓まど枠わくに手をかける。二、三度揺ゆさぶって、乱らん暴ぼうに開けた。

　隣家にいるのは少女。髪かみを二つに縛しばったあの女の子。あともう一人。かすかに見えた姿は男。

「夕菜！」

　恐おそらく聞こえなかっただろう。しかし彼は叫さけんで、飛び出した。

　芝生しばふを駆かけ、小さい窓に飛びつく。拳こぶしを叩たたきつけて割った。身体からだのあちこちに細かい傷きずをつけながら、中に入り込む。

　一人だけいた。女の子。椅子に座り、和樹を向いて微ほほ笑えんでいる。

「和樹さん」

　もはや懐なつかしさすら感じる声。

　彼はためらわず懐ふところに手を入れ、拳けん銃じゆうを抜ぬいた。身体の中央に狙ねらいをつける。

「おや、バレてしまいましたか」

「声だけで騙だまされるもんか」

　和樹の言葉に、ステファニーは舌を出していた。




「しまってくださいませんか、そんな怖こわいもの」

　和樹よりずっと背の低い少女は、そう言った。

　むろん、はいそうですかと従したがうわけにはいかない。

「夕菜はどこだ」

「式しき森もりさんが撃うっても、どうせ当たらないでしょう」

　見み透すかしたような口調だった。

　和樹は黙だまって拳銃をしまった。彼女の言葉通り、射しや撃げきにはまったく自信がなかった。

「どうも。銃に見られたままでいるのは、居い心ごこ地ちが悪くて」

「夕菜はどこにいるんだ」

　ステファニーは苦く笑しようする。

「安心してください。無事でいますから」

「当たり前だろ」

　彼女が傷つくなんて信じられない。もしそんなことがあったら、この連中を許ゆるすことは絶対にできない。たとえ自分が無む力りよくであっても。

　目の前の少女は表情を変えなかった。

「絶対に無事です。彼は宮間さんを傷つけることはしません。誰かが手にかけたら、生かしておかないですよ。それがわたしでも」

「…………」

　噓うそを言ってるようには聞こえなかった。

　ステファニーは立ち上がろうとしていた。

「座すわります？」

　黙って首を振ふる。彼女は座り直した。

「そうですか。じゃあ、わたしの手を取ってください」

　白はく磁じのような手のひらを差し出す。

　和樹は戸と惑まどった。

「早く」

　訳が分からないながらも、ステファニーの右手をそっと摑つかむ。

　突とつ然ぜん、ぐっと握にぎり返された。

「なにを……」

「目を見て」

　思わず瞳ひとみを覗のぞき込む。深い緑色だ。奈な落らくに落ちるような、危険な感じすらある。眼がん球きゆうの奥からなにかが、手て招まねきしているようにも見える。

「わたしの声、聞こえますね」

「……うん」

「無意識に返事をしていた」

「これからも聞こえます。聞こえなくなっても──」

　なにかが耳の奥まで届いた。

　パン、と音がして、和樹は正気に戻もどった。ステファニーが手を叩いていた。

「ごめんなさい式森さん」

「……なにが……」

「夕菜さんのことを聞きたいのでは？」

「……そうだ、教えてくれ」

「あの人はここにはいません」

「じゃあどこに」

「教えられません。今はまだ、ですけど」

　和樹は怪け訝げんに思った。

「じゃああとになったら知らせてくれる？」

「そうです。彼と夕菜さんの間で、大事なことがありますから」

「大事……？」

　ステファニーはゆっくりと、自分の心しん臓ぞうを指さした。

　我われ知しらず、和樹は椅い子すを蹴け飛とばした。

「まさか……」

「そう。夕菜さんの心にある禍まが々まがしいもの。あれをね」

　外に出すのか。

　あれを出せば、夕菜は夕菜ではなくなる。悪あく魔まとすら称しようされていたのだ。今はまだ表に現われていないが、もし出るようなことになったらどうなるのか、想そう像ぞうの埒らち外がいだ。

　和樹は再び拳銃を構かまえた。

「やめろ！」

「彼に言えばいいんじゃないですか」

「じゃあ案内しろ。彼のところまで」

「ですから、あとで」

　ステファニーは、聞き分けの悪い子供を諭さとす保ほ母ぼさんのように喋しやべった。

　確かに今の和樹は、聞き分けが悪かった。だが良くしていられないのだ。一いつ刻こくを争あらそう。あの悪魔が出現する前に、なんとかしなければ。

　安あん全ぜん装そう置ちを外す。場所は聞いていなかったが、多分親指の位置にあるこれだ。

　しっかりとステファニーにポイントした。

「案内するんだ」

「……なんてしつこい」

「いくらだってしつこくなるよ。夕菜を助けるためなら」

「本気ですか」

「本気だ」

　彼女は和樹の顔をじっと見つめ、深くため息をついた。

「分かりました」

「早く案内しろ」

　今度は本当に、少女は立ち上がった。

「こっちです……なんて、言うと思います？」

　ステファニーの瞳が、かすかに光る。

　突とつ然ぜん、和樹の全身がこわばった。

　硬こう直ちよくした。筋きん肉にくがきしみを上げ、まったく動かなくなる。体中をセメントで固められたみたいだ。

「手て荒あらなまねはしません。どうか大人しくしてください」

「う……撃つぞ」

「どうぞ。撃てませんよ」

　引き金は指はかかったままだ。引こうとしたが、まるで反応しない。

「わたしの暗示アンドイトウンクは、犬いぬや猫ねこでも利ききます。人間なんて簡単なものです」

　その声も、ただ聞こえるだけだ。ステファニーは横に回ってしまい。姿が視し界かいにない。眼球も微び動どうだにしなかった。

「聞き分けがよければ、こんなことする必要もなかったのですけど。仕方ありませんね」

　足音が遠ざかる。ステファニーは部屋から退たい出しゆつしようとしていた。

「わたしはこれで。時間が来れば硬直は解とけますから、それまでここにいてください。彼から自由に使っていいと言われてます。もっとも──」

　扉とびらが開く音がした。

「意味のないものばかりですけど」

　閉じられた。

　和樹は不自由な目で見回した。なるほど、確かに子供向けの家か具ぐとおもちゃばかりだ。大人とは言わなくても、高校生でも意味はないだろう。

　だがここに住んでいた、「彼」には想おもい出の品ばかりではないのか。さっきまでステファニーが座すわっていた椅子も、ずっと以前からありそうだ。

　それにしても、まるで身動きができないのはたまらない。脳のうと筋肉が別物になった気がする。なんとか身体からだに命じても、ちっとも言うことを聞こうとしない。かろうじて、左手だけがわずかに動いた。

「いたっ」

　ちくっとした。その左手だ。

　見られないので手でまさぐる。そういえば、左手になにか持っていたんだった。

（これは……）

　棒ぼうが縦たてと横よこに組み合わさったアクセサリー。十じゆう字じ架か。さっき拾ったものだ。

「夕菜にあげた……くっ」

　なんとか力を込めて、握にぎりしめる。緩ゆるい。もう一度。まだ駄だ目め。もう一度。

「いてててっ！」

　十字架が手のひらに刺さり、悲鳴と共に暗あん示じが解とけた。力が抜ぬけて、思わずへたり込む。

　膝ひざをついたが、横たわらないように堪こらえた。ここで休きゆう息そくしてしまっては間に合わない。夕菜を助けなければ。

　だが、彼女はどこに。

　ステファニーは「あとで」とだけ言って教えてくれなかった。町の中のはずだが、どこかは不明。

　頭がちかちかしてくる。悔くやしさと情けなさが同時にこみ上げる。やっとここまで来たのに、なんで。

　ふと、椅子が目に入った。

　ステファニーはずっと座っていた。そういえば、どうしてなのだろう。子供用で、小こ柄がらな彼女でも座り心地は悪そうだった。しかも和樹にも勧すすめていた。

　椅子の向いている方向はどこだ。窓。そこから建物が見える。

　どっしりとした茶色い建造物。古くはあるが威い厳げんあるたたずまい。

　教会。

　屋根の上には十字架が輝かがやいている。

　和樹は手の中のアクセサリーを見つめた。

　同じ形だった。




　　　　○




　霧きりが変化した槍やりは、紛まぎれもなく剣けん豪ごう少しよう女じよを貫つらぬいた。四方八方から伸のびた穂ほ先さきが、胴どう着ぎを穴だらけにする。

　つい、とパーターは目を背そむけた。

「……可愛かわいい女の子が死ぬところって、見てて気分のいいものじゃないわ」

「じゃあ、こんなことしなきゃいいんじゃない？」

　その声に、パーターは向き直る。

　凜りんのはずだった身体は、崩くずれ落おちると同時に、人型の紙し片へんに戻もどりつつあった。身代わりを槍は貫いていた。

　霧の中にいるのは玖く里り子こ。指に霊れい符ふを挟はさんでいる。

「剪紙成人ジエンジシエンレン。高こう難なん度ど魔ま法ほうなだけあって、見抜けなかったみたいね」

「……本ほん省しよう人じんだったのか」

「残念。台たい湾わんじゃなくて純日本人」

　霧の中にもかかわらず、霊符が赤く光る。玖里子の指からするりと抜け出ていく。

「今度はこっちの番よ」

　複雑な文もん様ようが描えがかれた紙片が急速に変化する。

「戦え、成獣ジエンゾウ！」

　霊符は四よつ脚あし、爪つめと牙きばを持った獣けものとなった。合計八頭の猛もう獣じゆうが、素す早ばやい挙きよ動どうでパーターを取り囲む。

　パーターが顔を歪ゆがめる。

「霊符使い。しかも剪紙ジエンジ。ノネより魔力は上か……！」

「あっちは布、あたしは紙よ。いけ！」

　猛獣が飛びかかる。パーターは霧を集中させ、自分の回りで防ぼう護ご壁へきのようにする。

　この壁かべに成獣ジエンゾウが弾はじかれていく。槍にも変化するパーターの霧だ。鉄よりも固くなっているのだ。しかし紙の獣は疲つかれない。次々に体勢を立て直しては、挑いどんでいく。

　パーターが身体を低くした。

「それだけではこの霧は崩せない」

「こういうのもあんのよ！」

　玖里子が一枚だけ色の違ちがう霊符を放ほうり投げる。風に煽あおられたように舞まうが、突とつ然ぜん光を発した。

「剪紙成獣ジエンジシエンゾウ・虎フー！」

　霊符が大型の虎とらと化した。今までの二倍はある。地面に降りるやダッシュし、助じよ走そうをつけて跳とび上がる。パーターの頭上から躍おどりかかろうとしている。

　幻げん覚かく使いが圧あつ縮しゆく呪じゆ文もんを唱となえる。霧が再び槍となり、成獣ジエンゾウに放たれる。脇わき腹ばらに向かって一直線。

　だが目を剝むいたのはパーターの方。虎の背に人が乗っていた、日本刀を抜きはなった凜がいる。

「たああっ!!」

　剣豪少女は虎の背を蹴けり、逆落としにパーターへ斬きりかかる。

　刃やいばが霧を引ひき裂さいた。凜は一回転して着地。

「やった!?」

　玖里子の問いに首を振ふる。

「手て応ごたえが半はん端ぱです。まだ……」

　その言葉通りであった。霧の防護壁が解とける中、転がり出たのはパーターであった。

　腕うでを押おさえている。凜に斬られたところだ。走って身を隠かくそうとする。

「待て！」

　玖里子は今度こそ剪紙成兵ジエンジシエンビンを使った。紙製の兵士が現われ、追いかける。

　手負いのエージェントと疲れを知らない兵士のレースは、すぐに終わった。角を曲がったところで、成兵シエンビンが壁を背にしたパーターを包ほう囲いした。

「殺すか……わたしを」

　栗くり色いろの髪かみを乱みだしていた。全すべてを諦あきらめたかのような口調。

「いいえ」

　玖里子は答えた。

「あたしたちは殺し屋じゃないわ。あなたたちと違ちがって」

「子供っぽいわね」

「そうよ、子供よ。だから同じ子供の夕菜ちゃんにも、化物になってもらいたくないのよ。分からないでしょうね。でもいい、あたしはあんたを殺さないわ」

「……いいの？」

「見み逃のがすわけじゃない。霧を解いて」

　なによりここから脱だつ出しゆつできることが大事なのだ。和樹や夕菜と一いつ緒しよに。脅きよう迫はくして殺す手もあるだろうが、学生の領りよう分ぶんではなかった。

「なるほど……」

　パーターは、全身の力を抜ぬいた。

「幻覚ジンネストイシユンクは、私が止めれば解けるわ」

「解いて」

　くすり、と笑う声。

「……甘あまいわね。馬ば鹿かを見るわよ」

　刹せつ那な、霧が全く視界が利きかなくなるほど濃こくなった。

　風が吹ふく。霧自体が移動しているのだ。下からすくい上げるようにして、パーターを持ち上げる。

　あっという間に空高く運ばれた。

「……い」

　その姿は、すぐに小さくなり、見えなくなった。

　凜がやってくる。刀は下げたままだ。

「逃にげられたのですか!?」

「……うん」

「あの女がいると、ここから出られないのに……」

　非ひ難なんがましい口調ではないが、無む念ねんがにじむのは仕方がない。彼女は日本刀を鞘さやに収めた。

　玖里子はパーターが去った方角を眺ながめていた。

「どうしたのです」

「パーターがね、去さり際ぎわになんか言ってたのよ。一言だけなんだけどね」

「なんですか」

　玖里子は眼めをこらし、なんとか遠くを見ようとしていた。

「教会、だって」




　　　　○




　夕菜に見えているものは、今ではなく過去だった。

　小さい頃ころと同じ町並みが、心の奥おくにしまい込んだ記き憶おくを、容よう赦しやなく暴あばいていった。嫌いやなこと、嫌なこと、もっと嫌なこと。

　友達だと思っていた男の子。話しかけてくれた女の子。初めて出会った先生。全てが彼女の心に傷を残した。

　奥の奥に閉じこめて鍵かぎをかけたのに、すっかり壊こわされた。ここに着いてから。この町を走り回されてから。

　どうしてこうなったんだろう。それにこの教会。ここには絶対に来たくなかったのに。

「聞こえるかい、夕菜」

　彼だ。あのときと同じ少年。

「覚えていてくれたかな、ここを」

　忘れていた。でも、どんどん記憶の奥から引きずり出されてくる。

「僕と君が遊んでいたところだ。楽しかったよね。いつまでも一緒にいたいって、僕も君も思っていた」

　そう。本当の友達は彼しかいなかったから。ずっと一緒にいたいと思っていた。時間が止まればいいと。

「でもそうはならなかった。なんでか知っているよね。僕は引っ越こししなきゃならなかったんだ。僕が教えたら、君は泣いてしまったよ」

　そうだったかしら。

「そうだよ。君は忘れていた。違うな、忘れるようにしていたんだ。僕が勝手にいなくなったと思っていたよね」

　そうだった、そうだった。少年の家に遊びに行くと約束したのに、破やぶってしまった。その次の日に少年はいなくなった。わたしはとてもショックを受けた。でも違ったんだ。彼がいなくなることを知っていた。知っていて──

　彼の声に、なんだかおかしそうな気持ちが混まざった。

「それよりちょっと前さ。大事なことなんだ。しっかりと、ちゃんと聞いてね。『フォルマン博士』」

　一いつ瞬しゆん、どうしてか自分の居場所を認にん識しきさせられた。

　彼の白髪しらが頭のフォルマン博士。そしてここは教会。

　爆ばく発はつするように頭が痛む。体中の毛け穴あなから、なにかが立ちのぼっていく。

　オーラ？　そう名付けるべきなのだろうか。自分の内部からなにかドロドロしたものが、どんどんと滲にじみ出ていく。

「はは。凄すごいや。さすが夕菜だ。もっとできるよね」

　できるというより、止められなかった。止めるつもりもなかった。身体からだが毒を生み出し、放ほう出しゆつする感覚。

　だが、それが止まった。

　上から圧あつ迫ぱくされるように、あれは動くのを止めて、自分の中に戻もどろうとしている。他の誰だれかに命じられたみたいに。

「ああ……彼の力が効きいているんだね。和樹君はさすがだよ」

　和樹さん？　和樹さんなのだろうか。少年の声はあくまで明るい。

　しばらくして、豆がはぜるような音がする。和樹の雰ふん囲い気きが遠ざかっていく。

「これでいいよ。じゃあ続きだ。あの時のことを思い出しながらね」

　また頭が痛み、あれが外に出ようとしていた。




　　　　○




　教会は目と鼻の先にあった。

　尖とがった屋根の上に設置された十じゆう字じ架か。手中のアクセサリーと全く同じ形。

　当たり前かもしれないが、色や直線部の長さ、厚みと大きさの比ひ率りつまで一いつ緒しよだった。これは偶ぐう然ぜんなのだろうか。

　和樹はようやく自由になった身体を引きずり、家を出た。

　道路を横断する。手を伸のばせば届くところに、教会がある。すぐに到とう着ちやくした。

　建たてつけの悪そうな、大きな扉とびらに手をかける。

　重い。力を込めようとした。だが次の瞬間。

　肩かたに衝しよう撃げきを感じ、のけぞった。そのあとから伝わってくる、このところ散さん々ざん嗅かぐ羽は目めになった硝しよう煙えんの匂におい。

　銃じゆう声せいもしたはずだが、良く分からなかった。

　和樹はレンガの敷しき石いしに倒たおれ込んだ。激げき痛つうが左肩から全身に響ひびいていた。

「わたしの暗示アンドイトウンクがもう解けたんですか。なんだか自信がなくなりますね」

　ステファニーの声だ。

「……う……」

　和樹はうめいた。正面扉の隙すき間まから、銃身がのぞいている。この距きよ離りで撃うたれたのだ。肩ですんだのはまぐれか、わざと外したかだ。

　ステファニーは扉を開け、ゆっくり接近してくる。視界に入らないが、足音がする。かちっと音がしたのは、空から薬やつ莢きようを踏ふみつけたのだろう。転ころんでくれないかと考えたが、無む駄だだったようだ。

「ちょっと来るのが早すぎました。言ったでしょう。あとから来れば、怪け我がすることもなかったのに」

「夕菜……は……」

「いますよ。でもまだ、あなたに会わせるには早すぎるんです」

　ステファニーは、外見よりもかなり年上の口調だった。

「例のモノが出きっていませんから。あれが全すべて出てから、あなたが登場して、防ふせいでもらう。式森さんは、コントロールできるんですよね」

　山中での出来事を思い出した。なんとか彼女の悪あく魔まを防ごうとして、確かにコントロールできていた気がする。

「それが彼の……目的？」

「少し違ちがいます。彼がそれを見るのが目的なんです」

「…………？」

　ステファニーがなにを語かたっているのか、理解ができなかった。彼が見るって？

「彼は見ればいい。他の誰にも理解できなくても、彼なら理解できる」

　激痛を堪こらえながら、上半身を動かした。ステファニーの足が目に入った。

「スケベ」

「どうするつもりだ」

「なにがです」

「夕菜と僕だ」

「宮間さんはしばらくあのまま。本当は大事な人を傷つけると、例のものが出るんでしょ。だけどもう関係ないみたい。あの人の過去に触ふれたから」

　空気がざわめいている。

　震しん動どうしているのではない。怯おびえているのだ。空気が怖こわがるなんて戯ざれ言ごとだが、そうとしか言い様がない。教会から逃にげるようにうごめいている。

「まだですね」

　ステファニーは言った。

「まだ時間が足りない。彼女が全てを出し切るまではもう少しかかります。でもそろそろいいはずなのに」

　背後を振ふり返った。それから、手を叩たたく。

「ああ、障しよう害がいがあるんだ。宮間さんの心にセーフティーをかけた人がいますから。その人が気になる限り、悪魔は出きらないでしょうね」

　彼女は和樹の襟えり首くびを摑つかんだ。

「あなたのことですよ、式森さん」

　力ずくで引っ張った。和樹とそう違う年には感じられない女の子なのに、易やす々やすと引きずっていく。

　教会の正面扉からかなり離はなれた。

「ここならいいでしょう。どうせまだ会わせるつもりはなかったんだし」

　ステファニーは教会の扉を閉めたかどうか、確かく認にんしている。

「あとは待つだけ。日本製のカップヌードルと同じですね」

「ここで……なにを……」

「なにも。でも、式森さんには囮おとりにもなってもらうかもしれません」

「なに……？」

「許しを得たんです。彼女と戦ってもいいって。ほら、来た」

　道路の向こうに人がいた。

　ぼろぼろだ。服はあちこちが千切れるか、焦こげ目がある。顔は痣あざだらけで手足から血が流れている。それでもその人物は、教会に向かっていた。

「あはは」

　ステファニーは笑いながら拳けん銃じゆうを持ち上げた。

「久しぶり。かおりちゃん」

「切きり刻きざむぞ、ステファニー」

　かおりは軍用ナイフを握にぎりしめ、そう言った。

「そこを通せ」

　彼女は血を流しながら、ナイフの切っ先を向けていた。

「かおりちゃん、危ないことはやめてよ」

「その言い方はやめろ！」

　聞いてる和樹がぞくりとする。女教師の眼がん球きゆうは、充じゆう血けつしていて真っ赤だった。

「骨ほねまで刻まれたいのか」

「怖こわいわね。どうしてそこまで恨うらまれなきゃいけないの？」

「彼は教会の中だな」

　じり……。かおりが近づく。

「彼がかおりちゃんに会ってくれるかどうか、分からないわよ」

「やめろと言ってるんだ！」

　ダッシュしようとして、かおりは足を滑すべらせた。なんとか踏ふみとどまる。

「足に来てるわね。誰と戦ったの？　あ、ディステルか」

「覚かく悟ごしろ。たたじゃすまないぞ」

「ディステルはどうしたの」

「お前の知ったことじゃないだろ。あとで死体に聞け」

「さすがかおりちゃん。フォルマン博士のところで、一番できるメンバーだったもんね」

「……彼の前に、お前の口を塞ふさいでやる！」

　ステファニーはあざけるのをやめた。

「そうよね、かおりちゃんが本当に憎にくいのは、彼よりもわたしだもんね……あ、動いちゃ駄だ目めよ」

　自動拳銃を構える。黒い射出穴は、和樹の額をにらんでいた。

「面おも白しろいこと教えてあげるから、じっとしてて。……かおりちゃんは全てを捧ささげようと誓ちかっていた。賢人会議ワイズメン・グループにね。でも、もっとすがりたくなる、素す敵てきなものが現われたのよね」

「それ以上喋しやべるな、売ビ春ツ婦チ」

「あら、身体からだ売る勇気もないのに？」

　軍用ナイフを持つかおりの手は震ふるえている。何度も落としそうになっていた。

「彼はあなたにとっても全てだった。尽つくそうと心に決めていた。でもそうはならなかった」

「てめえ！」

　鈍にび色いろの刃やいばを振りかざす。届きそうにない。

　少女はまだ、銃を撃うたない。

「彼の横にいていい人間は、一人で十分だった。いずれ宮間さんに奪うばわれるとしても、その地位は名めい誉よで憧あこがれ。かおりちゃんも狙ねらってたわ」

　ステファニーは視線だけを和樹に動かした。

「なんでそうならなかったか、式森さん分かる？」

　和樹は返事をしなかった。少女の言葉と、かおりの怒りを、ただ見つめていた。

「わたしがいたからよ」

「うあぁっ！」

　ナイフが走るが、ステファニーは楽々かわす。むなしく空を切った。

　かおりは酩めい酊ていしているかのように、ふらついていた。

「誰もが認めるかおりちゃんの実力。だけど彼は側近にわたしを選んだのよ。抗こう議ぎは意味を持たない。プライドが許さなかったのね。賢人会議ワイズメン・グループに残っても良かったのに、かおりちゃんは姿を消した。エージェントを狩かるハンターになった」

「くそ……このガキ……」

　かおりの呼吸は荒い。全身の傷が、容よう赦しやなく責め立てているのが分かった。

「殺して……や……」

　ステファニーはすっと近づくと、軽く蹴け飛とばした。それだけでかおりはバランスを崩し、軍用ナイフを落とす。

「わたしに負けたくせに」

　冷ややかな少女の言葉。かおりは糸が切れた人形のように、その場にへなへなと崩れ落ちた。

「プライドが高くて、実力もあるのに認められなかったかおりちゃん。ハンターになっていいことあった？　エージェントを狩って、心の傷は埋うまった？　無理よね。どんなことをしても過去は変わらないもんね。あなた、必死になればなるほど、惨みじめよ」

「う……う……」

「負け犬ルーザー」

　かおりが嗚お咽えつを漏もらす。悔しげに目を伏ふせた。

　涙は見えない。唯一残る彼女の意地だろうか。だがそれがどんな態度よりも、彼女の心境を表していた。

　かおりは、もうなにをする気もなくしているようだった。

「さあ負け犬さん。とっととお帰りなさい」

「…………」

「どうしたの」

「……ああそうだよ。わたしは負けたんだ」

　かおりの目が開かれた。

「あら、素直じゃない」

「だから狩人イエーガーになった。エージェントを片かたっ端ぱしから狩った。やりすぎるくらいにね。そうすりゃ彼もわたしを認めると思ったんだ」

　軍用ナイフを拾う、残った力が込められる。

「だけどもういい。狩るのはこれで終わりだ。生徒たちに出会って、つくづく思い知らされたよ。あの馬鹿どもは前向きだ。後こう悔かいなんてまるでない。それでいいんだよ」

　かおりは立ち上がる。瞳に、徐々に輝きが戻ってきた。

「人生は短い。手に入れられなかったものを今さら求めたって、なんの意味もない。わたしはそのことを、彼に言ってやりたかったんだ」

「……はっ」

　ステファニーが不ふ機き嫌げんそうになる。

「負けず嫌ぎらいのかおりちゃん。本当にそれで満足なの？」

「ああ、満足だね！」

　女教師がナイフを片手に踏ふみ込こむ。刃が切り裂く瞬しゆん間かん、ステファニーの身体が消える。

「……いくら狩人イエーガーでも、手負いじゃわたしに勝てないわよ」

　ステファニーの手しゆ刀とうが、かおりの脇わき腹ばらに突つき刺ささっていた。

「がっ……」

　身体が半回転して落下する。そこにステファニーが拳銃で狙いをつける。

「負けてしまった猟犬に、価値はないわよ」

　だがこの状況でもなお、かおりは笑った。

「残念だな、わたしは教師なんだよ」

　パンッ

　乾いた銃声。

　だが、倒れようとしているのはステファニーだった。

　教会の陰から、Ｈ＆Ｋ・ＭＰ５サブマシンガンを撃った人物が出てきた。

「ディステルさん……」

　和樹が呟つぶやく。

　ディステルもあちこち怪け我がをしている。特に左腕うではだらんと下がっていて動いていない。それでも彼女は言った。

「あとは私がやる。教会の中に宮間がいるんだろ。早く行け」

「は、はい」

　和樹は急いで中に入った。

　ディステルはゆっくりとかおりに近づいた。

「生きてるようだな」

「まあね……」

　かおりは苦しそうに答えた。

「バイオハザードでライフが赤いのに毒どく喰くらった気分だ。ステファニーはどうした」

「死んではいない。とりあえずとどめを刺すつもりはない」

「……わたしより、あんたの方が教師らしいや。道どう徳とくの授業をやんな」

「教師はお前だろう。これを潮しおに、元に戻もどるんだな」

「はっ、わたしに指図するつもりかね」

　ディステルが冷ややかな表情になった。

「いいか、お前が生きているのは、今私が助けたからじゃない。さっき助けたからだ。お前との勝負、勝ったのは私の方だ。これ以上お前の教え子を傷つけるな」

「……くそ。分かったよドイツ女」

　かおりは寝ね転ころがって、ポケットに手を突っ込んだ。携けい帯たい電でん話わを出す。

「どうせ宮間を確保できなきゃお払はらい箱ばこだ。ま、進しん藤どうも左さ遷せんだろうけどな……」

「私は雇やとい主ぬしに報告しておく。うまくいけば、この事件はなかったことにできるだろう。無事にここから出られるか分からないが」

「アンタずるいんだよ。そこまでやるなら式森の助けに行ってくれ」

「……私では彼に勝てん」

「カリスマにやられちまうか」

「それもある。……ま、目的の半分は果たしたからな」

「なにを」

　ディステルはちらりと、苦く悶もんしているステファニーに目をやった。

「ステファニーに負けたのは、お前だけではない」

「……へっ、わたしは戦い損ぞんか。……ちぇ、繫がんないや」

　携帯電話はうんともすんとも言わなかった。

「パーターの霧きりは電波なぞ通さん」

「やっかいな女……お、アンテナが立った」

「なに？」

　ディステルが上空を見上げた。

　霧が、急激に薄うすくなりつつあった。




　　　　○




　玖里子と凜は、なんとか教会の位置を捜さがし当てた。もっとも、町に教会が一つだけとは限らない。宗しゆう派はによって違ちがったりもするからだ。

　鋭するどく尖とがった屋根の上の十じゆう字じ架かが視界に入る。

「なんだか、夕菜さんのアクセサリーに似てますね」

　凜が先頭を走りながら言う。

「そうだったかしら」

「ええ。あそこで当たりではないかと」

　根こん拠きよはない。アクセサリーが似ているという勘かんだけだったが、外れている気がしなかった。

　教会の周囲は無傷だった。道路を挟はさんだところの家も含ふくめて、傷もついていない。

「ここに夕菜さんが……？」

「パーターの言葉を信じれば、だけど」

「いるわ」

　不意に、後方の繁しげみから声がかかった。驚おどろいて二人は振ふり返る。

　パーターが座すわり込んでいた。

「宮間夕菜と式森和樹は教会にいる……」

　二人は身構えたが、すぐに警けい戒かいを解いた。パーターはぼろぼろだった。くたびれきっており、とても戦える状態にはなかった。

「入るとまずいから……離はなれていた方がいい……」

「…………」

　まるで老ろう婆ばのようにやつれきっている。

「どうせもうすぐ終わるから……言うけど、脱だつ出しゆつするための車やヘリを呼んでおいた方がいいわよ。これからどうなるか分からない……霧も、消える……」

　凜が警けい戒かいしながら近寄る。それでもパーターは、指先一つ動かさなかった。

「どうしたの、サムライガール……あなた強かったわ」

「なんで、そんなことを言う」

　罠わなだったらまずい。まるでいきなり味方になったような感じなのだ。あざけるわけでもなく皮肉でもなく、アドバイスだった。

「ふふ……寝返ったつもりはないわよ」

「何な故ぜだ」

「それはね……遺ゆい言ごんだから」

「なんだと？」

「私の力が……尽つきるの」

　パーターが、がくりとうなだれた。

　身体からだ全体から力が抜ぬけていき、道に倒れる。ゆっくりと、水分が抜けるように平たくなっていき、さらさらとした塵ちりに変化していく。

　一いち陣じんの風。パーターだった塵は、そのまま散っていった。

「魔ま力りよくが……。初めてです、人がこんな風になるところを見るのは」

「あたしもよ……」

　不意に、玖里子は周囲を見た。

「霧が……！」

　晴れようとしていた。クリーム色の空気は急速に薄うすれていき、元もとの景色けしきを浮うかび上がらせていく。これで不自由がなくなるはず。

　だが玖里子と凜は、ぽかんと口を開けていた。

「な……なによこれ！」




　　　　○




　和樹は教会の扉とびらを力一いつ杯ぱい引いた。

　ぎいい……。年ねん代だい物もののきしみをあげ、ゆっくりと開く。

　広い。木製のベンチがいくつも並び、全すべてが奥おくに掲かかげられているキリスト像ぞうに向いている。アメリカの教会には珍めずらしいことに、天てん井じよう近くにステンドグラスまであった。

　そしてその中央には、夕菜。

　彼女は立っていた。顔を和樹に向けている。ただしその目は空くう虚きよで、意い思しがあるようには感じられない。

　和樹は足を止めた。

　自らの意思ではない。むしろ駆かけ寄よる気でいた。なのに自然と、動けなくなったのだ。脳のう裏りにあの少女の双そう眸ぼうが焼きついている。

（……ステファニーか！）

　暗示アンドイトウンクはまだ効きいている。いや、元々このタイミングで発はつ動どうするようになっていたのだ。夕菜と再会した瞬しゆん間かんに。

　歩けなくなった。その途と端たん、夕菜の身体が金色に光る。

「な……」

　急激に輝かがやきが増し、彼女の髪かみが大きく逆立つ。オーラが次から次へと吹ふき出し、床ゆかから竜たつ巻まきが起こっているようにすら感じられる。

　夕菜の輪りん郭かくから、なにかが分ぶん離りしていく。

　不定形。だがあれは人型だ。和樹には分かるのだ。帆はん船せんでも、夜の山中でも目もく撃げきしたのだから。

「あ……」

　悪あく魔ま。

　徐じよ々じよにふくれあがり、大きくなっていく。いずれ教会の天井に達し、屋や根ねを突つき破るだろう。そして暴ぼう虐ぎやくの限りを尽くす。この町は何な故ぜか人がいない。被ひ害がいは最小限かもしれないが、なぐさめにもならない。悪魔と化した夕菜がその後どうなるのか、誰にも分からないのだ。

　ゆっくりと輝くオーラが、色を濃こくしていく。

　不意に膨ふくれあがった。

　今度はゆっくりではない。もの凄すごい早さだ。瞬またたく間に巨きよ大だい化かしていく。このままではすぐに教会を破は壊かいする。

「駄だ目めだ！」

　我知らず和樹は叫さけんでいた。

「そんなことをしちゃいけない。夕菜はそんなことしちゃ駄目なんだ。僕の言うことを聞いて！」

　すっ……とオーラの輝きが鈍にぶくなる。ゆらゆら揺ゆれ、そのままの大きさとなる。

　ほっとした。良かった、聞き入れてくれた。

　だがそれはつかの間の出来事だった。

　消えない。現げん状じようのままでの固定だ。

　和樹は戸と惑まどった。あの山の中では封ふうじ込められたのに。

「惜おしかったね」

　少年の声がする。

「もう悪魔は具ぐ現げん化かした。そして僕が操あやつってる。だから、君にはなにもできないんだ」

　夕菜の後ろ。パイプオルガンのあたりから、誰かが出てくる。和樹と同じような背せ格かつ好こうの姿。

「お前が……」

　彼、なのだろうか。

　薄暗くてよく見えない。昼とはいえここは室内。しかも明かりはなかった。

「ああ……ごめん」

　彼は手元でなにかを操そう作さする。

「これでいいかな」

　照明がついた。和樹と、夕菜と、彼があらわになる。

「なっ……！」

　和樹は膝ひざをついた。額から汗あせが流れ、眼めは信じられないと見開かれた。

「お、お前……なんで……なんで僕と同じ顔をしてるんだ!!」

　そこにいたのは、和樹とうり二つの少年だった。
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　第六章










　彼、としか呼ばれていない。

　大ドイツ展で、夜の山中で、ビッグサイトで、自分たちを狙ねらい、夕ゆう菜なをさらおうとした敵。名前もなく、ただカリスマと共に語かたられていた男。

　飛行機に乗せられていたとき、和かず樹きはずっと考えていた。名前のないこの男は、どんなやつなのだろう。青年か、中年か、老人か。美形なのか醜みにくいのか。純じゆん粋すいなのか欲よくにまみれているのか。悪いやつなので、それなりの顔をしていると信じていた。

　だが外れていた。そんな小さな想像は全すべて吹き飛んだ。

　お前は僕なのか。

　愕がく然ぜんとする和樹に、彼は静かに語りかける。

「どうなんだろう。今はここに、二人いるけどね」

　彼は微ほほ笑えんでいた。鏡よりも似ていた。

「なんだ……これ……」

「さあ。僕は運命のいたずらだと思っている。神様がちょっと、さいころに細さい工くをしたのさ。君、ポーランドにも先せん祖ぞがいたんだろう」

「……イェジーナお祖ば母あさん」

「トファルドフスキの子し孫そん。もしかしたら、そのあたりからこうなることが決められていたのかもね」

　彼の台詞せりふが、頭の中で反はん響きようする。

　信じたくはない。敵が同じ顔をしているなんて。どうなっているんだ。

　そういえば夕菜が、「和樹さんを捨てた」と言っていた。あれは自分ではなく彼のことなのか。僕と同じ顔の。

「そうだよ」

　彼が答えてくれた。

「でも、君だったのかもね」

　僕じゃない。僕じゃない。お前は僕じゃないはずなんだ。

　これをどう表現したらいいのか。すぐ近くに夕菜がいて、その隣となりには彼。それが自分と同じ姿。幻まぼろしではない。

　何故なんだ。本当に僕なのか。

「……全ての人が、こう見えるわけじゃないよ」

　と彼は話す。

「エージェント達やディステル、かおり、いままで会ったことのある人間は別の姿を見た。その人のもっとも理り想そうとする姿をね。年ねん齢れいや背格好、性格まで。大たい抵ていは一発で惚ほれ込こんでくれたよ。なにしろ憧あこがれが具ぐ現げん化かしているんだから。でも本当はこの顔」

　嬉うれしそうだった。真の姿で喋しやべっているのは、これが初めてなのだろう。

　いや、違ちがう。他にもこんなことがあったはずだ。

　夕菜と一いつ緒しよにいたとき。

　恐おそらく彼がもっともリラックスしていたときだ。

「うん、そう」

　彼はにこりとした。

「僕が本当に自分を出せたのは、夕菜といるときだけだったんだ。二人だけで遊んでいたけど、本当に面おも白しろかった。楽しいって、きっとああいうことを言うんだよ。だから離はなれなきゃならなくなったのは、悲しかった」

　彼は夕菜に近づく。すっと髪かみを撫なでる。優ゆう美びな仕し草ぐさだ。顔が自分でなければ、心しん底そこそう思っただろう。

　夕菜は反応しない。意識はあるのだが、ピクリともしていなかった。ただあの悪あく魔まが、巨きよ大だい化かしたまま揺ゆれていた。

「今は嬉しいよ。こうして夕菜といられるんだから」

「離れろ！」

　和樹は拳けん銃じゆうを構かまえた。

　彼は銃口を向けられても、まるで動どう揺ようしていない。

「やきもちかい。和樹君」

「うるさい！」

「夕菜は綺き麗れいな娘こだから、やきもち妬やくのも無理ないよ。でも、次からは僕がやきもちを妬きたいな。僕はずっとこの娘のそばにいたい。もちろん、このままの夕菜で」

「やめろ！」

　和樹には彼の言いたいことが分かった。「このままの夕菜」とは、あの悪魔のことも含ふくんでいる。あの禍まが々まがしいものを、表に出したいのだ。

「夕菜からあんなものを出すな。夕菜はいつものままでいいんだ。あんなのを操あやつって、怒いかりにまかせて、町を壊こわすのは夕菜じゃない。あれは人間の仕し業わざじゃない！」

「それは……どうだろう」

　彼はパイプオルガンに寄りかかった。もう何年も使われていなかったのか、きしみだけを上げた。

「僕の中では、そっちが本当の夕菜だと思うけどね」

「ふざけるな」

「いいや。和樹君。君だって知っているはずだよ、あれが暴れたらどうなるかをね」

　彼は目線を、夕菜の周囲でうごめいているものに向けた。

「知っている。だからそいつを動かしちゃいけないんだ」

「僕は動かしてもいいんじゃないかと思っている」

「駄だ目めだ！」

　和樹の大声にも、彼は平然としている。

「あれは似合っていると思わないかい」

「夕菜の手を……血には染められない」

　彼は口の端はしをくっと曲まげた。初めて見せる、悪意のある笑い方だった。

「もう遅おそいよ。夕菜の手は、とっくに染まっているんだ」

　突とつ然ぜん、彼はパイプオルガンを蹴け飛とばした。

　ガン、ガン。しっかり据すえつけられているはずなのに、すぐにぐらぐらになる。

「このパイプオルガンはね、十年以上前から使われていない。使えなくしちゃったんだよ。夕菜と僕で」

　ガン。パイプオルガンが壁かべから外れて、落下する。そしてぽかりと空いた壁の穴から出てきたのは──

　死し体たい。

　和樹は反射的に口元を押さえた。白はつ骨こつ化かした死体が一体、壁に埋うめられていた。

「この人はフォルマン博士。君は知らないだろうけどね。僕のことを引き取りにきた賢人会議ワイズメン・グループの幹部だよ。博士は一日も早く僕を連れて行こうとしていて、僕はそのことを夕菜に話した。お別れのつもりでね。でもその時夕菜は泣かなかった。むしろ怒おこったんだ。『どうしてお友達を連れて行くのか』ってね。怒りに包まれた彼女の身体からだから出てきたのが、あれさ」

　教会内に漂ただようものを指さす。

　和樹は力が抜ぬけそうになった。夕菜が、その白骨の原因なんて。

「博士を手にかけた夕菜は暴れた。初めて悪魔を出し、どうすればいいかなんて誰にも分からない。それに町の人間を憎にくんでいる。この娘の悪魔は際さい限げんなく暴れて──こんな結果になった」

　風が教会内を通り抜けた。

　和樹は妙みような解放感を感じて振ふり返った。そして呆ぼう然ぜんとした。

　なにもなかった。並んでいた椅い子すも、大きな扉とびらも、壁もない。かろうじて天てん井じようは残っているが、建物の半分はえぐり取られたように消失している。

　そして向こう側にあった町並みも、軒のき並み消え去っていた。

　信じられないくらいなにも残っていない。瓦が礫れきすら土と見分けがつかない。雑ざつ草そうの生はえた、茫ぼう漠ばくとした荒こう野やが広がっているだけ。

「パーターの幻覚ジンネストイシユンクが切れた」

　彼は予期していたかのようだった。

「今まで君たちに見せていたのは、ここにあったはずの町さ。悪魔はなにもかも破は壊かいしてしまった。町を一つ分。だからねえ和樹君。夕菜の手はもう、真っ赤なんだ」

「あ──」

　和樹はへなへなと座すわり込んだ。

　今までずっと、夕菜の悪魔を外に出してはいけないと思っていた。あんなものは、彼女ではないと。そのためにはできる限りのことをしたはずだった。

　だがあの悪魔は、幼い頃ころすでに、使われていたものだったなんて。

　今までのことは全部、無む駄だだったのか。

　悪あく魔まは歪ゆがんでいた。笑っているようにも見えた。

「僕に止めることは不可能だった。だから気力を使い果たすのを待つしかなかった。それからのことは夕菜は一いつ切さい覚えていなかったよ。自力で記き憶おくに封ふう印いんしたからね。この町は政府と賢人会議ワイズメン・グループによってなかったものとされ、彼女は両親に引き取られた。僕は……結局賢人会議ワイズメン・グループに行くことを選せん択たくせざるをえなかった。この町のことを秘ひ密みつにする条件がそれだったんでね」

　がさっと音がする。誰かが近寄ってきた。足音二人分。玖里子と凜だ。ぎりぎりまで近づかずに止まっているのは、同じ顔の少年二人を目撃したからか。驚きよう愕がくが手に取るように分かる。

　彼の顔は、またにこやかなものに戻もどっていた。絶ぜつ望ぼうに犯おかされている和樹に、少しだけ近づく。

「僕は賢人会議ワイズメン・グループで力を得た。目的はただ一つ。夕菜を迎むかえに来るためだ。夕菜と彼女の悪魔を」
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「そのために……」

　ずっと夕菜をさらおうとしていたのか。女の子一人のために。

「まあね。いい人生だろう。そして僕は、君が禍まが々まがしい悪魔を押さえつけるところも見た。これで十分だ。僕には悪魔を操ることができる。和樹君と同じ姿の僕なら、見ただけで十分なんだ」

「なにを……」

　和樹は、喉のどの奥おくから音声を絞しぼり出していた。

「なにをする気だ……」

「どこかに行こうかな」

　彼はうっとりとしていた。

「どこでもいい。夕菜の力と、賢人会議ワイズメン・グループの資金……まあこれはどうでもいいけど、これがあればなんでもできる。探たん検けんだろうと、軍ぐん事じ行こう動どうだろうと。それこそ、世せ界かい征せい服ふくだって」

　夕菜が世界を相手に戦う。

　あの悪魔を動かしながら。

　彼と共に。

　和樹の頭に血が上った。

「やめろ！」

　肩かたの痛みも忘れ、拳けん銃じゆうを握にぎりなおす。

「絶対にそんなことはさせない……絶対に」

「ここで撃うったら、衝しよう撃げきで天井が崩くずれるよ」

　十数年前に破壊された町の中で、唯ゆい一いつ残った教会。ぼろぼろの柱がかろうじて支えている天井は、崩ほう落らく寸前だった。

　それでも和樹には、目の前の男が許せなかった。

「撃つぞ」

「もしかして、世界征服を本気にしている？　噓だよ。君みたいに普通に生活するさ。僕のささやかな願いだからね」

「夕菜を元に戻せ」

「嫌いやだ、と言ったら？」

「戻せ！」

　彼は一いつ瞬しゆんだけ悪魔に目をやる。

　腕うでの部分が大きくふくらみ、急きゆう激げきに伸のびる。和樹に向けて振られた。

　直ちよく撃げきせず風ふう圧あつだけだったが、煽あおられて拳銃が飛んだ。瓦礫の先へ落ちる。

「……君とは分かりあえない。仕方ないか」

　悪魔が大きく吼ほえる。彼に従っている証あかしだ。

「同じ立場なら、僕もそうするだろうからね。やっぱり和樹君も僕と同じだ、夕菜を独どく占せんしたいんだ」

「独占？　僕が？」

「そうだよ。男がそこまで意地になれるなんて、一つしかないじゃないか。ねえ」

　夕菜に話しかける。代わりに悪魔がうなる。

「ほら。夕菜もそう言ってる」

　悪魔が返事をしただけじゃないか。だが和樹は言い返すことができなかった。

　独占。僕はそんなことを考えているのか。女にモテなくて、別にそれでもいいとすら思っている僕が、夕菜を独ひとり占じめにしたいなんて。

　分からない。確信がない。僕は笑顔の素す敵てきな女の子に、ただ振りまわされているだけじゃなくて、もっと別な感情を得ていたのか。

「そうさ」

　彼は言った。

「僕にはよく分かる。だって和樹君は僕だから。僕と同じように、夕菜を独占したいってね」

　和樹の頭の中に、今までのことが蘇よみがえる。初めて出会ったとき。一緒に帰ったとき。一緒に昼食をとったとき。夕菜が起こったとき。泣いたとき。

　笑ったとき。

　幸せで、美しい出来事。夕菜がいなければ続かない。玖里子や凜、かおり、Ｂ組のメンバーにいたるまで、全ては彼女のおかげであった。

「…………」

　和樹は呟いた。

「そうだな……」

「理解したかい」

「したよ。君……僕の言うとおりだ」

　最後の力を振ふり絞しぼった。彼を睨にらみつけた。

「僕は夕菜を独占したい。いや、独占するよ。でもね、それは僕のためじゃない。君に渡さないためだ。分かるかい、僕。なにがあっても、君には絶対に渡さない」

「はっ……」

　彼は笑った。馬鹿にしているのではない。むしろ賞しよう賛さんだった。

「はははっ。素晴らしいよ和樹君。僕と君、分かりあえても交わらない。そうなるに決まっているんだ。いいよ、本当に素敵だ。この日を待っていた。もう心からね」

　彼が片手を上げる。悪魔が和樹の方を向く。

「片方が死ぬ」

　彼は言った。

「今は誰にも分からない。僕と和樹君、どっちが生き延のびるかなんてね。でも──」

　初めて彼の表情に、悪意が宿やどった。

「悪魔を操っているのは僕だ」

　和樹は気づいた。畜ちく生しよう、武器がない。さっき弾はじき飛ばされたんだ。

「これでお別れ……。さようなら、僕」

　彼が、手を下ろす直前。

「和樹！」

　玖く里り子この声。同時に凜りんが、自動拳銃を拾って投げる。

　ジャストタイミングで、和樹の手にすっぽり収まる。ためらわず彼を狙ねらう。

「うああああっ!!」

　引き金を引いた。

　銃声は、やけに大きく響ひびいた。

　やがて。

　ぴし……。鉄筋が千ち切ぎれ、コンクリートが剝はがれる。天井から細かい破は片へんが落ち、やがて大きな塊かたまりも落らつ下かしていく。

　三人は動けない。和樹も。彼も。夕菜も。崩れ落ちる教会に巻き込まれる。

「和樹！　夕菜ちゃん！」

　彼らの姿は細かい粉ふん塵じんに紛まぎれて、あっという間に見えなくなった。
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　一いつ行こうは、シアトルから日本へ向かう飛行機に乗り込んでいた。

　チケットはエコノミーだったが、日に本ほん航こう空くうなので日本語が通じ、その辺へんはありがたかった。

　乗っているのは四人。和かず樹きと玖く里り子こ、凜りん。そして夕ゆう菜な。

　教会崩ほう壊かいの後、彼らはディステルとかおりによって救きゆう出しゆつされた。それから徒と歩ほとヒッチハイクを繰くり返し、シアトルまで脱だつ出しゆつした。何な故ぜか州警察も州兵も見み逃のがしてくれたので、信じられないほどスムーズに着いた。

　その理由をディステルは「賢人会議ワイズメン・グループとのことを触ふれられたくない連中は、どこにでもいる」と答えてくれた。携けい帯たい電でん話わを振っていたから、雇やとい主ぬしとやらと話をつけたのだろう。

　彼女とかおりはこの飛行機に乗っていない。ディステルとはシアトルで別れた。「また会うこともあるだろう」との言葉を残して。

　かおりは別の手段で帰国した。「進しん藤どうの阿あ呆ほうに違い約やく金きん払はらって辞やめてやる。あいつも左さ遷せんされてるだろうけどな」と言っていた。学校は少しの間休きゆう職しよくするそうだ。「キミたちに銃を向けたのは事実だ。そこの折り合いをつける」と語っていた。皆みな、気にしなくていいとは言ったが、彼女は自分で納なつ得とくをするまで戻もどらないつもりだ。

　教会の天てん井じようが落ちたとき、和樹と夕菜は奇き跡せき的てきに無事だった。どうもあの悪あく魔まが支ささえになったようだが、定かではない。玖里子と凜は怪け我ががないことを知り、逆に驚おどろいていた。

　飛行機が高度を上げるのをやめ、水平飛行に移うつった。シートベルト着用サインが消える。

　和樹はベルトを外しながら、隣となりをうかがった。

　夕菜もこっちを向いていた。

「あ……寝ねてなかったんだ」

　和樹は照れくさそうに言う。

「はい。起きてました」

　彼女はにこりとした。

「日本まで、ずっと起きてます。和樹さんと一いつ緒しよにいたいから」

　意識が戻った彼女は「さみしかった」と言った。「和樹さんも、みんなも、誰だれもいなくなっちゃったみたいで泣いていた」と。どうしてそんな気持ちになったのかは分からないようだ。

　恐おそらく、幼い頃ころの出来事とシンクロしていたせいだろう。悪魔が暴れたのも「大事な人がいなくなる」と思ったためだ。それら一連の記き憶おくは、また夕菜の中に封ふう印いんされたようだ。もちろん彼は、そのことを言うつもりはない。たしかに世の中には、忘れたままの方がいいことだってある。

　あれ以来、悪魔は出てこない。その気配もない。建けん材ざいが降り注いだあと、悪魔はすっと消えた。コントロールされたかのように。

　和樹は自分の手を見つめ、ぎゅっと握にぎりしめた。

「どうしたんです？」

「ん……なんでもないよ」

　彼は拳こぶしを隠かくすようにした。

「変な和樹さん……そうだ、結局、彼ってどうなったんですか」

「……さあ」

「さあって、分からないんですか？」

「うん」

　和樹は困ったようになる。

「どうなったか知らない」

「でも……拳けん銃じゆうの音が聞こえたような……」

「……玖里子さんと凜ちゃんは、なんだって言ってた？」

「拳銃を投げたけど、金色のものが動いていて、どうなったか見えなかったって……」

「ふうん……」

　和樹は舌で唇くちびるを湿しめらせた。

「弾が当たったか、僕にも分からない。当たったかなんて、誰にも分かんないんだ」

　夕菜の表情が曇くもる。

「じゃあ……彼は……」

　安心させるように、彼は優やさしく言った。

「あの崩ほう壊かいじゃ生きられない。きっと瓦が礫れきの下だよ。きっと」

「……そうですよね」

　ほっとしたように、彼女は息をついた。

　ボーイング７４７の機内では、日本までの飛行ルートの説明がされていた。

「これで元の生活に戻れますね……そんなことをずっと、願ってました」

「そうだね。普ふ通つうに暮くらせるよ。僕も願っていたから」

　夕菜が頭を、和樹の肩かたに乗せる。

　彼はかすかに、本当にかすかに、笑った。
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　あとがき







　築つき地じです。世せ間けんはもう秋模も様ようでしょうか。まぶらほをお届けします。




　長編の最新刊です。ようやくここまで来ました。いや長かった。巻数としては四冊とたいしたことないんですが、刊かん行こうペースがかなり長くかかってしまいました。毎回楽しみにしてくれた人には、じらしているようで申し訳ありません。

　とりあえずここで一区切りつきました。あとがきでオチを書くわけにはいかないんですが、結局××のような××でないような、そんな感じです。どのようにも解かい釈しやくできるようになっています。あとのことは個こ々こ人じんの想像にお任まかせしたいと思います。




　面白いもので、こうして区切りがつくと、途と端たんにキャラクターへの愛あい着ちやくが増ましてきます。彼や各エージェントたちもそう。とくにディステルと伊い庭ばかおりは、「もっと活かつ躍やくさせたい」という存在ですね。ディステルはクールすぎてやや面おも白しろ味みに欠けるんですが、かおりは個性派なので、想そう像ぞう力りよくも膨ふくらみます。「レアゲームを探してある地方を旅し、事件に巻き込まれる」とか「欧おう州しゆうで出会ったディステルとの想い出」なんてすぐにでも書けそうです。このあたりはいつか機会があったら、中編としてまとめたいと考えています。




　ところで最近、猫ねこを飼かい始めました。癒いやしのためです。飼った当初はバイオリズムの下か降こう期きにぶつかってしまい、「俺は猫一匹飼う資格がない駄目人間なんだ！」と理由もなく落ち込んでいたのですが、一晩明けたら「まあ猫だし」という理由で快かい癒ゆ。ニャーしか言わない家族とのんびり暮くらしています。ちなみに癒しのために飼ったのですが、キーボードやモニターの前で寝ころぶので仕事の邪じや魔まです。君、憎にくんでるの？




　ではこれで。





二〇〇六年八月二十八日




築地　俊彦












まぶらほ




～ストレンジ・フェノメノン～








築つき地じ俊とし彦ひこ
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